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Message
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
展「
時
の
束
を
披
く
―
古

典
籍
か
ら
う
ま
れ
る
ア
ー
ト
と
翻
訳
―
」に
、よ
う
こ
そ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
と
は
、二
〇
一
七
年
十
月

に
、文
化
庁
の
委
託
を
受
け
て
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

誰
に
で
も
ひ
ら
か
れ
た
歴
史
的
文
化
資
源
で
あ
る
日
本
の

古
典
籍
を
、も
っ
と
多
く
の
方
に
自
由
な
発
想
で
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
で
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
展
示
で
は
、約
三
年
半
に
わ
た
り
、世
界
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
と
、当
館
教
員
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
が
、と
も
に
古

典
籍
を
ひ
ら
き
、そ
の
魅
力
を
探
求
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る

実
験
の
過
程
で
起
こ
っ
た〈
化
学
反
応
〉を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
、古
典
籍
を
発
想
の
源
と
し
て

創
作
し
た
、素
晴
ら
し
い
作
品
世
界
を
じ
っ
く
り
と
ご

覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、彼
ら
が
そ
の
発
想
へ
至
る
ま
で
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
古
典
籍
を
も
鑑
賞
し
、創
作

の
過
程
や
、日
本
の
古
典
が
も
つ
大
き
な
可
能
性
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
典
籍
は
、そ
の
中
に
綴
ら
れ
て
い
る
内
容
の
世
界
だ

け
で
は
な
く
、そ
の
制
作
に
携
わ
っ
た
人
々
、そ
れ
を
手
に

し
、読
み
、写
し
、保
管
し
、あ
る
い
は
ど
こ
か
へ
紛
ら
わ
せ

て
ま
た
見
出
す
、と
い
う
書
物
自
体
が
内
包
す
る
記
憶

と
時
間
を
有
し
て
い
ま
す
。そ
の「
時
の
束
」
を
、研
究
者

や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
と
共
に
披ひ

ら

き
、過
去
と
現
在
、未

来
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
一
年
二
月
十
五
日　
　
　
　

　
　
　
　

国
文
学
研
究
資
料
館 

館
長

　

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル

ご
あ
い
さ
つ

ロバート キャンベル
国文学研究資料館 館長
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凡　例

執筆者一覧
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澤
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）
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志（
国
文
学
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岡
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安
原
眞
琴（
立
教
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学
兼
任
講
師
）

山
下
則
子（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

あ
り
さ
わ
と
も 

よ

い
り
ぐ
ち
あ
つ 

し

お
か 

だ 

た
か
の
り

 

き 

ご
し
しゅ
ん
す
け

く
め
し
お 

り

こ
い 

だ 

と
も 

こ

 

さ 

と
う
さ
と
る

や
す
は
ら 

ま 

こ
と

や
ま
し
た
の
り 

こ

本
冊
子
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
企
画
展
示
と
し
て
、二
〇
二
一
年

二
月
十
五
日（
月
）か
ら
四
月
二
十
四
日（
土
）ま
で
、国
文
学
研
究
資

料
館
展
示
室
に
お
い
て
開
催
す
る「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
展
　

時
の
束
を
披
く ―

古
典
籍
か
ら
う
ま
れ
る
ア
ー
ト
と
翻
訳―

」の
展

示
解
説
で
あ
る
。

本
展
示
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
が
二
〇
一
七
年
十
月
よ
り
実
施
す

る
事
業「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ ―

ア
ー
ト
と
翻
訳
に
よ
る
日

本
文
学
探
索
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ―

」の
成
果
展
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

本
展
示
お
よ
び
本
冊
子
は
、文
化
庁「
日
本
博
を
契
機
と
す
る
文
化

資
源
コ
ン
テ
ン
ツ
創
成
事
業
」の一
環
で
あ
る
。

本
冊
子
は
、各
Ａ
Ｉ
Ｒ
・
Ｔ
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
創
作
と
、そ
の
発
想
の
源
と

な
っ
た
古
典
籍
の
世
界
観
を
表
現
す
る
た
め
、【
①
各
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
②
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
作
品
紹
介
③
関
連
古
典

籍
解
説
④
展
示
古
典
籍
の
文
学
史
的
意
義
を
述
べ
る
小
論
文
】を
ひ

と
つ
の
パ
ー
ト
と
し
、各
パ
ー
ト
の
間
に
は
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
る
執
筆
者
に
よ
る「
コ
ラ
ム
」を
配
し
た
。そ
の
た
め
、掲

載
順
は
、必
ず
し
も
展
示
の
配
列
と
は一
致
し
な
い
。

展
示
会
場
や
誌
面
に
記
し
き
れ
な
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
や
成

果
は
、公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
お
り
、各
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
示
し
た
。

所
蔵
先
を
明
記
し
て
い
な
い
古
典
籍
は
、す
べ
て
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
本
で
あ
る
。
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籬
島
と
近
世
中
後
期
の
上
方
出
版
界
』（
勉
誠
出
版
、二
〇一四
）

安
原
眞
琴「『
扇
の
草
紙
』の
研
究―

遊
び
の
芸
文
」（
ぺ
り
か
ん
社
、二
〇
〇
三
）

山
口
由
香「
鈴
木
其一の
画
風
形
成
期
に
お
け
る
諸
派
習
得
の
様
相
に
つ
い
て―

第

二
期「
噲
々
落
款
使
用
期
』を
中
心
に
」『
メ
タ
プ
テ
ィ
ヒ
ア
カ 

名
古
屋
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
教
育
研
究
推
進
室
年
報
』第
９
号（
二
〇一五・二
）

山
本
登
朗
編『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』（
竹
林
舎
、二
〇一一）

吉
海
直
人『
百
人一首
か
る
た
の
世
界（
新
典
社
新
書
24
）』（
新
典
社
、二
〇
〇
八
）

と
き
　 
た
ば
　  

ひ
ら
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Kokubunken & Kotenseki Kokubunken & Kotenseki

国文学研究資料館と古典籍について国文学研究資料館WEB　https://www.nijl.ac.jp/

東
京
都
立
川
市
に
あ
り
ま
す
。略
し
て「
国
文
研（
こ
く
ぶ
ん
け
ん
）」

と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

半
世
紀
に
わ
た
り
、明
治
時
代
よ
り
も
前
に
日
本
で「
作
ら
れ
た
本
」を

調
査
、収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
作
ら
れ
た
本
」と
書
い
た
の
は
、印

刷
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、人
の
手
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
も
多
く

あ
る
か
ら
で
す
。国
文
研
で
は
こ
れ
ら
を「
古
典
籍
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
く
ち
に
古
典
籍
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
様
々
で
す
。

『
源
氏
物
語
』『
百
人
一
首
』と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る〝
文
学
〟だ
け
で
は
な
く
、

旅
行
、医
学
、料
理
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の「
本
」に
、文
字
や
絵
で
、わ
た
し
た
ち
の
祖
先
の
知

恵
や
教
訓
が
、あ
る
い
は
普
遍
的
な
欲
求
や
不
安
、哀
し
み
、歓
び
、生
と

死
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の「
本
」が
、大
切
に
受
け
継

が
れ
、も
し
く
は
波
乱
万
丈
な
道
の
り
を
経
て
、国
文
研
ま
で
や
っ
て
き
た

「
物
語
」も
背
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

国
文
研
は
、国
内
外
の
各
地
に
存
在
す
る
古
典
籍
を
広
く
求
め
、調
査

を
し
、一
点
ず
つ
全
文
撮
影
を
行
っ
た
上
で
、そ
の
調
査
結
果
や
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
こ
と
、そ
し
て
そ
の
成
果
を
活
用
し
た
共
同
研
究
を
行
う
こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

館
内
の
地
下
に
あ
る
大
き
な
書
庫
に
は
、重
要
文
化
財
を
ふ
く
む
古
典

籍
が
約
二
万
二
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
し
て
保
管
し
て
い
る
画
像
の
タ
イ
ト
ル
数
は
約
二
十
八
万
点

に
及
び
ま
す
。

国
文
研
は
、日
本
の
あ
ら
ゆ
る
文
学
資
源
を
集
め
、学
び
た
い
人
に
は

誰
に
で
も
開
か
れ
た
研
究
機
関
な
の
で
す
。ぜ
ひ
、閲
覧
室
や
展
示
室
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、気
軽
に
覗
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
蔵
さ
れ
て
い
る
原
本
の
多
く
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
て
お

り
、国
文
研
が
古
典
籍
の
情
報
や
画
像
を
公
開
し
て
い
る「
新
日
本
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
140
〜
141
頁
）を
利
用
し
て
、世
界
中
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、多
く
の
画
像
を
、一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、利
用
登
録
を
し
た
上
で
必
要
な
手
続

き
を
行
え
ば
、館
内
に
あ
る
閲
覧
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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The NIJL Arts In i t iat ive The NIJL Arts In i t iat ive

ないじぇる芸術共創ラボについて

国文学研究資料館は、専門の研究者だけでなく、だれにでも開かれた機関で
すが、当館の資料を利用する人はまだまだ限られています。
そこで、研究者以外の人たちに古典籍に触れてもらい、古典籍の魅力を活か
した利用をしてほしい。そのことによって、新しい文化を創り出してゆきたい。
これがないじぇる芸術共創ラボの目標です。　

ないじぇる芸術共創ラボでは、専門家以外の人に古典籍の資料を活用してもらうために、
レジデンス・プログラムを実施しています。レジデンス・プログラムとは、アーティスト等を招
聘し、一定期間滞在しながら、創作活動を行ってもらうというものです。
「アーティスト・イン・レジデンス（AIR）」「トランスレーター・イン・レジデンス（TIR）」の2つの
プログラムに加え、研究の世界とアーティスト・翻訳家の活動とを繋ぐ「古典インタプリタ」。
これがラボを動かす三つの柱になっています。

ないじぇる芸術共創ラボのロゴは、古典籍の森をイメージし、三つの三角形は森の木である
と同時に、それぞれAIR、TIR、古典インタプリタを象徴しています。

2017年10月、文化庁の委託を受けてはじまりました（2019年より日本博の助成事業）。

正式名称：「ないじぇる芸術共創ラボ アートと翻訳による日本文学探索イニシアチブ」
NIJL Arts Initiative： Innovation through the Legacy of Japanese Literature

AIR・TIRと研究者によるワークショップが、ないじぇる芸術共創ラボの心臓です。それぞれの
AIR・TIRの関心に従って、古典インタプリタが、各ワークショップのコーディネートを行い、
さまざまな専門分野の研究者が、館の内外から参加します。
ワークショップでは、研究者から古典籍や研究資料が紹介されることもあれば、古典籍の扱
い方を学ぶこともあります。AIR・TIRからの質問に対して、講義が行われることもあります。
AIR・TIRの創作の場に研究者も立ち入り、一緒に頭を悩ませることもあります。
AIR・TIRと研究者による協働により、日々、さまざまな化学反応が起こっています。

ワークショップについて

ラボを動かす三つの柱

プロジェクト公式WEBページ   https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/index.html

Artist
In Residence
ア ー テ ィスト・イン・レジデンス

 =AIR

 =TIRTranslator
In Residence
トランスレーター・イン・レジデンス

Classics
Interpreter
古 典 イ ン タ プ リ タ

様々な分野で活躍するクリエータを招聘。
古典籍に触れることで得た感性と知識を創作活
動に活かしてもらうプログラム。

川上弘美氏（小説家）、長塚圭史氏（劇作家・演出家・
俳優）、山村浩二氏（アニメーション作家）、松平莉奈
氏（画家）、梁亜旋氏（現代芸術家）

翻訳家を招聘。
まだ広く知られていない古典文学作品を他言語
に翻訳し、世界に発信してもらうプログラム。

AIRとTIRが、古典籍の森に分け入り宝物を探す
ためのナビゲーションをする。専門知識を以て古
典文学の魅力を伝えるとともに、研究の世界と
アーティスト・翻訳家の活動とを繋ぎ、「共創」の
場をサポートする。

ピーター・J・マクミラン氏（翻訳家）

有澤知世（国文学研究資料館特任助教・博士（文学）、2017年10月-現在）
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History History

ないじぇる芸術共創ラボのあゆみ

201720182019

ないじぇる芸術共創ラボ始動・記者発表
＠文化庁
3名のAIRと１名のTIR、そして古典インタプリタ
が初代メンバーです。随時、各AIR・TIRと研究
者によるワークショップを行いました。それぞれ
の関心に応じて、さまざまな専門家から古典籍
の紹介や講義がなされ、徐々にテーマを深めて
ゆきました～

2017.10　

AIR公募を経て
松平莉奈が
ラボに参加

2018.10　

イベント 「デジタル発 和書の旅　
ひるがえる和歌たち―扇と翻訳で
古都に遊ぶ―」
＠京都市有斐斎弘道館
ピーター・J・マクミラン・太田達・ロバート 
キャンベル・小山順子・有澤知世ほか

2018.12　

2019.05　

                       「国際文芸
フェスティバルTOKYO
地獄に響く声」
＠国文研

国文学研究資料館特別
展示「祈りと救いの中
世」の連携企画。

伊藤比呂美・束芋・山下
晃彦・Knob・ロバート 
キャンベル・木越俊介・
恋田知子・有澤知世

2018.11　

 「長塚圭史 新作戯曲試演
会」 ＠国文研

ワークショップの成果を短い即
興劇に仕立てて上演しました。

長塚圭史・菊池明明・坂本慶介・
成河・高木稟・藤間爽子・八十田
勇一

2019.02　

ピーター・J・マクミラン・神作研一ほか

山村浩二・長塚圭史・ロバート キャンベル・
木越俊介・有澤知世

「第二回  100人ぐりっ首―英語でとる
百人一首―」 ＠立川市柴崎学習館

「山村浩二新作短編アニメーション
「ゆめみのえ」完成試写会」
＠渋谷区ユーロライブ

2019.08　

座談会 「『伊勢物語』の魅力を語る」 ＠国文研
川上弘美・ピーター・J・マクミラン・
山本登朗・藤島綾・黄昱・小山順子  

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/kawakami/ise_taidan/index.html

「デジタル発 和書の旅 湯とアートが鳴子で
であう」 ＠宮城県大崎市鳴子温泉桟敷湯

2018.03

イベント「デジタル発 和
書の旅 山村浩二、蕙斎
に逢いにゆく」 ＠国文研
山村浩二・ロバート キャンベル・
木越俊介・有澤知世

2018.06

AIR公募を経て梁亜旋がラボに参加

「100人ぐりっ首―英語でとる百
人一首―」 ＠立川市柴崎学習館

地元立川の中学生たちと、マクミランさんの英訳
になる百人一首でカルタ大会を楽しみました。
ピーター・J・マクミラン・神作研一ほか

山村さん・マクミランさんが、いま関心を持って
いるテーマにどのように取り組んでいるのかを
語りました。また、キャンベル館長と古典インタ
プリタが、古典籍から、江戸時代の湯治文化や
旅文化をひもときました。

山村浩二・ピーター ・J・マクミラン・
ロバート キャンベル・木越俊介・
小山順子・有澤知世

2018.07

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

 公開講座  「虚と実 東京藝
術大学×国文学研究資料
館」 ＠横浜市東京藝術大
学馬車道校
山村浩二・木越俊介・有澤知世

記 事 ▼ 

※敬称略、順不同

  「デジタル発 和書の旅」は、国文学研究
   資料館と凸版印刷株式会社が共同で行う
   出張型イベントのシリーズ名です。

関係者向け公開イベント

©えくてびあん © えくてびあん
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History History

特別展示

20202021

ワークショップや、公開イベントについて詳しく綴った
「古典インタプリタ日誌」はこちらから　
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html

動画コンテンツはこちらから
https://www.youtube.com/channel/UComv2mV_I1JKz9H690ST-7w

ないじぇる芸術共創ラボの活動を日々発信しているSNSは巻末に記載。

「デジタル発 和書の旅  古典籍×〇〇
ラボ―であう・うみだす・みとおす―」
＠京都市Fab Café Kyoto

松平さんと梁さんの新作を展示した空間で、研究者と
のワークショップでどのようなことを考えているのかに
ついて語り合いました。

松平莉奈・梁亜旋・入口敦志・恋田知子・有澤知世

2019.10　

「小説『三度目の恋』完結記念座談会」
＠吉祥寺第一ホテル

川上弘美・山本登朗・小山順子・
有澤知世

ロバート キャンベル・有澤知世

2020.03　

「ないじぇる芸術共創
ラボ展 時の束を披く 
古典籍からうまれる
アートと翻訳」
＠国文研

2021.02　

「梁亜旋展 Inheriting and 
recreating the classics」
＠東京都

ピーター・J・マクミラン×木越俊介
＠国文研

山村浩二×ロバート キャンベル　
＠国文研

2021.01　

2017年、2019年の対談も併せ
て、ないじぇる芸術共創ラボの
WEBページよりご覧いただけます。

        長塚圭史作・演出
「KYODEN’S WOMAN」
朗読上演 ＠国文研

                  「デジタル発 
和書の旅 未知への旅」
（動画配信） ＠国文研

2020.08　

2020.12　

個展「     「松平莉奈展 うつ
しのならひ絵描きとデジタ
ルアーカイブ」＠京都市
ロームシアター京都
松平莉奈×古典インタプリタ
による動画配信「どの先生に
弟子入りする？」

2020.11　

「「古典インタプリタ」
とは何か？」＠国文研

2020.9　

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/kawakami/sandome_taidan/
index.html

ピーター ・J・マクミラン×ロバート キャンベル
「翻訳をとおして発見した日本文化の魅力・
『扇の草紙』の和歌の見どころ」 ＠国文研

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/macmillan/ogi2/index.html

https://www.youtube.
com/watch?v=G-WhR
zcjHbg&feature=
youtu.be

イベント

イベント

イベント

座談会 

対  談 

対  談 

対談　     川上弘美×
ロバート キャンベル
「君が語ったその話は
君の物語なんだろう？」  
＠東京都吉祥寺

2020.10　

対  談 

対  談 

対  談 

個  展 

個  展 

動 画 ▼ 

動 画 ▼ 

記 事 ▼ 

松平莉奈・梁亜旋・木越俊介・
有澤知世
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Artist In Residence

17 16

東京都生まれ。1996年『蛇を踏む』で芥川賞、1999年『神様』でBunkamuraドゥマゴ文学賞、紫式部文学賞、2000年『溺レ
る』で伊藤整文学賞、女流文学賞、2001年『センセイの鞄』で谷崎潤一郎賞、2007年『真鶴』で芸術選奨文部科学大臣賞、
2015年『水声』で読売文学賞、2016年『大きな鳥にさらわれないよう』で泉鏡花文学賞を受賞。2016年「日本文学全集」（池
澤夏樹編）において『伊勢物語』を新訳。2019年、紫綬褒章受章。

AIR就任期間　2017年10月～2020年3月

川上弘美  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/kawakami/index.html

川
上 

弘
美

小
説
家

K
a

w
a

ka
m

i H
iro

m
i

「
愛か

な
し
い
。」

な
つ
か
し
い
言
葉
で
し
た
。

平
安
の
世
で
、わ
た
し
の
姫
さ
ん
は
、女
房
た
ち
は
、

誰
か
を
い
と
お
し
く
思
う
と
き
に
、

こ
の
言
葉
を
口
に
し
た
も
の
で
し
た
。

小
説
の
主
人
公「
梨り

子こ

」と
と
も
に
、

現
代
と
江
戸
時
代
、そ
し
て
平
安
時

代
と
を
行
き
来
し
、共
感
や
違
和
感

を
抱
き
な
が
ら
、異
な
る
文
化
を
少

し
ず
つ
理
解
し
て
い
っ
た
川
上
弘
美

が
最
後
に
行
き
着
い
た
の
は
、「
愛
と

は
何
か
」と
い
う
テ
ー
マ
だ
っ
た
。



Kawakami Hi romi ’ s　project Kawakami Hi romi ’ s　project

19 18

現
代
を
生
き
る
女
性
・
原
田
梨り

子こ

が
、生
涯
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ん
だ
生な

る

矢や

へ
の
愛
と
苦
悩
の
狭
間
で
、夢
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

時
空
の
往
還
を
繰
り
返
し
、夢
に
見
る
江
戸
時
代
・
平
安
時
代
で
在
原
業
平
の
足
跡
を
辿
る
。

単行本　川上弘美『三度目の恋』（中央公論新社、2020年9月）
書影は同社提供

『婦人公論』にて連載（2018年1月23日号～2020年2月10日号、全48回）

当
初
か
ら
、「
伊
勢
物
語
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
恋
愛
小
説
を
執

筆
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。し
か
し
、た
だ
「
伊
勢
物

語
」の
舞
台
を
現
代
に
移
し
た
だ

け
で
は
、自
分
が
書
く
意
味
は
な

い
、と
思
っ
た
と
い
い
ま
す
。

川
上
さ
ん
は
、稀
代
の
色
好
み

で
あ
る
主
人
公
、在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

と
い

う
人
間
を
掴
み
切
れ
ず
に
い
ま
し

た
。意
外
に
も
男
性
同
士
の
友
情

や
、勤
め
人
と
し
て
の
顔
が
印
象

的
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、魅

力
の
核
心
が
分
か
ら
な
い
業
平
。

小
説
の
執
筆
を
と
お
し
て
、そ
の

そ
れ
は
、今
昔
愛
の
物
語

昔
、と
言
い
か
け
た
と
た
ん
に
、

不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

昔
。そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の

以
前
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
は
も
う
さ
ほ
ど
若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、年
老
い
て
も
い
な
い
。

『
三
度
目
の
恋
』５
頁
よ
り

昔
。そ
れ
は
今
の
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、

た
っ
た
の
数
年
前
を
さ
す
言
葉
で
も
あ
れ
ば
、

わ
た
し
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

四
十
数
年
前
を
さ
す
言
葉
で
も
あ
れ
ば
、

も
っ
と
以
前
を
さ
す
言
葉
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
う
。

昔
の
あ
る
時
、わ
た
し
は
恋
を
し
た
の
で
し
た
。

あ
の
ひ
と
に
。

川上 11
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謎
を
解
き
明
か
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

も
う
ひ
と
つ
川
上
さ
ん
の
心
を

掴
ん
だ
の
が
、「
伊
勢
物
語
」
が

江
戸
時
代
を
通
じ
て
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。平

安
時
代
よ
り
も
後
、そ
し
て
現
代

よ
り
も
前
に
、多
く
の
人
が
、絵

巻
や
写
本（
24
〜
26
頁
）だ
け
で

は
な
く
、注
釈
書
や
絵
入
版
本

（
27
頁
）を
通
し
て「
伊
勢
物
語
」

を
楽
し
ん
だ
痕
跡
が
、遠
く
思
わ

れ
た
平
安
時
代
を
、現
代
に
少
し

近
づ
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
試
み
た
の

は
、研
究
者
た
ち
に
、江
戸
時
代

や
平
安
時
代
の
生
活
・
文
化
・
仕

事
・
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

事
細
か
に
尋
ね
る
こ
と
で
し
た
。

た
と
え
ば
平
安
時
代
に一
般
的
で

あ
っ
た
、男
性
が
女
性
の
許
へ
通

う
と
い
う「
通
い
婚
」。正
妻
で
は

な
い
女
性
の
許
を
訪
ね
た
次
の

朝
、男
性
は
ど
ち
ら
の
家
か
ら
出

勤
す
る
の
で
し
ょ
う
？ 

妻
は
嫉

妬
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

細
か
な
問
い
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

向
き
合
い
な
が
ら
書
き
上
げ
た

『
三
度
目
の
恋
』で
は
、現
代
を
生

き
る
女
性
・
梨
子
が
、夢
の
中
で

時
代
を
往
還
し
な
が
ら
、い
に
し

え
の
人
々
の
愛
の
在
り
方
を
理
解

し
て
ゆ
く
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

川上弘美
『三度目の恋』
校正原稿

（写真上段／初校、
写真下段／二校）

主人公「梨子」が、「平
安と現代の、両方の時
間の中に放り出され」、
自分ではない女性たち
の身体に入る場面は、
初校の段階で大幅に
加筆がなされ、「伊勢
物語」の「芥川」をモ
チーフに、物語の時間
軸をさらにダイナミック
に揺り動かした（写真
上段）。

「業平」の登場場面で、
名前に改めてルビを振
ることで彼の存在を印
象付けたい、という編集
者への指示。川上氏と
担当編集者との校正
上のやりとりで、作品
がさらに磨かれること
がわかり興味深い（写
真下段）。

『三度目の恋』連載完結を
記念して行った座談会

平安時代の暮らしに
ついて研究者と
資料を読み解く

鉄
てっ

心
しん

斎
さい

文
ぶん

庫
こ

の
「伊勢物語」資料を
眺める川上氏

川上 12

川上 13
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「
伊
勢
物
語
」の
上
質
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン「
鉄て

っ
心し

ん
斎さ

い
文ぶ

ん
庫こ

」（
24
〜
28
頁
）に

収
め
ら
れ
る
、多
様
な
古
典
籍
と
出
会

い
、脈
々
と
愛
さ
れ
て
き
た「
伊
勢
物

語
」の
享
受
の
豊
か
さ
に
感
銘
を
受
け

た
川
上
さ
ん
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

江
戸
時
代
や
平
安
時
代
の
社
会
や
文

化
、暮
ら
し
な
ど
、物
語
と
物
語
の
隙

間
と
も
い
え
る
謎
に
つ
い
て
研
究
者
に

尋
ね
、共
に
考
え
る
こ
と
で
、『
三
度
目

の
恋
』で
梨
子
が
体
験
す
る
時
代
や
、

過
去
の
人
々
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

『三度目の恋』連載完結記念 座談会の記事
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents
/kawakami/sandome_taidan/index.html

古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#kawakami

❶❷研究者と共に、鉄心斎文庫の資料をひらく。 　❸執筆をとおして業平の姿を追い求めた。
❹平安時代、手紙に使う色紙の組み合わせを学ぶ。 　❺『三度目の恋』連載終了後、研究者と共にその道のりを振り返った。
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『伊
い

㔟
せ

物
もの

語
がたり

芥
あくた

川
がわ

之
の

圖
ず

』

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

図
ず

  遊
ゆう

女
じょ

讃
さん

』

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

』

『龍
たつ

田
た

川
がわ

業
なり

平
ひら

之
の

図
ず

』

鈴
すず

木
き

其
き

一
いつ

・筆　
江戸後期写　
巻子本　1幅

狩
か

野
のう

永
えい

納
のう

・筆　
延宝6年〈1678〉写　
巻子本　1幅

江戸写　巻
かん

子
す

本
ぼん

　1幅

鶴
つる

澤
さわ

探
たん

索
さく

・筆　
江戸中期写　巻子本　1幅

江戸琳
りん

派
ぱ

の祖・酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

（1761〜1828）を師にもつ絵師・鈴木其一（1796〜1858）が、「噲
かい

々
かい

其
一」と名乗った画風形成期（1829頃〜1844頃）に描いた第6段の図。二条后を背負い川縁を駆
ける業平の傍らに記された「花の散りつもる芥川をうち渡り」は、第6段に取材した能曲「雲

うん

林
りん

院
いん

」の一節で、観
かん

世
ぜ

流分家第6代当主の観世華
か

雪
せつ

（1884〜1959）が昭和15年〈1940〉に同曲を
演じた折、囃

はや

子
し

方
かた

を務めた当時の所蔵者の依頼で加えたもの。（岡田貴憲）

京狩野派第3代の絵師にして、日本初の画人伝『本
ほん

朝
ちょう

画
が

史
し

』の著作で知られる狩野永納（1631
〜 1697）の、48歳時の作。描かれるのは『古今和歌集』と『伊勢物語』から選ばれた6首の歌意
を表した図で、これに京都島原の遊女と思われる「夕

ゆう

霧
ぎり

」「奥
おう

州
しゅう

」「かほる」「芳
よし

野
の

」「小
こ

太
だ

夫
ゆう

」の
5名が、対応する和歌本文と各々の名を加える。署名の「居翁」と落

らっ

款
かん

の「一陽斎」はともに永納
の号で、特に後者は晩年に使われた号とされる。（岡田貴憲）

もと5巻〜 6巻から成ったと思われる絵巻の零
れい

本
ほん

（端
は

本
ほん

）。巻頭に「伊勢物語第四」の内
ない

題
だい

を持ち、詞
ことば

書
がき

は第
69段冒頭から第85段途中までを備える（以降第87段ま
で数紙脱落か）。絵は第69段・第71段・第80段・第81
段・第82段・第83段・第87段に該当し、第87段を除き
それぞれ対応する詞書の段末に続ける。図様は嵯

さ

峨
が

本
ぼん

を参考としつつも、判型に則した改変や脚色を加え、ま
た詞書料紙にも金

きん

銀
ぎん

泥
でい

の下絵を施す。（岡田貴憲）

狩
か

野
のう

派
は

から分派した鶴澤派の第3代鶴澤探索（1729〜
1797）が、明

めい

和
わ

6年〈1769〉に41歳で法
ほう

眼
げん

（僧
そう

位
い

のひと
つ）となった後の作。後筆の外題には「楓業平東下り
図」とあるが、描かれるのは第106段を題材とした、龍
田川に流れる紅葉を眺める業平の像で、タイトルは箱
書による。探索は狩野探

たん

幽
ゆう

（1602〜1674）の門人だっ
た鶴澤探

たん

山
ざん

（1655〜1729）の孫にあたり、一説には円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

（1733〜 1795）も探索に師事したと伝わる。
（岡田貴憲）

古 典 籍 解 説

川上 3

川上 5

川上 2

川上 4
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『業
なり

平
ひら

図
ず

』

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

』
   （古

こ

写
しゃ

本
ほん

)

中
なか

村
むら

芳
ほう

中
ちゅう

・筆　
江戸中後期写　
巻子本　1幅

伝二
に

条
じょう

為
ため

氏
うじ

・筆　
鎌倉中期写
列
れつ

帖
じょう

装
そう

枡
ます

型
がた

本
ぼん

　1冊

京都出身で主に大坂で活躍した中村芳中（? 〜 1819）
の作。芳中は尾

おが

形
た

光
こう

琳
りん

（1658〜1716）に私
し

淑
しゅく

し、享和
2年〈1802〉に『光琳画

が

譜
ふ

』を刊行したことから琳派の
絵師として著名だが、文人画や俳諧からの影響を受け
た、流派にとらわれない独自の画風を特徴とする。第9
段を題材とする本作は、濃度の異なる絵具や墨でにじ
みを作り出す琳派の技法「たらし込み」を用い、かきつ
ばたの咲く川辺に佇

たたず

む業平の姿を親しみ深く描き出す。
（岡田貴憲）

現存する最古の『伊勢物語』古写本の一つ。伝
でん

称
しょう

筆
ひっ

者
しゃ

の二条為氏（1222〜1286）は二条家の祖
にして藤

ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

（1162〜1241）の孫にあたり、巻末には定家書写の根
こん

源
げん

本
ぼん

に由来する奥書（「抑
そもそも

伊勢物語根源…」）を備える。同奥書に続いて「他本」による伊勢と業平の略歴を載せるほか、
本文の行間にも定家の加えた勘

かん

物
もつ

（注記）とあわせて他種の注記を記し、初期の享受資料として
も貴重。昭和10年〈1935〉指定の旧重要美術品。（岡田貴憲）

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

』（絵
え

入
いり

版
はん

本
ぽん

）

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

』（嵯
さ

峨
が

本
ぼん

）

元禄17年〈1704〉刊　
袋
ふくろ

綴
とじ

半
はん

紙
し

本
ぼん

　１冊

慶長13年〈1608〉刊　
袋綴大本　1冊

（上巻欠、現状は覆
ふっ

刻
こく

整
せい

版
はん

本
ぼん

を取り合わせる）

京都の書
しょ

肆
し

・林
はやし

和
いずみの

泉掾
じょう

による万
まん

治
じ

3年〈1660〉刊本の後
こう

印
いん

本
ぼん

（年記・住所削除）から、さらに刊記
を埋

うめ

木
ぎ

して改めた後刷り本。林家は幕府の刊行物を手がけた御
ご

書
しょ

物
もつ

所
どころ

で、明
めい

暦
れき

3年〈1657〉に出
いず

雲
も

寺
じ

和
いずみの

泉掾
じょう

の官名を名乗り元禄期からは江戸日本橋にも出店した。万治3年本は判型を小型化
した最初の版本で、全49図の挿絵は嵯

さ

峨
が

本
ぼん

を模するが、人物の位置や向きに改変が見られ、特
に第125段では独自の構図を有する。（岡田貴憲）

京都嵯峨の豪商・角
すみの

倉
くら

素
そ

庵
あん

（1571〜1632）が本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

（1558〜1637）らの協力の下、豪華な
雲母刷り表紙や色替わり料紙を用いて光悦流書風の木活字で印刷した古活字本。嵯峨本は『伊
勢物語』版本の先駆けとして後の模範となったが、中でも当該本は第一種本と呼ばれる初刊本
に属する。整版による全49図の挿絵は室町期絵本・絵巻の影響下にあり、巻末の刊

かん

語
ご

には公
卿・中

なかの

院
いん

通
みち

勝
かつ

（1556〜1610）の署名・花押がある。（岡田貴憲）

川上 9

川上 7

川上 8

川上 6
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「
見
る
め
こ
そ
う
ち
ふ
り
ぬ
ら
め
年
へ
に
し

伊
勢
を
の
海あ

人ま

の
名
を
や
沈
め
む
」―
―

『
源
氏
物
語
』絵え

合あ
わ
せ

巻
に
描
か
れ
る
物
語

絵
合
わ
せ
の
場
で
、藤ふ

じ

壺つ
ぼ

中ち
ゅ
う

宮ぐ
う

は
右み

ぎ

方か
た

の

『
正し

ょ
う

三ざ
ん

位み

』な
る
流
行
物
語
に
一
定
の
評
価

を
与
え
つ
つ
も
、古
び
て
も
な
お
衰
え
な
い

名
声
を
重
ん
じ
て
左ひ

だ
り

方か
た

の『
伊
勢
物
語
』に

軍
配
を
上
げ
た
。平
安
中
期
に
す
で
に
古

典
化
し
て
い
た『
伊
勢
物
語
』は
、作
者
も

成
立
事
情
も
不
明
な
が
ら
早
く
よ
り
名
作

の
誉ほ

ま

れ
高
く
、王
朝
の
貴
族
達
を
魅
了
し

主要章段を含む計45段分の場面について、おおむね前半段を右隻、後半段を左隻に配した絵
屏風。各場面は嵯峨本の備える挿絵全49図の範疇に収まり、図様も嵯

さ

峨
が

本
ぼん

を模するが、一部に
独自の絵柄を盛り込む。つとに斎宮歴史資料館蔵やThe Cleveland Museum of Art蔵の伊勢物
語図屏風との作風の近さが指摘され、いずれも宗

そう

達
たつ

派の画風を持たない点で同時代作品から際
立つが、中でも本作は嵯

さ

峨
が

本
ぼん

に最も忠実である点を特色とする。（岡田貴憲）

『伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』 江戸前期写　屏風　6曲1双

『
伊
勢
物
語
』享
受
史
と
鉄
心
斎
文
庫

小
論
文

岡
田 

貴
憲

国
文
学
研
究
資
料
館

 　

助
教

O
ka

d
a

 Ta
ka

n
o

ri

川上 10：左

川上 10：右
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て
き
た
と
み
ら
れ
る
。

当
初
は
在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら（

八
二
五
～
八
八
〇
）の
伝
説
的
生
涯
の

実
記
と
し
て
娯
楽
的
に
読
ま
れ
た
で
あ
ろ
う『
伊
勢
物
語
』

は
、や
が
て
歌か

学が
く

の
隆り

ゅ
う

盛せ
い

と
と
も
に
そ
の
性
質
を
変
え
、和
歌

の
教
養
書
と
し
て
敬
意
を
集
め
て
い
っ
た
。平
安
末
期
の
歌

人
で
あ
る
藤ふ

じ

原わ
ら
の

清き
よ

輔す
け（

一一
〇
四
～
一一
七
七
）の『
袋ふ

く
ろ

草ぞ
う

紙し

』、

そ
し
て
藤ふ

じ

原わ
ら
の

定さ
だ

家い
え（

一一
六
二
～
一
二
四
一
）の『
詠え

い

歌が
の

大た
い

概が
い

』

は
、い
ず
れ
も『
伊
勢
物
語
』を
歌
集
の
列
に
入
れ
、実
際
に

物
語
和
歌
を
撰せ

ん

集じ
ゅ
う

対
象
と
し
な
い
勅ち

ょ
く

撰せ
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

に
も『
伊
勢

物
語
』か
ら
は
入に

っ

集し
ゅ
う

し
て
い
る
。そ
う
し
た
地
位
の
変
化
を
裏

付
け
る
よ
う
に
、定
家
は『
伊
勢
物
語
』の
証し

ょ
う

本ほ
ん（

根
拠
と
す

べ
き
本
）作
り
に
腐ふ

心し
ん

し
、当
時
本
文
や
章
段
数
に
様
々
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
た『
伊
勢
物
語
』の
写
本
を
収
集

比
較
し
て
、い
く
つ
も
の
校こ

う

訂て
い

本ぼ
ん

を
作
成
し
た
。そ
れ
ら
の
定て

い

家か

本ぼ
ん

は
、全
一
二
五
段
か
ら
な
る『
伊
勢
物
語
』の
基
本
形
と

し
て
以
後
の
規
範
と
な
り
、今
日
で
も
定
家
晩
年
の
書
写
に

考
証
学
に
徹
す
る「
新し

ん

注ち
ゅ
う

」の
時
代
を
も
た
ら
さ
れ
る
一
方
、

出
版
文
化
の
開
花
に
伴
い
か
つ
て
な
い
大
衆
化
の
道
を
歩

む
。と
り
わ
け
版
本
の
嚆こ

う

矢し

で
あ
る
嵯さ

峨が

本ぼ
ん

が
、室
町
期
の

絵
巻
を
模
範
と
し
た
挿
絵
入
り
で
刊
行
さ
れ
好
評
を
博
し

た
こ
と
で
、そ
の
影
響
下
に
多
様
な
整せ

い

版は
ん

本ぼ
ん

が
作
ら
れ
、『
伊

勢
物
語
』は
市し

井せ
い

の
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。『
仁に

勢せ

物
語
』な
ど
の
パ
ロ
デ
ィ
を
通
し
て
巷こ

う

間か
ん

を
楽
し
ま
せ
る
と
同

時
に
、『
伊
勢
物
語
』は
画
題
の
定
番
と
も
な
り
、浮
世
絵
の

祖
と
い
わ
れ
る
菱ひ

し

川か
わ

師も
ろ

宣の
ぶ（

一
六
一
八
～
一
六
九
四
）や
、琳り

ん

派ぱ

の
大
成
者
で
あ
る
尾お

形が
た

光こ
う

琳り
ん（

一
六
五
八
～一
七
一
六
）ら
今

日
も
著
名
な
絵
師
達
が
、作
中
の
名
場
面
や
業
平
の
姿
を
こ

ぞ
っ
て
筆
に
と
ら
え
、屏
風
絵
か
ら
か
る
た
絵
ま
で
大
小
に
描

き
分
け
た
。

時
代
を
超
え
て
触
れ
る
者
を
蠱こ

惑わ
く

し
て
き
た『
伊
勢
物

語
』。当
館
の
所
蔵
す
る
鉄て

っ

心し
ん

斎さ
い

文ぶ
ん

庫こ

も
ま
た
、そ
の
魅
力

に
囚と

ら

わ
れ
た
収
集
家
に
よ
る
稀き

代だ
い

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

か
か
る「
天て

ん
福ぷ

く
本ぼ

ん
」が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

歌
学
に
お
け
る
尊
重
と
と
も
に
、鎌
倉
期
以
降
に
は『
伊

勢
物
語
』の
学
問
化
も
進
ん
だ
。『
和わ

歌か

知ち

顕け
ん

集し
ゅ
う

』を
初
め
と

す
る
初
期
の「
古こ

注ち
ゅ
う

」は
、作
中
人
物
や
出
来
事
の
史
実
へ
の

比ひ

定て
い

か
ら
始
ま
っ
た
が
、室
町
期
に
は
一い

ち

条じ
ょ
う

兼か
ね

良よ
し（

一
四
〇
二

～一
四
八
一
）が『
伊
勢
物
語
愚ぐ

見け
ん

抄し
ょ
う

』を
著あ

ら
わし

、そ
う
し
た

牽け
ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

を
排
し
合
理
的
注
釈
を
旨む

ね

と
す
る「
旧き

ゅ
う

注ち
ゅ
う」の

時
代
が
開
か
れ
た
。同
時
代
に
お
け
る
連れ

ん

歌が

の
発
展
と
相あ

い

俟ま

っ
て
、宗そ

う

祇ぎ（
一
四
二
一
～
一
五
〇
二
）や
肖し

ょ
う

柏は
く（

一
四
四
三
～

一
五
二
七
）な
ど
の
連
歌
師
が『
伊
勢
物
語
』講
釈
を
行
い
、

そ
の
聞き

き

書が
き

か
ら
多
く
の
注
釈
書
が
記
さ
れ
た
ほ
か
、彼
ら
に

よ
る
古こ

今き
ん

伝で
ん

授じ
ゅ

の
流
れ
を
汲く

む
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か（

一
四
五
五
～

一
五
三
七
）や
細ほ

そ

川か
わ

幽ゆ
う

斎さ
い（

一
五
三
四
～一
六
一
〇
）の
手
で
、

戦
国
の
乱ら

ん
世せ

に
も
学
問
の
系
譜
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
。

や
が
て
江
戸
期
を
迎
え
た『
伊
勢
物
語
』は
、契け

い

沖ち
ゅ
う

（
一
六
四
〇
～
一
七
〇
一
）の『
勢せ

い

語ご

臆お
く

断だ
ん

』に
よ
っ
て
厳
密
な

る
。株
式
会
社
三さ

ん

和わ

テ
ッ
キ
の
社
長
を
務
め
た
芦あ

し

澤ざ
わ

新し
ん

二じ

氏

（
一
九
二
四
～一
九
八
九
）は
、旧
制
中
学
時
代
に「
東
下
り
」

に
感か

ん

銘め
い

を
受
け
、ま
た
大
学
で
出
会
っ
た
夫
人
・
美み

佐さ

子こ

氏

（
一
九
二
八
～
二
〇
一
九
）と
の
結
婚
に
前
後
し
て
、古
書
店

の
店
頭
で
由
緒
あ
る
写
本
を
入
手
し
た
こ
と
で
、『
伊
勢
物

語
』の
収
集
に
傾け

い

倒と
う

し
て
い
っ
た
。現
存
最
古
級
の
写
本
か
ら

江
戸
期
の
か
る
た
に
至
る
ま
で
、夫
妻
が「
子
供
の
よ
う
な
も

の
」（
新
二
氏
の
言
）と
慈い

つ
くし

み
、新
二
氏
没
後
も
美
佐
子
氏

が
育
み
続
け
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、前
述
の
享
受
史
を
包
み
込

む
ほ
ど
膨
大
と
な
る
。「
二
人
し
て
集
め
こ
し
伊
勢
物
語
一
千

余
点
の
思
ひ
は
ふ
か
し
」（
美
佐
子
氏
の
詠
）―
―
夫
妻
の
思

い
を
乗
せ
て
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
鉄
心
斎
文
庫
は
、今
後
も

『
伊
勢
物
語
』の
不ふ

朽き
ゅ
う

の
名
を
伝
え
て
い
く
。
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の
創
設
か
ら
そ
れ
ほ
ど
経
っ
て
い
な
い
頃
に
助
手
と
し
て
お
世
話
に

な
り
、平
成
二
十
年
に
戻
っ
て
き
た
い
わ
ば
出
戻
り
の
私
に
と
っ
て

は
、両
方
と
も
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
が
、さ
て
、こ
れ
ら
の
成
果
を

ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
次
の
大
問
題
と
な
っ
て
く
る
。大
学
共
同

利
用
機
関
と
し
て
の
研
究
者
の
利
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、膨
大

な
資
料
を
広
く
社
会
に
役
立
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。文
化
庁
の

委
託
事
業
と
し
て
舞
い
込
ん
だ
こ
の
事
業
は
、国
文
研
の
リ
ソ
ー
ス

を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
方
法
を
実
験
的
に
執
り
行
う
一
つ
の
試
金

石
と
な
っ
た
。

＊　
　
　
　
　
＊

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」と
聞
い
て
、何
を
や
る
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、芸
術
家
・
作
家
に
国
文
研
に
来
て
も
ら
い
、

研
究
資
源
を
使
っ
て
創
作
を
し
て
も
ら
う
の
だ
と
聞
い
て
腑
に
落
ち

た
。そ
の
ガ
イ
ド
役
に
古
典
イ
ン
タ
プ
リ
タ
と
い
う
、芸
術
家
と
研
究

者
の
橋
渡
し
役
を
置
く
の
も
よ
い
考
え
だ
と
思
っ
た
。初
代
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
、小
説
作
家
の
川
上
弘
美
さ
ん
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家

の
山
村
浩
二
さ
ん
、劇
作
家
で
演
出
家
の
長
塚
圭
史
さ
ん
の
三
人
。

館
長
の
肝
煎
り
で
人
選
し
た
だ
け
あ
っ
て
ど
な
た
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
。川
上
さ
ん
の
柔
ら
か
く
て
必
要
な
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
柔
軟
性
、山
村
さ
ん
の
目
標
を
定
め
る
と
一
つ
の

こ
と
に
集
中
す
る
真
摯
な
姿
勢
、長
塚
さ
ん
の
舞
台
芸
術
家
に
特
有

な
軽
妙
で
洒
脱
な
面
白
さ
。ど
な
た
も
毎
回
お
会
い
す
る
の
が
楽
し

み
だ
っ
た
。三
人
と
も
芸
術
家
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、人
と
し
て
魅
力

的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　
＊　
　
　
　
　
＊

事
業
が
軌
道
に
の
っ
て
か
ら
は
、副
館
長
と
い
う
用
務
を
こ
な
し

な
が
ら
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
併
走
し
て
き
た
の
で
、も
ど
か
し
い

く
ら
い
中
途
半
端
な
付
き
合
い
と
な
り
、退
官
し
て
か
ら
は
ま
っ
た

く
の
傍
観
者
と
な
っ
た
。国
文
研
を
離
れ
て
か
ら
二
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、こ
の
試
み
が
ど
の
よ
う
に
結
実
し
た
の
か
。今
は
そ
れ

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
」の「
ラ

ボ
」は
研
究
室
・
実
験
室
の
意
味
を
持
つ
。そ
の
内
容
が
試
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
ラ
ボ
に
し
よ
う
と
思
う
ん
で
す
が
」。キ
ャ
ン
ベ

ル
館
長
は
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
示
し
な
が
ら
言
わ
れ
た
。

「
な
い
じ
ぇ
る
」は
国
文
学
研
究
資
料
館（
以
下
、国
文
研
）の
英
名
の

略
称
と
な
っ
て
い
る「N

IJL

」か
ら
と
っ
た
も
の
だ
が
、「
ナ
イ
ジ
ェ
ル
」

と
片
仮
名
で
は
な
く
平
仮
名
表
記
す
る
と
こ
ろ
が
絶
妙
な
セ
ン
ス
だ

と
お
そ
れ
入
っ
た
。日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
平
仮
名
で
表
記
す
る
と
こ

ろ
が
、古
典
籍
資
料
を
現
代
に
新
し
く
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
代
の
作
家
と
古
典
文
学
の
研
究
者
が
協

力
し
て
行
う
の
で
、そ
れ
に
共
創
と
い
う
言
葉
を
入
れ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
」。こ
れ
は
私
の
提
案
。そ
し
て「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創  

ラ
ボ
」と
な
っ
た
。こ
の
事
業
で
私
が
果
た
し
た
こ
と
は
こ
の
く
ら
い

で
あ
る
。

＊

国
文
研
が
設
立
し
て
そ
ろ
そ
ろ
半
世
紀
を
迎
え
る
。文
献
調
査
数

は
約
四
十
万
点
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る
収
集
資
料
数
も
約

二
十
万
点
に
お
よ
ん
で
い
る
。昭
和
五
十
五
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で

プロジェクト立ち上げのころ

小 林  健 二

小 林  健 二  Kobayashi Kenj i

東京都生まれ。國學院大學大学院修士課程修了。大阪大学より学位（文学）を取得。1980年国文学研究資料
館助手。1984年大谷女子大学専任講師、その後、同助教授、教授を経て、2008年に国文学研究資料館教
授。2018年同退職、同名誉教授。研究専門領域は日本室町期文芸。主著書『中世劇文学の研究―能と幸若
舞曲』（2000年、三弥井書店）、『描かれた能楽―芸能と絵画が織りなす文化史』（2019年、吉川弘文館）。
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名古屋市生まれ。東京造形大学卒業。ヤマムラアニメーション有限会社代表取締役、東京藝術大学教授、 米国アカデミー賞
（映画芸術科学アカデミー）会員。代表作『頭山』は、アカデミー賞短編アニメーション部門正式ノミネート、『カフカ 田舎医者』
とあわせ、 世界5大アニメーションフェスティバルすべてでグランプリを獲得。ほかにも国内外の映画祭で上映、受賞多数。他に

『パクシ』『バベルの本』『古事記 日向編』『年をとった鰐』 『マイブリッジの糸』など。これまでの活動に対し、川喜多賞、芸術
選奨文部科学大臣賞など受賞。「おやおや、おやさい」「ぱれーど」など絵本作家としても活躍。2019年、紫綬褒章受章。

AIR就任期間　2017年10月～2020年3月

山村浩二  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/yamamura/index.html

山
村 
浩
二

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家

Y
a

m
a

m
u
ra

 K
o

ji

「
か
つ
て
の〝
夢
の
格
〟を

　
　
　
　

取
り
戻
し
た
い
」。 

古
代
日
本
に
お
い
て
、〝
夢
〟と
は
、

愛
し
い
人
と
心
通
わ
す
こ
と
が
で
き

る
世
界
、異
世
界
と
通
じ
る
こ
と
が

で
き
る
世
界
で
あ
り
、人
と
共
有
で

き
る
も
の
だ
っ
た
。

秋あ
き

成な
り

の
「
夢む

応お
う

の
鯉り

魚ぎ
ょ

」
に
触
れ
て

夢
の
世
界
を
旅
し
、蕙け

い

斎さ
い

の
筆
を
と

お
し
て
自
然
の
世
界
に
遊
ん
だ
山

村
浩
二
が
生
ん
だ
幻
想
世
界
、「
ゆ

め
み
の
え
」と
は
―
―
。
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ケ
イ
サ
イ
は
日
頃
か
ら
生
き
物
を
よ
く
見
て
は
、と
て
も
見
事
な
絵
を
描
く
絵
師
だ
っ
た
。あ
る
日
鯉
を
描
い
て
い
る
と
、眠
っ
て
し
ま
う
。

夢
の
中
で
鯉
に
な
っ
た
ケ
イ
サ
イ
は
、楽
し
く
泳
い
で
い
た
の
だ
が
、釣
り
人
に
釣
ら
れ
て
お
城
に
運
ば
れ
て
し
ま
う
…
。

短編アニメーション  山村浩二「ゆめみのえ  Dreams Into Drawing」（2019年）

短編アニメーション（10分10秒）　脚本、編集、監督：山村浩二　語り部：長塚圭史　英語語り部、英語翻訳：ロバート キャンベル   
音楽：シジジーズ　サウンドデザイン：笠松広司　動画：山村浩二、矢野ほなみ　デジタルワーク：山村浩二、Sanae

最優秀国際アニメーション短編映画賞（第1回アニメーション祝賀祭、アメリカ、ウィスコンシン、2020.10）、最優秀アニメーション
賞（第15回札幌国際短編映画祭、日本、札幌、2020.10）、最優秀短編アニメーション映画賞（1 〜 10分）（第11回ソフィア国際アニ
メーション映画祭 - ゴールデン・クケリ・ソフィア、ブルガリア、2020.09）等受賞多数。

日
本
の
古
代
に
お
け
る
夢
の

表
象
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
山

村
さ
ん
は
、研
究
者
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、古
典
籍
の
中

で
夢
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
の
か
を
探
り
始
め
ま
し
た
。

た
と
え
ば
和
歌
の
世
界
で
、誰

か
を
夢
に
見
る
と
い
う
こ
と
は
、

相
手
が
自
分
の
こ
と
を
想
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
の
だ
と
い
う
こ

と
、江
戸
時
代
の
絵
画
に
見
ら
れ

る
吹
き
出
し
の
よ
う
な
線
は
、現

実
世
界
と
夢
の
世
界
の
境
界
を

古
典
籍
の
夢
を
ひ
も
と
く

山村浩二
「ゆめみのえ」
絵コンテ
映像のイメージを
具現化するための
設計図にあたる。
鷹になり空を飛ぶ
ケイサイと、鯉か
ら抜け出したケイ
サイ。

山村 5 山村 3

ポスター
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表
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
…

現
代
と
は
違
う
、夢
の
世
界
の
捉

え
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
ゆ

き
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
関
心
の
在あ

り
処か

は
、

江
戸
時
代
の
絵
師
・
鍬く

わ
が
た
け
い
さ
い

形
蕙
斎

（
一
七
六
四
〜一
八
二
四
）の
画
業
。

対
象
を
よ
く
観
察
し
、洗
練
さ

れ
た
タ
ッ
チ
で
生
き
生
き
と
描

き
だ
す
蕙
斎
の
画
力
に
惹
か
れ
、

蕙
斎
筆
の
絵
手
本『
略り

ゃ
く

画が

式し
き

』シ

リ
ー
ズ（
一
七
七
五
〜一
八
二
三
年

刊
、（
43
〜
46
頁
））の
模
写
を
続

け
ま
し
た
。

そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、蕙
斎

を
、彼
と
同
時
代
に
生
き
た
上う

え

田だ

秋あ
き

成な
り

が
著
し
た『
雨う

月げ
つ

物も
の

語が
た
り』

の
一
編
「
夢む

応お
う

の
鯉り

魚ぎ
ょ

」（
42
頁
）

の
主
人
公
に
見
立
て
、『
鳥

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
り
ゃ
く

獣
略

画が

式し
き

』（
一
七
九
七
年
刊
）と『
人じ

ん

物ぶ
つ

略り
ゃ
く

画が

式し
き

』（
一
七
九
九
年
刊
）を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
「
ゆ
め
み
の
え
」（
36
〜

39
頁
）で
す
。

山
村
さ
ん
の
創
作
は
、二
〇
〇

年
程
前
に
活
躍
し
た
蕙
斎
た
ち

や
、古
典
籍
に
描
か
れ
た
動
物
・

人
物
と
対
話
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
営
為
で
す
。そ
れ
は
夢
の
中

で
の
対
話
と
も
似
て
、私
た
ち
を

深
い
精
神
世
界
へ
と
誘い

ざ
なっ

て
く
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

山村浩二
「ゆめみのえ」
スチール
鷹の夢を見る蕙斎
と、蕙斎が鷹にな
り見渡した江戸の
風景。

山村浩二
「ゆめみのえ」
絵本

『こどものとも』
（2021年２月号

福音館書店）
アニメーション「ゆ
めみのえ」と並行し
て作られた絵本。

山村浩二「ゆめみのえ」スケッチ
アニメーションやデザインの概要にあた
る。『魚貝譜』と『鳥獣略画式』から。

山村 8

山村 6山村 7

30秒間のアニメーションをつくるための
原画の束は、約360枚に及ぶ。動きに
よっては、その倍の分量を描くことも。
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約
二
年
を
か
け
て
、古
典
籍
に
見
る

夢
の
表
象
や
、蕙
斎
の
幅
広
い
画
業
に

つ
い
て
、専
門
家
と
共
に
理
解
を
深
め

た
り
、蕙
斎
の
墓
前（
東
京
都
中
野

区
）に
手
を
合
わ
せ
、生
前
の
蕙
斎
に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
り
し
た
山
村

さ
ん
。ア
ト
リ
エ
に
て
何
度
も
調
整
を

重
ね
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
、音
声
や

音
楽
が
重
な
り
、短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
ゆ
め
み
の
え
」が
完
成
。二
〇
一
九
年

八
月
二
十
三
日
、東
京
都
渋
谷
区
ユ
ー

ロ
ラ
イ
ブ
に
て
、「
山
村
浩
二
新
作
短

編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン「
ゆ
め
み
の
え
」完

成
披
露
試
写
会
」を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

短編アニメーション 「ゆめみのえ」予告編 動画
日本語版　
https://vimeo.com/ondemand/yumeminoe

英語版　
https://vimeo.com/ondemand/dreamsintodrawing

完成披露試写会の動画
https://www.youtube.com/watch?v=FAFE3LMv2AA&feature=youtu.be

古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#yamamura

❶「ゆめみのえ」完成披露試写会の様子。 　❷江戸時代に出版された絵本やその板木を観察。
❸鍬形惠斎の墓前に手を合わせる。 　❹アトリエにて。『略画式』シリーズとほぼ同じ大きさで原画を描いたという。
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『雨
う

月
げつ

物
もの

語
がたり

』『鳥
ちょう

獣
じゅう

略
りゃく

画
が

式
しき

』

『江
え

都
ど

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

』

上
うえ

田
だ

秋
あき

成
なり

作・桂
かつら

宗
むね

信
のぶ

画
安永５年〈1776〉刊　
半紙本　５巻５冊

鍬形蕙斎画　
寛政９年〈1797〉刊　
大本　１冊

鍬形蕙斎画　天明５年〈1785〉刊　１巻

九つの話を収める短編奇談集。内容、語彙などにおいて、中国の白話小説や日本の古典作品な
どからの影響が色濃い。怪異的、幻想的な話が多く、たとえば「夢

む

応
おう

の鯉
り

魚
ぎょ

」は、平安時代の
僧・興

こう

義
ぎ

が熱病にうかされ、夢で鯉となるが、そこで目にした光景や釣られそうになるところまで
ことごとく現実と符合するという話。中国の話を原拠としつつ、画に秀でた実在の僧を主人公に
据えるなど、独自の工夫が施されている。（木越俊介）

寛政７年刊『略画式』にはじまる、蕙斎の略画シリーズの一つ。犬、猫、牛、とんぼなど身近な生
き物から、虎、象、鯨、はては龍、獅子に至るまで多くの鳥獣虫魚を描く。色刷りで複数のアング
ルから描かれている点に特色があり、ユーモラスなポーズも含まれる。形は略されながらも、たし
かな筆遣いが生き物たちの動きを鋭く捉え、躍動感を生み出している。（木越俊介）

蕙斎の画業の中でもごく早い時期の作。江戸府下の五十の名所を発句とともに掲出する。藍が
多く用いられ、ところどころに入る朱とのコントラストが鮮やかである。上野、両国橋、日本橋、
隅田川などは他の名所に比して大きくとりあげられている。上部に空白があるのは、詩歌が書き
入れられることを想定されてのものか。蕙斎には後年、「江

え

戸
ど

一
ひと

目
め

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」「隅田川図屛風」など
の逸品がある。（木越俊介）

古 典 籍 解 説
山村 9山村 11

山村 10山村 16

『人物略画式』
鍬形蕙斎画　
寛政11年〈1799〉刊　
大本　１冊

和漢の故事や源氏物語五十四帖をはじめ、雅俗にわたる人々の姿をにぎやかに描く。既成の画
題に基づく絵は略画により新たな魅力が提示される一方、市井に材を得たと思われるスケッチの
ような絵は、人物同士が語り合い絡み合うなど興味が尽きない。さらに、群衆図とも呼べる一群
の絵も楽しい。一書を通して、音が聞こえてくるような独特の世界が展開する。（木越俊介）
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『魚貝譜』板木

『魚貝譜』の板木。厳密にいえば、当初『竜
たつ

の宮
みや

津
つ

子
こ

』として彫られた板木が、数度の改題を経、
上部の発句などが削られたもの。実践女子大学図書館蔵の板木群とツレの関係にあたる。板面
は印刷面と反転する。なお、『魚貝譜』のような袋綴の製本は、紙の片面のみに印刷し、その印
刷面を二つ折りにしたものを一丁として、折り目と反対側を袋状に綴じていく（66頁【長塚27】
参照）。写真の板木は、本来二丁分にあたる２枚の板木それぞれの中央を裁断した断片のうち、

【山村12】の見開き図と対応させた一組として伝わったものである。（木越俊介）

山村 12

山村 13

『魚
ぎょかいふ

貝譜』
鍬形蕙斎画　
享和２年〈1802〉以降刊　
大本　１冊

享和２年刊『竜
たつ

の宮
みや

津
つ

子
こ

』にあった発句の作者名や発句のみで絵のない末尾の丁が省かれ、絵
本としての性格を強めた改題本。さらに発句全てが削去された後、『魚貝略画式』と改題され
る。宝暦12年〈1762〉刊『海の幸』（勝

かつ

間
ま

竜
りゅう

水
すい

画）の流れを汲む彩色摺の絵入俳書の系譜に位置
づけられ、魚貝類を色刷りで大きく美しく描く。（木越俊介）

『魚貝譜』板木
（実践女子大学蔵）

『魚貝譜』は享和2年（1802）
に絵入俳書『竜の宮津子』と
して須原屋市兵衛から刊行
された。その後、末尾の発句
を削除して『魚貝譜』と改題
し、さらに本文中の発句を全
て削除して『魚貝譜』の名で
刊行した改竄本がある。その
後『魚貝略画式』と改題し、
一連の「略画式」ものとして
販売しようとした。文化10年

（1813）6月に大坂の福定藤
兵衛に板木が渡った。福定
藤兵衛の名を削った後摺本
もある。板木は各地に分蔵さ
れ、改竄の後を辿ることがで
きる。ユゲット・ベレス旧蔵。

（佐藤悟）

山村 17

山村 18

山村 19
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皆
さ
ん
は
、夢
を
描
け
と
言
わ
れ
た
ら
ど

の
よ
う
な
絵
を
描
き
ま
す
か
。

　

以
前
、大
学
で
の
講
義
の
折
、学
生
た
ち

に
そ
う
い
う
課
題
を
出
し
て
、リ
ア
ク
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
に
描
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
。得
ら
れ
た
回
答
は
大
き
く
分
け
て
三

パ
タ
ー
ン
。最
も
多
か
っ
た
の
は
、小
さ
な

○
が
い
く
つ
か
連
な
っ
て
、そ
の
先
に
大
き

な
○
が
あ
る
バ
ブ
ル
型
の
吹
き
出
し
の
中

に
夢
を
描
く
も
の
。次
は
輪
郭
が
雲
か
煙

の
よ
う
に
も
こ
も
こ
し
た
吹
き
出
し
の
中

に
描
い
た
も
の
だ
っ
た
。後
者
を
雲う

ん

煙え
ん

型が
た

と

呼
び
た
い
。雲
煙
型
が
次
点
と
言
っ
て
も
、

夢
を
描
く 

—
—

古
典
に
お
け
る
夢
に
つ
い
て—

—

小
論
文

入
口 

敦
志

国
文
学
研
究
資
料
館

 　

教
授

Irig
u
c
h
i A

tsu
sh

i

『人物略画式』板木
（実践女子大学蔵）

『人物略画式』は寛政11年（1799）10月
に須原屋市兵衛から刊行された多色
摺絵本。享保6年（1721）刊林守篤『画
筌』など先行する狩野派の人物絵本の
影響を強く受け、自ら描いた寛政6年
刊『諸職絵鏡』や寛政7年刊『略画式』
と重複する人物も描かれる。精巧な異
版がある。板木は明治期にフランスに
渡り、フランスでも試し摺がおこなわれ
た。ユゲット・ベレス旧蔵。板木は他に
メトロポリタン美術館などに分蔵され
る。（佐藤悟）

山村 14

山村 15



I r iguchi Atsushi I r iguchi Atsushi

49 48

バ
ブ
ル
型
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
ら
い
の
数
で
あ
る
。ど
ち
ら

も
、マ
ン
ガ
で
多
用
さ
れ
る
が
、夢
だ
け
で
は
な
く
、空
想
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、そ
の
人
物
の
頭
の
中
に
だ
け
あ
っ
て
他
人
に

は
見
え
な
い
こ
と
が
ら
を
描
く
時
に
使
わ
れ
て
い
る
。一
番
少

な
か
っ
た
の
は
、全
く
枠
な
し
に
夢
の
内
容
を
描
く
も
の
で
、

六
十
枚
ほ
ど
の
回
答
の
中
に
、三
枚
か
四
枚
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。枠
が
な
い
の
で
、こ
れ
を
無む

枠わ
く

型が
た

と
し
て
お
こ
う
。

　

少
な
い
な
が
ら
も
無
枠
型
が
あ
る
こ
と
に
、す
こ
し
驚
い

た
。古
代
か
ら
中
世
、室
町
時
代
の
末
ま
で
、こ
の
無
枠
型
が

夢
の
描
き
方
だ
っ
た
の
だ
が
、江
戸
時
代
に
入
っ
て
吹
き
出
し

型
に
転
換
し
、現
代
に
至
っ
て
い
る
。無
枠
型
を
描
い
た
学
生

が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、絶
え
て

し
ま
っ
た
と
考
え
て
い
た
古
代
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に

驚
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
で
は
、夢
の
描
き
方
の
変
遷
に
つ
い
て
、時
代
を
追
っ
て
見

て
み
よ
う
。

　

夢
の
描
き
方
を
見
る
た
め
の
格
好
の
題
材
が
あ
る
。そ
れ

と
さ
れ
る「
新し

ん

刊か
ん

全ぜ
ん

相そ
う

平へ
い

話わ

」五
種
で
あ
る
。「
新
刊
全
相
平

話
」と
は『
新
刊
全
相
平
話
武ぶ

王お
う

伐ば
っ

紂ち
ゅ
う

書し
ょ

』な
ど
挿
絵
入
り

の
小
説
五
種
の
総
称
で
、五
種
の
内
四
種
に
吹
き
出
し
型
の

夢
が
描
か
れ
る
。以
後
、中
国
の
挿
絵
入
り
の
版
本
で
は
、こ

の
吹
き
出
し
型
の
夢
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
し
て
、

夢
を
吹
き
出
し
型
に
描
く
こ
と
の
普
及
に
伴
っ
て
、も
と
も
と

無
枠
型
で
あ
っ
た
託
胎
の
場
面
も
吹
き
出
し
が
付
さ
れ
る
よ

う
に
変
化
す
る
。明
代
、成
化
二
十
二
年（一
四
八
六
）に
刊
行

さ
れ
た『
釈し

ゃ
く

氏し

源げ
ん

流り
ゅ
う

』中
の
託
胎
図
は
吹
き
出
し
型
で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
、早
い
例
で
は『
釈し

ゃ

迦か

堂ど
う

縁え
ん

起ぎ

』（一
五
一
五
年
頃
）の
吹
き
出
し
型
の
託
胎
図
に
影
響
を
与

え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、そ
の
吹
き
出
し
の
描
き
方
が
中
国
と
日

本
と
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。中
国
で
は
実
線
の
曲
線

一
本
で
夢
と
現
実
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
い
る
が
、日
本
で

は
、実
線
で
は
な
く
雲
か
霞
の
よ
う
な
も
の
の
上
に
夢
の
内

容
が
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、夢
と
現
実
と
の
境

界
が
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。雲
煙
型
と
い
う
独
自
の
表

は
、釈し

ゃ

迦か

八は
っ

相そ
う

の
一つ「
託た

く

胎た
い

」の
場
面
で
あ
る
。釈
迦
の
生
母

で
あ
る
摩ま

耶や

夫ぶ

人に
ん

が
、白
象
が
右
脇
か
ら
胎
内
に
入
る
夢
を

見
て
、釈
迦
を
身
ご
も
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、古
代
か

ら
図
像
化
さ
れ
て
き
た
。二
〜
三
世
紀
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
石

彫
、五
世
紀
北
魏
の
石
仏
の
線
刻
、敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
唐

代
の
仏
伝
幡ば

ん（
仏
前
を
飾
る
た
め
の
旗
）な
ど
に
仏
伝
図
が
あ

り
、仏
教
の
伝
来
に
伴
っ
て
、「
託
胎
」の
図
像
も
イ
ン
ド
か
ら

中
国
へ
と
伝
わ
っ
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
れ
ら
の
夢
の
図

像
は
、す
べ
て
無
枠
型
で
あ
る
。日
本
に
も
鎌
倉
時
代
以
降
の

仏
伝
図
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、基
本
は
無
枠
型
で
あ
っ

た
。「
託
胎
」を
離
れ
て
み
て
も
、鎌
倉
時
代
末
期
、十
四
世

紀
前
半
の『
石い

し

山や
ま

寺で
ら

縁え
ん

起ぎ

』中
に
夢
の
場
面
が
あ
る
が
、こ
れ

ら
も
無
枠
型
で
描
か
れ
る
。古
代
に
お
い
て
、現
実
と
夢
と
の

境
界
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

　
で
は
、い
つ
か
ら
夢
と
現
実
を
隔
て
る
よ
う
な
描
き
方
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。私
が
確
認
し
う
る
最
も
古
い
例

は
、中
国
元
の
至
治
年
間（
一
三
二
一
〜
二
三
）に
刊
行
さ
れ
た

現
に
変
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、江
戸
時
代
に
入
っ
て
徐
々
に
吹
き
出

し
型
の
夢
が
定
着
し
て
い
く
。黄
表
紙『
金
々
先
生
栄
花
夢
』

（
96
頁
）、主
人
公
が
粟
餅
屋
の
店
先
で
夢
見
て
い
る
図
を

よ
く
観
察
し
て
み
て
欲
し
い
。曲
線
の
吹
き
出
し
型
で
描
か

れ
て
い
る
が
、そ
の
線
は
、一
本
で
は
な
く
、何
本
か
の
線
で
な

ぞ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。こ
れ
も
雲
か
煙
の
よ

う
に
、つ
ま
り
雲
煙
型
に
見
え
る
の
だ
。こ
の
よ
う
な
例
は
他

に
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
国
か
ら
来
た
吹
き
出
し
型
の
夢
の
描
き
方
を
模
倣
し
な

が
ら
も
、日
本
人
は
ど
こ
か
違
和
を
感
じ
、夢
と
現
実
と
を

は
っ
き
り
区
別
し
な
い
よ
う
な
、雲
煙
型
の
吹
き
出
し
に
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
描
き
方
が
、現
代
の
雲
煙
型
、

さ
ら
に
は
先
祖
返
り
し
た
か
の
よ
う
な
無
枠
型
に
現
れ
て
い

る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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現
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

そ
れ
が「
写
し
」を
し
た
現
代
の
作
家
に
与
え
ら
れ
る
利
益
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、先
人
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
と
感
じ
ら
れ
る
作

品
と
な
っ
た
時
、初
め
て
価
値
あ
る「
写
し
」と
な
る
の
だ
と
思
う
。作

品
は
先
人
と
つ
な
が
る
こ
と
で
力
を
得
、同
時
に
先
人
が
生
み
出
し

た
功
績
の
そ
の
先
に
存
在
す
る
作
品
に
よ
っ
て
、先
人
が
想
像
し
得

な
か
っ
た
よ
う
な
更
な
る
未
来
へ
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
ち
始
め
る

だ
ろ
う
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
、単
純
な「
コ
ピ
ー
」の
膨
大
な
積
み
重

ね
が
、私
に
と
っ
て
は
価
値
あ
る「
写
し
」へ
の
第
一
歩
に
な
っ
た
と
信

じ
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
特
別
展「
祈
り
と
救
い
の
中
世
」で『
熊

野
観
心
十
界
曼
荼
羅
』を
見
た
時
、「
描
く
こ
と
に
よ
り
自
分
の
も
の

に
し
た
い
」と
い
う
欲
求
が
芽
生
え
た
。目
で
見
て
記
憶
す
る
時
、そ

こ
に
は
必
ず
編
集
と
い
う
行
為
を
伴
う
。ま
ず
は
ト
レ
ー
ス
す
る
こ

と
で
編
集
を
せ
ず
に「
見
る
」こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。そ
の
際
に
は

「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
」の
高
精
細
画
像
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、こ
の「
熊
野
観
心
十
界

曼
荼
羅
」の
画
像
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、こ
う
い
っ
た
貴
重
な
画
像

デ
ー
タ
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。手
に
入
る
情
報
と
、技
術
を
要

し
な
い
ト
レ
ー
ス
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

無
編
集
で「
見
る
」こ
と
で
、描
か
れ
て
い
る
人
々
の
表
情
を
一
人
一
人

追
う
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
ま
で
感
じ
ら
れ
た
り
、時
間
を

か
け
て
ラ
イ
ン
を
た
ど
る
作
業
を
通
し
て
自
分
の
中
で
新
し
い
時
間

軸
が
生
ま
れ
た
り
と
、私
に
多
く
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

何
よ
り
も
、自
分
の
線
で
描
い
た「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
」が
手

元
に
残
る
。こ
の
こ
と
で
、先
人
が
想
像
し
得
な
い
未
来
へ
の
可
能
性

が
私
の
手
の
中
に
あ
る
、と
い
う
感
覚
に
高
揚
す
る
。

私
は
日
本
に
生
ま
れ
、「
写
し
」を
得
意
と
す
る
陶
芸
家
の
母
を
持

ち
、芸
術
系
の
大
学
を
卒
業
し
な
が
ら
も
、古
典
籍
と
言
わ
れ
る
も
の

に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
。大
学
の
卒
業
制
作
に

取
り
組
む
上
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た〝
北
斎
版
画
の
色
〟は
、そ
の
後

二
十
年
間
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、北
斎
版
画
の
背
景
に
あ

る
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
は
切
り
捨
て
、表
面
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
色
を
拝

借
す
る
に
留
ま
っ
た
。し
か
し
、二
十
年
も
の
間
、拝
借
す
る
だ
け
を

繰
り
返
し
、離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
結
果
論

だ
と
し
て
も
、そ
こ
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。私
は
母
と

同
様
、「
写
し
」と
い
う
こ
と
に
魅
了
さ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
至
っ
た
。

こ
こ
で
使
わ
せ
て
も
ら
う「
写
し
」の
意
味
と
し
て
は
、単
純
な「
コ

ピ
ー
」を
意
味
し
て
い
な
い
。「
写
し
」に
人
生
を
か
け
て
向
き
合
う
母

を
見
て
き
た
私
が
こ
の
言
葉
の
中
に
見
出
し
た
の
は
、連
綿
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
志
向
す
る
精
神
で
あ
る
。一
人
の
人
間
が
生
き
ら

れ
る
長
さ
は
限
ら
れ
、そ
の
中
で
実
現
し
得
る
こ
と
も
限
ら
れ
る
中
、

作
る
こ
と
で
時
空
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
持
て
た
場
合
、一
人
で
は
実

古典籍を未来へつなぐ小さな一歩

束 芋

束 芋  Tabaimo

現代美術家。1999年に京都造形芸術大学卒業制作としてアニメーションを用いたインスタレーション作品「にっぽんの
台所」を発表しキリン・コンテンポラリー・アワード最優秀作品賞受賞。以後2001年第1回横浜トリエンナーレを皮切り
に、2011年には第54回ヴェネチア・ビエンナーレ日本館代表作家に選出される等、数々の国際展に出品。近年は舞台で
のコラボレーションも展開。2016年はシアトル美術館にて「写し」をテーマに大規模個展を開催。2017年1月から2018
年5月まで、朝日新聞朝刊連載小説「国宝」（吉田修一著）の挿絵を担当。2019年銀座のポーラミュージアムアネックスで
の個展では初の油絵を発表。束芋が構成・演出を手がけたパフォーマンス作品・映像芝居「錆からでた実」のアメリカツ
アーが2020年2月～ 3月に開催。現在、フランスのサーカスパフォーマーとのパフォーマンス作品を制作中。
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東京都出身。1996 年「阿佐ヶ谷スパイダース」を結成、作・演出・出演の三役を担う。2017年より劇団化。2004 年、芸術選奨文部科学大臣新
人賞、2006年、読売演劇大賞優秀演出家賞を受賞。2008年、文化庁新進芸術家海外研修制度にて 1 年間ロンドンに留学。帰国後の 2011 
年、ソロプロジェクト「葛河思潮社」を始動。また17年に新ユニット「新ロイヤル大衆舎」を結成。近年の主な作品に「セールスマンの死」「イヌ
ビト〜犬人〜」「常陸坊海尊」「桜姫～燃焦旋律隊殺於焼跡～」「イーハトーボの劇列車」「ハングマン」など。出演作に「シン・ウルトラマン」「海
辺の映画館-キネマの玉手箱-」。TFM「yes!〜明日への便り」（ナレーター）など積極的に活動。2021年より神奈川芸術劇場芸術監督に就任。

AIR就任期間　2017年10月～2021年3月

長塚圭史  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/nagatsuka/index.html

長
塚 
圭
史

劇
作
家
・
演
出
家
・
俳
優

N
a

g
a

tsu
ka

 K
e
ish

i

黄き

表び
ょ
う

紙し

と
演
劇
は
如い

何か

に
し
て

　

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

「
こ
の
建
物
に
来
て
、私
が
直
感
し
た

古
典
籍
と
演
劇
を
繋
げ
ら
れ
る
可
能

性
が
大
き
く
一つ
あ
っ
た
。時
を
越
え
て

今
も
こ
こ
に
現
存
し
て
い
る
、多
く
の

人
の
手
に
取
ら
れ
、読
ま
れ
た
、古
典

籍
そ
の
も
の
だ
。こ
の
時
間
と
、手
垢

と
、記
憶
と
、思
考
と
、時
代
と
が
詰

ま
っ
た
こ
の一
冊
の
古
典
籍
。」

―
―
長
い
実
験
を
経
て
、長
塚
圭
史
と

黄
表
紙
が
織
り
な
す
幻
想
世
界
が
、国

文
学
研
究
資
料
館
の
閲
覧
室
に
立
ち

上
が
る
。



国
文
学
研
究
資
料
館
の
研
究
者
で
あ
る
ア
リ
モ
ト
ト
モ
コ
は
同
館
閲
覧

室
へ
と
飛
び
込
ん
だ
。
敬
愛
す
る
戯
作
者
山
東
京
伝
の
幻
の
黄
表
紙
作

品
の
草
稿
を
、か
つ
て
の
同
僚
で
あ
り
恋
人
で
も
あ
っ
た
ア
ダ
チ
か
ら
、あ

る
契
約
の
元
に
手
に
入
れ
た
か
ら
だ
。
草
稿
に
は
偽
り
な
く
未
知
な
る

京
伝
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

他
の
閲
覧
者
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
感
動
の
あ
ま
り
悶
絶
す
る
ト
モ
コ
。

契
約
を
遂
行
す
る
ま
で
は
ま
だ
譲
渡
す
る
つ
も
り
も
読
ま
せ
る
つ
も
り

も
な
か
っ
た
ア
ダ
チ
が
閲
覧
室
に
逃
げ
込
ん
だ
ト
モ
コ
を
追
っ
て
く
る
。

押
し
問
答
す
る
二
人
。

そ
こ
へ
作
業
着
姿
の
中
年
男
が
小
さ
な
扉
か
ら
躍
り
出

て
、ト
モ
コ
の
手
か
ら
草
稿
を
奪
い
取
る
や
否
や
、書
棚
の

奥
へ
と
消
え
て
い
く
。ト
モ
コ
は
今
の
中
年
男
こ
そ
山
東

京
伝
で
は
な
い
か
と
後
を
追
う
。ア
ダ
チ
も
ト
モ
コ
を
追
い

か
け
る
。そ
し
て
閲
覧
者
た
ち
は
然
る
べ
き
静
け
さ
を
求

め
て
ト
モ
コ
と
ア
ダ
チ
を
追
い
か
け
る
。

果
た
し
て
閲
覧
室
の
時
間
は
ね
じ
曲
が
り
、過
去
と
現

在
は
混
濁
し
、山
東
京
伝
の
世
界
が
濃
密
な
読
書
空
間

と
戯
れ
始
め
る
。
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演劇  長塚圭史作・演出「KYODEN’S WOMAN ～アナクロニズムの夢～」（2020年）

2020年2月29日、国文学研究資料館の閲覧室を演劇空間に見立て、役者と観客が歩き回りながら展開する形式での上演を予定
していたが、COVID-19の感染拡大を考慮して延期。同年8月30日に、朗読劇の形で上演された。

出演　大鶴美仁音・岡部たかし・坂本慶介・髙木稟・土屋佑壱・引間文佳・李千鶴／三味線演奏　栁家小春／空間・衣裳　長峰麻貴
／音響　國府田典明／舞台製作　唐崎修／舞台監督　川口眞人／映像作成　松澤延拓／記録撮影　エヴァ シュウ

「
今
、目
の
前
に
あ
る
古
典
籍
は
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、そ
し
て
売
ら
れ
、あ
る
い
は
贈

ら
れ
、あ
る
い
は
拾
わ
れ
て
、こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。」

長
塚
さ
ん
の
関
心
は
、い
つ
も
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。古
典
籍
が
内

包
す
る
時
間
を
深
く
探
る
た
め
に

選
ん
だ
の
は
、多
く
の
人
々
が
制

作
に
関
わ
っ
た「
版
本
」、つ
ま
り
、

板
木
が
彫
ら
れ
、刷
ら
れ
、製
本
さ

れ
、売
買
さ
れ
た
書
物
で
し
た
。

数
人
の
俳
優
陣
と
研
究
者
と
共

に
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

黄
表
紙
と
戯
れ
る
幻
想
世
界

長塚 3

長塚 5

パンフレット

ポスター

黄表紙をモチーフにしたパンフレット。ポスターやパン
フレットのデザインには、山東京伝作のデザインブック

『小紋雅話』（65頁）等がモチーフとして使われた。



「
い
ら
し
て
ま
し
た
か
」

「
う
ん
。な
ん
や
知
ら
ん
け
ど
小
っ

さ
い
扉
か
ら
こ
っ
ち
出
て
来
た
わ
。

せ
や
け
ど
こ
こ
ケ
ッ
タ
イ
や
な
あ
。

嫌
い
や
わ
あ
。雰
囲
気
。も
の
っ
す

ご
い
寂
し
い
。閲
覧
や
て
。ボ
ク
の

本
読
む
と
こ
ち
ゃ
う
で
こ
こ
」

「
で
も
こ
こ
で
あ
あ
し
て
大
事
に

し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
」

百
合

京
伝

百
合

「KYODEN’S W
OM

AN

〜
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
の
夢
〜
」戯
曲
よ
り
抜
粋

「
ち
な
み
に
こ
れ
は
何
を
読
ん
で
る

ん
で
す
か
？
」

「
黄
表
紙
で
す
」

「
は
い
？
」

「
黄
表
紙
で
す
」

「
何
拍
子
？
」

「
黄
表
紙
で
す
」

「
え
？ 

だ
か
ら
何
拍
子
？ 

は
い
僕
は

こ
の
何
拍
子
っ
て
聞
き
返
す
の
は
で

す
ね
、正
直
ど
う
か
と
、長
塚
さ
ん

に
も
一
応
相
談
は
し
た
ん
で
す
け
ど

も
、ち
ょ
っ
と
試
し
に
言
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
ん
で
す
ね
。ど
う
で
す
か

黄
表
紙
っ
て
言
わ
れ
て
、え
？ 

何
拍

子
？ 

っ
て
い
う
問
答
は
」

岡
部

閲
覧
者

岡
部

閲
覧
者

岡
部

閲
覧
者

岡
部
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黄
表
紙
が
職
人
た
ち
に
よ
っ
て
作

ら
れ
、売
ら
れ
る
ま
で
の
工
程
を

描
い
た
黄
表
紙
を
手
が
か
り
に
、一

冊
の
書
物
が
作
ら
れ
る
過
程
を
身

体
で
表
現
し
、理
解
を
深
め
て
ゆ

き
ま
し
た
。

「
黄
表
紙
」
と
は
、江
戸
時
代
中

～
後
期
に
か
け
て
の
三
十
年
間
、

江
戸
の
知
識
人
た
ち
に
よ
り
作
ら

れ
た
、滑
稽
な
絵
入
読
み
物
で
す
。

作
中
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
、

内
情
を
明
か
し
た
り
創
作
人
物
と

交
わ
っ
た
り
す
る
黄
表
紙
の「
作

者
」の
在
り
方
に
関
心
を
抱
い
た

長
塚
さ
ん
は
、江
戸
を
代
表
す
る

戯げ

作さ
く

者し
ゃ

・
山さ

ん

東と
う

京き
ょ
う

伝で
ん（

一
七
六
一〜

一
八
一
六
）に
注
目
し
ま
し
た
。

京
伝
の
黄
表
紙
を
身
体
化
し
た

り
、書
物
を
読
む
と
い
う
行
為
に

迫
っ
た
り
…
…
い
く
つ
も
の
実
験

を
経
て
、黄
表
紙
と
い
う
存
在
そ
の

も
の
を
理
解
し
な
が
ら
、最
終
的
に

た
ど
り
着
い
た
の
は
、古
典
籍
を
偏

愛
す
る
研
究
者
へ
の
好
奇
心
。

架
空
の
黄
表
紙
研
究
者
と
の
、

現
実
と
虚
構
が
入
り
混
じ
る
長
い

問
答
の
さ
中
、閲
覧
室
の
地
下
書

庫
か
ら
、古
典
籍
が
内
に
秘
め
る

「
時
間
」や「
物
語
」と
共
に
山
東

京
伝
が
姿
を
現
し
、「
お
お
む
ね
黄

表
紙
」
た
る
幻
想
世
界
が
立
ち
上

が
っ
た
の
で
し
た
。

「KYODEN’S WOMAN　
～アナクロニズムの夢～」
舞台空間写真（2020年8月）

「KYODEN’S WOMAN　
～アナクロニズムの夢～」
朗読公演上演風景

閲覧室を4つの空間に分け、第一場～四場
の舞台とする当初の計画はそのままに、朗
読劇用にブラッシュアップした舞台美術。
京伝の黄表紙やデザインブック（62～65
頁）に登場するモチーフが、書棚や壁にち
りばめられ、京伝の作品世界と現実が交
錯する様を表す。
閲覧室には、撮影した古典籍の写真のマ
イクロフィルムを投影して閲覧する機械が
備わるが、そのスペースにて、国文学研究
資料館の存在意義についての問答が繰り
広げられる予定だった（公演時は着座のま
ま上演）。

朗読公演の様子。本人役の岡
部たかしが、戯曲のト書きを
朗読しながら、当初想定され
ていた上演方法をも観客に想
像させた。
冒頭に登場する「古典籍をめ
くる」動作は、ワークショップ
で何度も検討された身体性を
活かし、薄い紙を書物に見立
てて行われている。朗読バー
ジョンでは新たに三味線演奏
と歌も加わった。

長塚 7長塚 9

長塚 8
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数
人
の
俳
優
た
ち
と
研
究
者
と
で
、

本
を
ひ
ら
く
身
体
性
、そ
し
て
黄
表
紙

と
い
う
存
在
に
対
し
て
、古
典
籍
の
テ

ク
ス
ト
や
絵
を
手
掛
り
に
、さ
ま
ざ
ま

な
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。

二
〇
一
九
年
二
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
行
っ
た
、架
空
の
黄
表
紙
研
究
者

に
対
し
て
、で
た
ら
め
ま
じ
り
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
い
う
即
興
劇
は
、

「K
Y

O
D

EN
’S W

O
M

A
N

」
の
構

想
に
至
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
参
加
者

菊
池
明
明
・
坂
本
慶
介
・
菅
原
永
二・
成
河
・

髙
木
稟
・
引
間
文
佳
・
藤
間
爽
子
・
八
十
田

勇
一・李
千
鶴（
敬
称
略
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

「ＫＹＯＤＥＮ‘Ｓ ＷＯＭＡＮ」公演映像　
https://youtu.be/5WXIzMPRVE8

「ＫＹＯＤＥＮ‘Ｓ ＷＯＭＡＮ」ドキュメンタリー映像　
https://youtu.be/72GQ_TygED4

長塚氏による習作戯曲「江戸生艶氣樺焼」
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/nagatsuka_pilot_kabayaki.pdf

古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#nagatsuka

❶古典籍の下隅に付着している過去の手垢に注目し、古典籍をひらく身体性を追求することに。  ❷京伝の黄表紙『心
しん

学
がく

早
はや

染
そめ

艸
くさ

』に登場する悪魂踊りに挑戦。
 ❸京伝の黄表紙『江

え

戸
ど

生
うまれ

艶
うわ

気
きの

樺
かば

焼
やき

』を素材にした習作戯曲「江戸生艶氣樺焼」を演じる。  ❹黄表紙を作る職人の動きを身体的に表現した。
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『手
たなくひあはせ

拭合』

『金
きんきんせんせいぞうかのゆめ

々先生造化夢』 『薄
はく

遊
ゆう

漫
まん

載
さい

』

山東京伝編・画　
天明4年〈1784〉刊　
中本　1冊

山東京伝作・北
きた

尾
お

重
しげ

政
まさ

画　
寛政6年〈1794〉刊　
中本　3巻1冊

三
み

宅
やけ

橘
きつ

園
えん

著　
文化11年〈1814〉刊　
中本　2冊

「たなくひ」は手拭いのことで、新案のデザイン79種を彩色刷りで掲載。歌
うた

合
あわせ

など宮廷風伝統
行事のパロディとして行われた催しの図録化というスタイルをとる。大名の子弟や吉原の遊女と
いった多様な身分の人物が、デザインの出品者として名を連ねており、若い京伝の交遊圏がうか
がえる。図版中央のデザインは、舞台の幕の隙間から客席を覗く滑稽な顔。この特徴的な鼻は、
京伝が後に戯作中で用いたことから、後年「京伝鼻」と称された。（有澤知世）

『金々先生栄花夢』（96頁）の後日談。金々先生が茶漬飯を食おうと煮花をしかけたまま眠り、 
夢中で出会った仙人に、一杯の茶漬けができるまでのあらゆる働きを見せられる。『金々先生栄
花夢』が洒落本的な世界を描くのに対し、教訓的な作風の本作は、寛政の改革以降の戯作界の
動向を映し出す。狂言回しの「金々先生」は、『手拭合』（61頁）以後、戯作をとおして戯作者・京
伝のイメージが定着した「京伝鼻」で描かれ、作者像を重ねて読むよう読者に促す。（有澤知世）

朝鮮通信使と会うための旅の漢文体紀行文。著者が各地で文人と交遊した様子や、多数の漢詩
を収める。文化8年2月27日に京を出発、姫路や岡山を経由し、5月1日に対馬着、朝鮮通信使た
ちと交友する。長崎へも足を延ばし、7月29日に帰着。本書には、旧蔵者・内田遠

えん

湖
こ

（明治～昭和
前期の中国哲学者）によると思われる印「明治三十年八月由熊本帰誤落行李於海此本為所浸湿
者」が捺されており、彼が本書を海へ落として浸みを作ってしまったことを伝える。（有澤知世）

古 典 籍 解 説
長塚 12

長塚 11

長塚 13
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『悪
あく

魂
だま

後
こう

編
へん

　

   人
にん

間
げん

一
いっ

生
しょう

胸
むな

算
ざん

用
よう

』

『稲
いな

妻
ずま

表
びょう

紙
し

後
こう

編
へん

   本
ほん

朝
ちょう

酔
すい

菩
ぼ

提
だい

全
ぜん

伝
でん

』
『天

てん

道
とう

大
だい

福
ふく

帳
ちょう

』

山東京伝作・画　
寛政3年〈1791〉刊　
中本　1冊

朋
ほう

誠
せい

堂
どう

喜
き

三
さん

二
じ

作・
北
きた

尾
お

政
まさ

美
よし

画　
天明6年〈1786〉刊　
中本　3巻3冊

山東京伝作・歌川豊国画　
文化6年〈1809〉刊　
半紙本　6巻6冊

人間の腹の中には一国があり、心と気がそれを治める。無名屋無次郎は、「心」正しく真面目な
男だったが、「気」が謀反を起こして「心」を追い出し、「目」や「口」や「耳」と共に吉原等で好き
放題、無次郎の立場を危うくする。隣人の京伝は縮んで無次郎の体内に入り、迷子の「心」を見
つけて元へ戻す。「心ここにあらず」「気がそれる」などの慣用句を擬人化して洒落る手際が見ど
ころ。作者京伝が狂言回しとして草

くさ

双
ぞう

紙
し

の慣習などについて述べる点も興味深い。（有澤知世）

一休禅師の伝記を大枠とし、『通俗酔菩提全伝』など、多様な先行文献に拠りながら、泉州堺
高須の名妓「地獄」などの人物が絡む複数の挿話から構成する読

よみ

本
ほん

。装丁や口絵にも工夫が見
られ、例えば「臭皮袋図」は、美人画をめくると下から髑髏図が現れる仕掛け絵で、「どのような
人間も、骸骨（＝死）を抱えて生きている」という一休の教えを印象的に示す。この髑髏図は『解
体新書』の図に拠ることが指摘されている（『月

げっ

岑
しん

稿本増補浮世絵類考』）。（有澤知世）

人間の善行が金銀となって天上へ上がり、悪行は火や焼味噌となってその金銀を減らす。勧善の
ため、天道のぬか星が人間を熊手で操作した結果、「仮名手本忠臣蔵」のドラマが生まれたとい
うこじつけ。天道が人間を操るという趣向は、その後の黄表紙に影響を与えた。各巻絵

え

題
だい

簽
せん

（絵
と書名を印刷し、表紙に貼付けた小紙）を残す本書は、黄表紙らしい書物のスタイルを伝える。
挿絵担当の政美は、後に『略画式』シリーズ（43～45頁）などを描く鍬形蕙斎。（有澤知世）

長塚 14長塚 19

長塚 18
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『近
きん

世
せい

奇
き

跡
せき

考
こう

』『小
こ

紋
もん

雅
が

話
わ

』

『骨
こっ

董
とう

集
しゅう

』
『奇

き

妙
みょう

図
ず

彙
い

』

山東京伝著・喜
き

多
た

武
ぶ

清
せい

画　
文化元年〈1804〉刊　
大本　5巻5冊

山東京伝作・画　
寛政2年〈1790〉刊　
小本　1冊

山東京伝著・喜
き

多
た

武
ぶ

清
せい

／歌川豊広等画　
上・中巻　文化11年〈1814〉刊、
下巻　同12年刊　
大本　3巻4冊

山東京伝作・画　
享和3年〈1803〉刊
小本　1冊

いにしえの文物、芸能などについて、文献や古画を用いて考証した随筆。寛政の改革の際、洒
しゃ

落
れ

本
ぼん

三
作を執筆した咎で処罰された京伝は、知識人の間で流行した尚古趣味の機運に乗り、後半生の情熱を
考証活動に注いだ。彼の関心は、当時の正史には記され難い近世初期の市井の風俗や芸能にあり、浮
世草子や古画等を活用して考証を行う点に特徴がある。また、引用資料の提供者が明記されていること
から、その成果は彼の周辺の知識人らとの協力関係に支えられていることが知られる。（有澤知世）

小紋図案集の形をとり、京伝案じの滑稽なデザインを集めた見立て絵本。見立てとは、異なるもの
を連想で結びつけること。たとえば「丸に鶴」のようなデザイン（図版右）は当時江戸屈指の地本問
屋・鶴屋喜右衛門の商標を思わせるが、「本田つる」「一名通

つう

の丸とも」という書入れを読むと、本
ほん

田
だ

髷
まげ

（細い髷を高く結う、通人が好んだ髪型）を上から見た図であると気づき、その瞬間に笑いが
生じる。浮世絵師北尾政

まさ

演
のぶ

の顔も持つ戯作者京伝の魅力を堪能できる作品。（有澤知世）

『近世奇跡考』に次ぐ考証随筆で、近世初期のみならず、中世の文物・風俗についても考証を
加える。文化10年の冬に本書上・中巻の稿を完成させた京伝は、この年より戯作作品の序文に

「骨董集の著述のいとま」などと記し、考証に情熱の多くを傾けていたことを示す一方で、その
成果を合

ごう

巻
かん

や読
よみ

本
ほん

といった戯作での知的遊戯の材としている。文化13年に京伝が急逝する直前
まで書き続けられ、「骨董集と討ち死にした」と曲

きょく

亭
てい

馬
ば

琴
きん

に称された。（有澤知世）

全丁文字絵を主とした見立て絵本。「人丸」や「ヘマムショ入道」など、昔ながらの文字絵を示し
た上で、「新法」として自身の新案を掲載、詞書で見立ての意を示す。図版は「おいらん」の文字
を花魁の姿に見立てた箇所。配列の方針の読み解きが眼目であり、また困難な点であるが、たと
えば「おいらん」の次は若い遊女である「新造」と、遊女に仕える少女の「禿

かむろ

」、さらに少女の遊
具である「雛

ひいな

」と続き、連想で世界観が展開する。（有澤知世）

長塚 20長塚 25

長塚 21長塚 26
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安
永
四
年（
一
七
七
五
）か
ら
文
化
四
年

（
一
八
〇
四
）に
か
け
て
の
三
十
年
間
、江

戸
で
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
の
読
み
物
が
あ

る
。表
紙
が
黄
色
な
の
で
、「
黄き

表び
ょ
う

紙し

」と

呼
ぶ
。

紙
面
は
ほ
ぼ
絵
が
占
め
、余
白
に
簡
単
な

詞こ
と
ば

書が
き

が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
ナ
ン
セ
ン
ス
極
ま
り
な
く
、一
例

を
あ
げ
る
と
、人
の
噂
に
な
る
ほ
ど
の
色
男

を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
、醜
男
で
大
金
持

ち
の
主
人
公
が
、美
し
い
女
性
た
ち
に
一
目

ぼ
れ
さ
れ
る
、モ
テ
過
ぎ
て
男
た
ち
に
嫉
妬

さ
れ
る
な
ど
の「
色
男
あ
る
あ
る
」を
、大

黄
表
紙
と
戯
作
者
京
伝
の
魅
力
的
な
陰
影

小
論
文

有
澤 

知
世

国
文
学
研
究
資
料
館

 　

特
任
助
教

A
risa

w
a

 To
m

o
y
o

長塚 28

長塚 27

『新
しんぺんきんぺいばい

編金瓶梅』板木

『新
しんぺんきんぺいばい

編金瓶梅』

（第一篇　8丁表・8丁裏に相当）

曲
きょく

亭
てい

馬
ば

琴
きん

作・歌川国
くに

安
やす

・国
くに

貞
さだ

画　
天保2年〈1831〉〜弘化4年〈1847〉刊　
中本　10冊80巻

合
ごう

巻
かん

『新編金瓶梅』の板木。版面が、後世盆の背として生かされている。木版印刷で作られる草
くさ

双
ぞう

紙
し

は、草稿・版下ができた後、彫師が板木を彫り、摺
すり

師
し

が摺り、丁合（ページを揃える）し、針
と糸とで製本するなど多くの行程を経て店頭に並ぶ。草双紙は袋綴じ装丁であるため、一枚の
板に、背中合わせの関係にあたる異なる場面が彫られている。（有澤知世）

中国明代の小説『金瓶梅』を、『水
すい

滸
こ

伝
でん

』などに拠りつつ、舞台を室町時代の日本に移した合
ごう

巻
かん

。合巻とは、黄表紙が敵討物の作風に傾き長編化した後に登場した草
くさ

双
ぞう

紙
し

の最終形態で、美
麗な装丁や、推理小説的性格を獲得してゆく。草双紙は、絵と文が一体となった文芸であるが、
長編化するにつれ情報量が増え、空白を埋め尽くすほどの緻密な印刷に、当時の技術の高さが
しのばれる。展示箇所の右側のページが、板木の左面に相当する。（有澤知世）
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金
を
投
じ
て
自
演
す
る
話（
山
東
京
伝
作
・
画『
江え

戸ど

生う
ま
れ

艶う
わ

気き
の

蒲か
ば

焼や
き

』）な
ど
が
あ
る
。

大
抵
十
丁
～
十
五
丁（
十
五
丁
は
十
五
枚
の
紙
を
袋
綴
じ

に
し
た
冊
子
と
い
う
こ
と
で
、三
十
頁
に
あ
た
る
）程
度
の
短

編
で
あ
る
た
め
、ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
解
く
と
い
う
よ
り
は
、

場
面
ご
と
に
施
さ
れ
た
趣
向
を
楽
し
む
。

こ
う
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
黄
表
紙
は
、漫
画
の
先
祖
、江
戸

時
代
に
お
け
る
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、そ
の
魅
力
は
も
っ
と
複
雑
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ま
ず
黄
表
紙
の
作
者
は
、本
業
を
他
に
持
つ
知
識
人
で

あ
る
。

た
と
え
ば
黄
表
紙
の
元
祖『
金き

ん
々き

ん

先せ
ん

生せ
い

栄え
い

花が
の

夢ゆ
め

』（
96
頁
）

の
作
者
・
恋こ

い

川か
わ

春は
る

町ま
ち

は
、駿
河
小
島
藩
士
・
倉
橋
格
と
い
う

れ
っ
き
と
し
た
身
分
と
名
前
が
あ
る
。

十
八
世
紀
に
入
っ
て
出
版
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

も
手
伝
い
、新
興
都
市
で
あ
っ
た
江
戸
で
、独
自
の
文
化
が

熟
し
始
め
た
。そ
の
担
い
手
は
、高
級
武
士
や
裕
福
な
町
人

ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、文
化
人
ら
の
サ
ロ
ン
で
才
能
が
見
出
さ
れ
、

遊
び
の
内
容
が
出
版
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
文
化
構
造
が
成
立

し
て
い
た
お
お
ら
か
な
雰
囲
気
の
中
で
生
ま
れ
た
華
が
、黄

表
紙
だ
っ
た
。そ
の
た
め
、同
じ
文
化
圏
内
に
い
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
噂
話
、そ
し
て
彼
ら
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
る
教
養

や
美
意
識
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、限
ら
れ
た
大
人
の
読

者
だ
け
に
赦
さ
れ
る
愉
し
み
方
が
あ
っ
た
の
だ
。

た
だ
、そ
の
一
方
で
、内
輪
ネ
タ
や
隠
れ
た
知
識
が
わ
か
ら

ず
と
も
、絵
を
読
み
解
い
て
楽
し
む
こ
と
は
で
き
る
し
、地
口

（
ダ
ジ
ャ
レ
）で
笑
え
ば
良
い
。

そ
も
そ
も
黄
表
紙
の
ル
ー
ツ
は
、子
ど
も
へ
の
年
賀
と
し
て

贈
ら
れ
る
簡
素
な
絵
本
・
草く

さ

双ぞ
う

紙し

で
あ
る
。草
双
紙
は
、「
漉す

き
返
し
」と
呼
ば
れ
る
再
生
紙
を
用
い
た
廉
価
な
書
物
で
あ

り
、黄
表
紙
も
ま
た
、そ
の
体
裁
を
自
覚
的
に
と
り
続
け
て
い

た
。正
月
用
に
出
版
さ
れ
て
す
ぐ
に
消
費
さ
れ
て
し
ま
う
も

の
で
あ
る
た
め
、時
事
ネ
タ
が
好
ま
れ
、ま
た
、祝
儀
性
が
重

と
い
っ
た
知
識
層
で
あ
り
、社
会
的
な
立
場
を
持
つ
彼
ら
は
、

「
本
業
」を
離
れ
た
仮
の
名
を
使
っ
て
文
芸
に
遊
ん
だ
の

だ
っ
た
。当
時
生
ま
れ
た
新
し
い
文
芸
の
ひ
と
つ
が
、黄
表
紙

で
あ
る
。

和
歌
の
よ
う
な
正
道
で
は
な
い
、脇
道
に
逸
れ
た
そ
れ
ら
の

新
興
文
芸
を
、彼
ら
は
正
道
へ
の
遠
慮
と
、気
恥
か
し
さ
と
を

込
め
て「
戯げ

作さ
く

」と
称
し
た
が
、実
際
は
、彼
ら
が
持
つ
知
識

を
縦
横
無
尽
に
使
っ
た
知
的
遊
戯
で
あ
り
、同
程
度
の
知
識

人
同
士
の
交
遊
の
中
で
育
ま
れ
る
性
格
を
持
つ
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、手
拭
い
の
新
奇
な
デ
ザ
イ
ン
が
掲
載
さ

れ
る『
手
拭
合
』（
61
頁
）は
、歌
合
な
ど
の
宮
中
行
事
の
パ
ロ

デ
ィ
と
し
て
行
っ
た「
手
拭
合
の
会
」の
記
録
と
い
う
体
裁
を

と
っ
て
い
る
。

本
書
の
絵
を
描
い
た
北
尾
政ま

さ

演の
ぶ

は
、後
年
戯
作
界
に
そ
の

名
を
轟
か
せ
る
山
東
京
伝
で
あ
る
が
、ま
だ
若
き
絵
師
だ
っ

た
彼
を
後
援
し
本
書
を
刊
行
せ
し
め
た
の
は
、デ
ザ
イ
ン
出

品
者
と
し
て
巻
頭
に
記
さ
れ
る「
雪
川
公
」、つ
ま
り
出
雲
松

江
藩
松
平
宗む

ね

衍の
ぶ

の
御
曹
司
・
衍の

ぶ

親ち
か

を
は
じ
め
と
す
る
貴
人
た

ん
じ
ら
れ
た
。

黄
表
紙
は
、そ
ん
な
自
意
識
に
満
ち
た
徒
花
で
あ
る
。し
た

が
っ
て
、時
事
性
が
行
き
過
ぎ
、幕
政
を
茶
化
す
作
が
流
行
し

て
取
り
締
ま
ら
れ
る
と
、戯
作
界
を
担
っ
て
き
た
武
家
作
者

た
ち
は
、あ
っ
さ
り
と
そ
れ
を
手
放
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
黄
表
紙
に
は「
作
者
」が
し
ば
し
ば
顔
を
出
し
、

内
情
を
述
べ
た
り
、狂
言
回
し
を
演
じ
た
り
す
る

『
手
拭
合
』で
登
場
し
た
奇
妙
な
鼻
の
男
の
顔
は
、『
江
戸
生

艶
気
蒲
焼
』な
ど
の
黄
表
紙
作
品
で
も
使
わ
れ
、徐
々
に
戯

作
者
・
京
伝
を
示
す
ア
イ
コ
ン
と
な
る
が
、そ
の
顔
が
多
用
さ

れ
る
の
は
、寛
政
の
改
革
以
降
、戯
作
界
を
担
わ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
一
町
人
の
京
伝
が
、紙
煙
草
入
れ
店
を
開
業
し
、

「
本
業
」を
持
つ
戯
作
者
像
を
自
ら
創
出
し
よ
う
と
模
索
し

た
時
期
に
重
な
る
。

俗
文
芸
の
代
表
格
で
あ
る
黄
表
紙
と
、江
戸
戯
作
の
第
一

人
者
・
山
東
京
伝
。ど
ち
ら
も
一
見
親
し
み
や
す
く
華
や
か

で
、そ
の
実
、陰
影
に
富
ん
だ
魅
力
を
持
つ
存
在
で
あ
る
。



71 70

術
共
創
ラ
ボ
」と
そ
れ
に
伴
う〝
Ａ
Ｉ
Ｒ(

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス)

〟構
想
だ
っ
た
。

「
こ
れ
ね
、知
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
ん
だ
け
ど
」。キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
が

小
声
で
言
っ
た
。「
国
文
研
の
地
下
に
は
古
典
籍
が
六
万
冊
あ
っ
て
…
…
」

ま
だ
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
豊
饒
な
文
化
的
地
層
を
掘
り
起
こ

し
、現
代
の
芸
術
で
蘇
ら
せ
た
い
。研
究
者
の
み
な
ら
ず
広
く
国
民
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。Ａ
Ｉ
Ｒ
と
は
あ
た
か
も
資
料
館
に
住
ん
で
い
る

が
如
く
日
常
的
に
芸
術
家
が
通
い
、古
典
籍
に
触
れ
な
が
ら
新
し
く

文
化
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
推
薦
し

て
く
れ
な
い
か
と
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
の
投
げ
か
け
に
、思
い
浮
か
ん

だ
の
が
劇
作
家
で
演
出
家
の
長
塚
圭
史
だ
っ
た
。

僕
は
そ
れ
ま
で
の
圭
史
の
芝
居
を
全
て
見
て
い
た
。

彼
は
文
化
庁
の
留
学
生
と
し
て
英
国
留
学
も
し
て
い
る
。現
代
演

劇
の
気
鋭
の
演
出
家
と
し
て
言
葉
と
い
う
も
の
を
縦
横
に
生
か
し
、

世
の
中
を
刺
激
し
続
け
て
い
る
若
き
達
人
が
、地
下
に
眠
る
古
典
籍

と
ど
う
格
闘
す
る
か
、ど
う
遊
ぶ
の
か
。自
分
の
興
味
も
あ
っ
て
彼
の

名
前
を
あ
げ
、圭
史
は
文
化
庁
で
の
Ａ
Ｉ
Ｒ
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。

圭
史
が
中
央
線
で
何
度
も
足
を
運
び
、こ
し
ら
え
た
の
が「KYO

D
EN

’S 

W
O

M
A

N

～
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
の
夢
〜
」で
あ
る
。

国
文
研
の
閲
覧
室
を
演
劇
空
間
に
役
者
と
観
客
が
歩
き
回
り
な

が
ら
展
開
す
る
企
画
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
朗
読
劇
の
上
演
と
な
っ

た
が
、戯
作
者
山
東
京
伝
幻
の
黄
表
紙
作
品
に
刻
ま
れ
た
数
々
の
言

葉
が
目
の
前
に
現
出
し
、戯
作
ら
し
い
柔
ら
か
い
ユ
ー
モ
ア
に
小
学

生
ら
し
き
女
の
子
が
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
っ
た
り
頷
い
て
い
た
り
し
て
い
て
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
館
長
が
求
め
て
い
た
の
は
ま
さ
に
こ
れ
だ
と
首
肯
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
回
の
打
ち
合
わ
せ
後
、国
文
研
の
皆
さ
ん
と
立

川
の
餃
子
屋（
ぎ
ょ
う
ざ
天
国
）に
行
っ
た
。圭
史
と
僕
は
出
さ
れ
た

餃
子
の
異
界
的
巨
大
さ
に
眩
暈
を
覚
え（
し
か
も
お
持
ち
帰
り
不

可
！
）、ビ
ー
ル
に
酔
っ
て
中
央
線
に
乗
り
、そ
う
い
え
ば
圭
史
の
劇

団
名
が「
阿
佐
ヶ
谷
ス
パ
イ
ダ
ー
ス
」だ
っ
た
と
思
い
出
し
た
。そ
し
て

キ
ャ
ン
ベ
ル
館
長
の
自
宅
も
阿
佐
ヶ
谷
駅
だ
と
も
。♪
あ
あ
中
央
線

よ
空
を
飛
ん
で
／
あ
の
娘
の
胸
に
突
き
刺
さ
れ
♪ 

僕
は
友
部
正
人
の

『
一本
道
』を
口
ず
さ
み
、西
か
ら
東
へ
文
化
が
進
む
の
も
い
い
も
の
だ

と
ひ
と
り
ご
ち
た
。

吉
祥
寺
の
森
本
病
院
で
生
ま
れ
て
以
来
、中
央
線
沿
線
に
住
み
続
け

て
い
る
僕
は
、友
部
正
人
さ
ん
の『
一
本
道
』の
歌
詞
に
ぐ
っ
と
く
る
。

そ
の
歌
詞
の
一
節
と
は
、♪
あ
あ
中
央
線
よ
空
を
飛
ん
で
／
あ
の

娘
の
胸
に
突
き
刺
さ
れ
♪　

中
央
線
文
化
で
も
西
端
の
立
川
は
ま
さ
に
多
士
済
々
だ
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
時
代
、コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
た
作
家
の
三
浦

朱
門
さ
ん
や
詩
人
の
清
水
哲
男
さ
ん
は
立
川
高
校
出
身
だ
し（
先
日

村
上
春
樹
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
さ
れ
た
ゴ
リ
ラ
研
究
者
で
前

京
大
総
長
の
山
極
壽
一さ
ん
は
隣
の
国
立
高
校
）、音
楽
界
な
ら
忌
野

清
志
郎
は
立
川
で
反
戦
意
識
を
養
い
、ユ
ー
ミ
ン
は
昭
和
記
念
公
園

と
な
っ
た
横
田
基
地
に
あ
る
門
に
ち
な
ん
で
自
身
の
青
春
時
代
を

歌
っ
て
い
る（『LA

N
D

RY-G
A

TE

の
思
い
出
』）。

か
つ
て
沿
線
に
は
米
軍
将
校
の
家
が
建
ち
並
び
、夏
に
な
れ
ば
Ｂ

Ｄ
シ
ャ
ツ
に
バ
ミ
ュ
ー
ダ
パ
ン
ツ
姿
の
少
年
た
ち
が
遊
ん
で
い
た
。

立
川
に
は
先
端
と
保
守
を
横
断
す
る
異
彩
な
風
俗
文
化
が
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
が
そ
の
立
川
の
国
文
学
研
究
資
料
館

館
長
に
就
任
さ
れ
た
と
き
、ま
ず
口
に
さ
れ
た
の
が「
な
い
じ
ぇ
る
芸

長塚圭史 「KYODEN’S WOMAN
～アナクロニズムの夢〜」

～ “戯作的”中央線文化が育んだ「ないじぇる芸術共創ラボ」～

延 江  浩

延 江  浩  Nobue Hi roshi　

1958年東京生まれ。TFMゼネラルプロデューサー、作家。小説現代新人賞、アジア太平洋放送連合ドキュメン
タリー部門グランプリ、日本放送文化大賞グランプリ、放送文化基金最優秀賞、日本民間放送連盟エンターテ
インメント部門最優秀賞など。
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Artist In Residence

梁亜旋  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/ryo/index.html
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中国生まれ。2017年、年東京藝術大学美術学部先端芸術表現科大学院修士課程修了。宝塚大学東京メディア芸術学部元助
教。アートプロジェクト「Recreation of Asian Traditional Arts Project（RATAP）」創立者。現在はアーティストとして活動しなが
ら、アジアの伝統民間芸術に関する保護と研究も熱心に行う。

AIR就任期間　2018年7月～

梁 

亜
旋

現
代
芸
術
家

Lia
n
g

 Y
a

X
u
a

n
 

過
去
と
の
対
話
が
叶
っ
た

そ
の
瞬
間
の
印
象
・
感
情
を

鮮
や
か
に
描
く
。

貴
重
な
こ
と
が
ら
や
、ひ
っ
そ
り
と

受
け
継
ぐ
べ
き
こ
と
が
ら
を
記
す

た
め
に
用
い
ら
れ
た
巻か

ん

子す

本ぼ
ん（

巻

物
）に
ロ
マ
ン
を
抱
く
、梁
亜
旋
。

記
録
に
残
り
に
く
い
、庶
民
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
民
間
信
仰
の
様
子
が
描

か
れ
た
絵
巻
を
と
お
し
て
、過
去
の

人
々
と
対
話
し
、新
し
い
表
現
を
以

て
現
代
に
伝
え
る
。
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梁亜旋「Ghostly」（2019年）
インスタレーション作品（巻物、アクリル板、ワイヤー、LEDライト、蚊帳）

意
識
的
に
残
さ
れ
る
機
会
が

な
い
た
め
、中
国
農
村
部
の
伝
統

文
化
や
美
術
が
だ
ん
だ
ん
と
忘

れ
去
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
危
機
感

を
持
ち
、自
身
の
表
現
を
と
お
し

て
そ
れ
ら
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
梁
さ
ん
が
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
出
会
っ
た
日
本
の
絵

巻
に
は
、公
的
な
資
料
で
は
残
り

に
く
い
、か
つ
て
の
暮
ら
し
の
風

景
や
民
間
信
仰
が
、鮮
や
か
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

梁
さ
ん
が
最
初
に
創
作
の
モ

チ
ー
フ
と
し
た
の
は
、絵
巻『
百

鬼
夜
行
図
』。夜
中
に
京
都
を
練

庶
民
の
文
化
を
今
に
繋
ぐ

梁 2梁 4 梁 5 梁 6

絵巻の持つ神秘性に惹かれた作品。暗い部屋で、絵巻「百鬼夜行図」（80〜81頁）を見ていると、妖怪達が
巻物から飛び出してきた、というイメージから作られた。上から吊るした妖怪の姿（アクリル板製）がライティン
グされることにより、空中に妖怪が浮かび上がり、床面に広げた白紙の巻物に映り込む。

梁亜旋「FUNNY FACES」 series
「NO.1」「NO.2」「NO.8」（2020年）

絵画作品（ミクストメディア　530㎜×455㎜）
古典籍に描かれた「顔」を、「人間」「妖怪」などのタグで検
索できるデータベース「顔貌コレクション」を活用して面白い
顔を選び、初見の印象を、色彩や描線を以て拡大して描い
たシリーズ。古典籍における絵画の筆遣いに関心を抱き、
輪郭線を際立たせる。「NO.1」「NO.2」は、江戸時代後期の
絵本『神事行灯』、「NO.8」は絵巻『虫物語』がモチーフ。
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り
歩
く
恐
ろ
し
い
妖
怪
の
行
列

と
、長
い
年
月
を
経
た
器
物
に
魂

が
宿
る
こ
と
で
な
る
「
付
喪
神
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
が
結
び
つ
き
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
道
具
の
妖
怪
た
ち

が
人
間
の
よ
う
に
練
り
歩
く
様

が
描
か
れ
る
絵
巻
で
す
。

「G
hostly

」
は
、右
か
ら
左
へ

と
絵
巻
を
ひ
ら
く
に
つ
れ
、次
々

と
妖
怪
が
出
て
く
る
楽
し
さ
か

ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
、光
と
影

の
効
果
に
よ
り
、妖
怪
が
絵
巻
か

ら
飛
び
出
す
様
を
表
現
し
ま
し

た
。一

方
で
、絵
巻
に
見
ら
れ
る
、す

や
り
霞
や
異
時
同
図
法
と
い
っ
た

画
面
処
理
方
法
を
、三
次
元
で
の
表

現
に
援
用
し
た「A

 M
ountain

」

は
、二
〇
一
九
年
末
か
ら
猛
威
を

振
る
い
続
け
る
新
型
感
染
症
で

命
を
落
と
し
た
方
の
鎮
魂
の
願

い
を
込
め
、チ
ベッ
ト
仏
教
に
お
い

て
重
要
視
さ
れ
る
「
聖
山
巡
礼
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
す
。

さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
さ
れ
た
絵
巻
な
ど
か
ら
顔
を

検
索
す
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス「
顔
貌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を

活
用
し
た「FU

N
N

Y FA
C

ES

」

シ
リ
ー
ズ
で
は
、日
々
進
化
し
続

け
る
技
術
を
駆
使
し
、過
去
と
繋

が
る
新
た
な
扉
を
開
き
ま
し
た
。

梁亜旋展「Inheriting and recreating the classics  古典から再構築へ」
東京都千代田区の文房堂ギャラリーにて開催した個展の様子（2021年1月18日～23日）。「A 
Mountain」をはじめ、古典籍からインスパイアされた新作を展示。絵巻の描線に着目し、輪郭線
を意識的に用いた「FUNNY FACES」など、梁氏にとって新たな表現を切り拓いた作品が多く展示
された。また、「顔貌コレクション」を活用し、古典籍の中から面白い顔を探して仮面をつくるワー
クショップを行った（動画URLは79頁）。

梁 3

梁亜旋
「A Mountain」
（2020年）

立体作品
（W450㎜×D450㎜×H650㎜　
ミクストメディア）
チベット仏教にとって重要な

「聖山巡礼」をテーマとし、
新型感染症により命を落と
した方の鎮魂の願いを込め
た作品。すやり霞や異時同
図法といった、絵巻に見られ
る画面処理の方法を、立体
作品において取り入れると
いう意欲的な試みがなされ
ている。また、16世紀～17世
紀の日本において、布教や
寺社への参詣者を誘致する
目的でつくられた「参詣曼荼
羅」を思わせ、細部を読み解
く楽しみも与えてくれる。

差し替え
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1

2

3 4
古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#ryo

個展会期中に行ったワークショップの動画
https://www.youtube.com/watch?v=I7mNp8xrXCs&t=1388s
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巻
子
本
が
か
つ
て
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、

受
け
継
が
れ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、最
新
の
研
究
成
果
を
学
び
、ま
た
、右

か
ら
左
へ
と
少
し
ず
つ
ひ
ら
い
て
鑑
賞
す
る

方
法
を
体
得
し
た
梁
さ
ん
は
、絵
巻
そ
の

も
の
が
持
つ
呪
術
性
や
祝
儀
性
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、作
品
創
作
の
基
盤
と
し
た
。

付
喪
神
や
信
仰
、人
々
の
暮
ら
し
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
に
関
心
を
抱

き
、精
力
的
に
追
求
し
た
新
た
な
表
現
の

成
果
を
、二
〇
二
一
年
一
月
、「
梁
亜
旋
展　

Inheriting and recreating the 

classics

」（
於・
東
京
都
千
代
田
区
文
房

堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）で
発
表
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

❶絵巻からインスパイアされた作品についてイベントで語る。
❷❸絵巻の扱い方について学びながら、様々な作品を閲覧。その独特の鑑賞形態は、作品創作に大きく影響した。

❹古典籍の形と内容のかかわりについて深く学んだ。
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『浦
うら

しま』

『長
ちょう

恨
ごん

哥
か

の抄
しょう

』

『百
ひゃっ

鬼
き

夜
や

行
ぎょう

図
ず

』

江戸中期頃写　巻子　1軸　縦31.6㎝×全長929.1㎝

江戸前期写　巻子　3軸　縦32.9㎝×全長 上巻1209.9㎝、中巻1273.1㎝、下巻1173.6㎝

江戸後期写　
巻子　１軸　
縦 31.4㎝×全長 701㎝

室町から江戸期にかけて多数作られた短編の物語草子、お伽
とぎ

草
ぞう

子
し

の一作品。古代の神
しん

仙
せん

思
し

想
そう

を背景とする「浦島子伝」から派生したお伽草子の『浦島太郎』は、童謡で知られるストーリーと
異なり、助けた亀が女と化して浦島太郎を竜宮城へと誘い、2人は夫婦の契りを結ぶ。故郷に帰
り、玉手箱を開けてしまった浦島は、鶴になってしまったという。本文には玉手箱から「三筋の紫
の雲」が立ち上ったとあるが、挿絵には不吉な赤い炎が描かれる。（粂汐里）

万
まん

治
じ

・寛
かん

文
ぶん

頃に刊行された絵入り版本『やうきひ物語』3巻３冊を元にした絵巻。版本の『やうき
ひ物語』は玄

げん

宗
そう

皇
こう

帝
てい

と楊
よう

貴
き

妃
ひ

の悲恋を詠んだ白
はく

楽
らく

天
てん

の詩文『長
ちょう

恨
ごん

歌
か

』の抄
しょう

物
もつ

（解説・注釈）で、
仮

か

名
な

草
ぞう

子
し

作者の浅
あさ

井
い

了
りょう

意
い

が版下を手がけているが、内容から作者である可能性も指摘される。
『長恨歌』の抄物の絵巻は大阪大谷大学図書館蔵本など10点余りが知られている。本書は人
物を大きく、容貌もふっくらと愛らしく描くという特徴がある。（粂汐里）

百鬼夜行は鬼や妖怪が深夜に大路を練り歩く様を言い、平安京の貴族に恐れられた怪異で、
『今昔物語集』などに遭遇譚が見える。室町時代になると、器物や動物の化け物による行進を
描いた「百鬼夜行絵巻」が登場し、多くの絵巻に仕立てられた。現存最古とされる京都・大徳寺

真珠庵蔵の絵巻は、江戸時代を通じて盛んに模写され、本作もその一つとみなされる。諸本の多
くは末尾の「赤い球体」あるいは「朝日」に逃げ戻る妖怪を描くのだが、本作は残念ながら巻末
を欠き、その出現前で終わる。（恋田知子）

古 典 籍 解 説
梁 8梁 10

梁 7

↑
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絵
巻
の
源
流
は
中
国
の
画が

巻か
ん

に
求
め
ら

れ
る
が
、日
本
で
は
絵
と
物
語
と
が
結
び
つ

き
、「
物
語
る
絵
」と
し
て
独
自
の
発
展
を

遂
げ
た
。通
常
縦
三
〇
～
四
〇
㎝
程
度
の
紙

を
貼
り
つ
な
ぎ
、九
〇
〇
～
一
二
〇
〇
㎝
程

度
の
長
さ
に
仕
立
て
ら
れ
る
が
、全
て
を
広

げ
て
観
る
も
の
で
は
な
く
、肩
幅
ほ
ど
に
少

し
ず
つ
開
き
な
が
ら
鑑
賞
さ
れ
た
。紙
を
継

い
で
作
ら
れ
る
横
長
の
画
面
は
、部
屋
の
空

間
と
し
て
鑑
賞
す
る
掛
け
軸
な
ど
と
は
異

な
り
、一
目
で
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。自
分
の
手
で
触
れ
な
が
ら
開
き
、

巻
く
動
作
を
繰
り
返
す
と
い
う
、い
さ
さ
か

魅
惑
の
絵
巻

小
論
文

恋
田 

知
子

　

慶
應
義
塾
大
学　

文
学
部 

准
教
授

K
o

id
a

 To
m

o
ko

梁 9

『ふ
ぶ ん し ょ う

んしやう』 江戸前期頃写　巻子　3軸　縦34.2㎝×全長 上巻1576.3㎝、中巻1277.2㎝、下巻1500.5㎝

お伽草子。常
ひたちのくに

陸国鹿
か

島
しま

大
だい

明
みょう

神
じん

の大
だい

宮
ぐう

司
じ

に仕える男が、塩焼きで富を得て文
ぶん

正
しょう

と名乗る。授かっ
た美しい娘は帝の后となって皇子を産み、文正は大

だい

納
な

言
ごん

まで出世したというめでた尽くしの物
語。正月の読み初めにふさわしいとされ、嫁入り本としても好まれた。それゆえに多数の伝本が
伝わる。本書も嫁入り本として制作された一本とみられ、華やかな下

した

絵
え

が施された詞
ことば

書
がき

料
りょう

紙
し

をも
ち、人物の装束、調度に至るまで細密な挿絵を有する優品である。（粂汐里）
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労
力
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、そ
れ
ゆ
え
読
者
の
自
由

に
物
語
を
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
、物
語
世
界
に
感
情
移

入
し
や
す
い
形
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
。絵
巻
に
は
物
語
世
界

に
入
り
込
み
、よ
り
親
密
に
鑑
賞
で
き
る
、さ
ま
ざ
ま
な
表
現

上
の
工
夫
も
見
て
と
れ
る
。

❖
物
語
世
界
を
覗
き
込
む

絵
巻
や
絵
本
、掛
け
幅
絵
な
ど
に
は
、し
ば
し
ば
帯
状
の
雲

や
霞
を
何
層
に
も
重
ね
た
も
の
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。「
す

や
り
霞
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、金
箔
を
細
か
く
し
た
砂す

な

子ご

で
埋
め
尽
く
し
た
り（『
浦
し
ま
』80
頁
）、水
色
に
白
の
縁
取

り
が
施
さ
れ
た
り（『
ふ
ん
し
や
う
』82
頁
）と
、作
品
に
よ
っ

て
多
様
な
色
や
形
状
で
表
さ
れ
、絵
師
の
個
性
が
う
か
が
え

る
。す
や
り
霞
を
配
置
し
、俯
瞰
で
情
景
を
描
く
こ
と
で
、

物
語
世
界
を
覗
き
込
ん
で
い
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
お

り
、些
末
な
部
分
を
省
略
し
て
描
き
た
い
部
分
に
焦
点
を
絞

る
効
果
や
場
面
転
換
の
意
図
な
ど
か
ら
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ

た
。物
語
を
俯
瞰
で
描
く
方
法
と
し
て
は
、吹ふ

き

抜ぬ
き

屋や

台た
い

と
い

絵
は
、子
ど
も
で
も
扱
い
や
す
い
こ
と
か
ら
、幼
少
の
読
者
が

想
定
さ
れ
る
。一
方
、性
的
な
欲
望
や
主
従
に
ま
つ
わ
る
葛
藤

を
描
い
た
物
語
な
ど
も
伝
わ
っ
て
お
り
、小
絵
の
持
つ
非
公
式

な
性
格
か
ら
、文
化
的
教
養
の
あ
る
男
性
に
よ
る
私
的
な
鑑

賞
を
目
的
と
し
た
可
能
性
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。自
分

だ
け
の
絵
巻
を
所
有
し
た
い
と
い
う
当
時
の
人
々
の
願
望
が

垣
間
見
え
る
。

❖
妖
怪
た
ち
の
パ
レ
ー
ド

開
く
ご
と
に
新
し
い
場
面
が
展
開
す
る
、そ
ん
な
絵
巻
の

特
徴
と
魅
力
を
存
分
に
味
わ
え
る
の
が
、「
百ひ

ゃ
っ

鬼き

夜や

行ぎ
ょ
う

絵え

巻ま
き

」

で
あ
る（『
百
鬼
夜
行
図
』80
〜
81
頁
）。器
物
の
妖
怪
で
あ
る

付つ
く

喪も

神が
み

は
、『
不ふ

動ど
う

利り

益や
く

縁え
ん

起ぎ

』や『
融ゆ

う

通ず
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

縁え
ん

起ぎ

』に
お

け
る
疫
神
な
ど
、鎌
倉
時
代
か
ら
絵
巻
に
描
か
れ
た
。室
町

時
代
に
な
る
と
、付
喪
神
や
鬼
、獣
な
ど
の
妖
怪
た
ち
が
行

列
す
る
様
を
描
い
た「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」が
登
場
し
、数
多
く

の
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
。行
列
そ
れ
自
体
、平
安
・
鎌
倉
時

代
の
障し

ょ
う

屏へ
い

画が

や
縁
起
絵
巻
な
ど
盛
ん
に
描
か
れ
、物
語
の
展

う
技
法
も
多
用
さ
れ

て
い
る
。上
か
ら
覗

く
の
を
阻
む
屋
根
や

壁
を
省
略
し
、室
内

の
様
子
を
描
く
の
で

あ
る
。文
正
長
者
の

娘
の
姫
君
と
中
将
を

描
い
た
掲
載
図
は
、

燭
台
の
灯
火
か
ら
夜

の
場
面
で
あ
る
と
わ

か
り
、襖
絵
の
鴛
鴦

に
は
仲
睦
ま
じ
い
二

人
の
行
く
末
を
暗
示
さ
せ
、二
人
の
逢
瀬
を
読
者
の
我
々
が

覗
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
構
図
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
室
町
時
代
後
期
に
は
、「
小こ

絵え

」と
呼
ば
れ
る
、縦

二
〇
㎝
に
満
た
な
い
小
型
の
絵
巻
が
作
ら
れ
、宮
中
や
将
軍

家
、公
家
の
子
女
の
間
で
流
行
し
た（『
阿お

不う

幾ぎ

集し
ゅ
う

』114
頁
）。

通
常
の
絵
巻
の
半
分
ほ
ど
で
手
の
中
に
収
ま
る
大
き
さ
の
小

開
上
必
ず
し
も
必
要
で
な
く
と
も
、多
く
の
絵
巻
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、祭
礼
行
列
図
と
し
て
の
展
開
も
見
せ
る
。そ

こ
に
は
、当
時
の
祭
礼
や
風
流
の
作
り
物
の
反
映
な
ど
も
見

て
と
れ
る
。行
列
は
右
か
ら
左
へ
と
時
間
が
流
れ
て
空
間
が

移
動
す
る
絵
巻
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
活
か
す
画
題
で

あ
っ
た
。妖
怪
の
行
列
を
描
く
の
も
、次
々
に
多
種
多
様
な
妖

怪
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、妖
怪
世
界
の
豊
か
さ
を
表
現
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、巻か

ん

子す

装そ
う

は
古
代
よ
り
正
規
の
書
物
を
保
管
す

る
の
に
用
い
ら
れ
た
。秘
伝
の
書
を
意
味
す
る「
虎
の
巻
」は

今
で
も
巻
物
と
し
て
想
起
さ
れ
る
よ
う
に
、大
事
な
こ
と
は

経
典
し
か
り
、系
図
し
か
り
、巻
物
に
し
て
伝
え
ら
れ
る
の

だ
。そ
れ
は
手
に
し
た
者
以
外
に
は
中
身
が
見
え
ず
、巻
く
こ

と
で
内
容
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
巻
子
の
特
性
に
よ

る
。こ
の
巻
子
の
持
つ
秘
匿
性
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、諸
本
の

大
半
が
冊
子
で
は
な
く
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た「
百
鬼
夜
行

絵
巻
」に
は
、妖
怪
た
ち
を
封
じ
込
め
る
意
味
を
も
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

『ふんしやう』江戸前期写、巻子3軸のうち下巻第3図。　
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る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
が
、私
が
何
よ
り
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、

そ
こ
で
書
か
れ
て
い
る
過
去
の
言
霊
を
何
と
か
未
来
に
生
か
そ
う
と

も
が
い
て
い
る
部
分
だ
っ
た
。こ
こ
の
研
究
者
た
ち
が
様
々
な
ク
リ
エ

イ
タ
ー
や
翻
訳
者
と
結
び
目
を
作
り
、そ
の
過
程
を
含
め
て
新
し
い

化
学
変
化
を
起
こ
し
て
い
く
。そ
れ
こ
そ
言
葉
に
す
る
と
簡
単
だ
が
、

未
知
な
る
他
流
試
合
の
連
続
は
、眠
れ
る
古
典
を
叩
き
起
こ
す
た
め

の
目
覚
ま
し
時
計
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、近
年
は
公
共
・
私
設
問
わ
ず

様
々
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
作
り
を
し
て
い
る
。が
、近
年
は
そ
こ
に
ど
ん

な
本
を
置
く
べ
き
か
と
い
う
選
書
に
加
え
、そ
れ
ら
の
本
を
ど
う
差

し
出
す
の
か
？ 

と
い
う
点
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

G
oogle

が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
以
来
、す
べ

て
の
リ
ア
ル
な
本
の
場
所
は「
選
択
の
結
果
」と
な
っ
た
。と
な
る
と
、

そ
れ
ら
の
選
ば
れ
た
書
物
が
ど
ん
な
意
図
で
集
め
ら
れ
た
か
を
瞬

時
に
視
認
し
て
も
ら
う
的
確
な
サ
イ
ン
計
画
や
、Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
中
心
と

し
た
既
存
分
類
法
の
再
編
集
は
本
棚
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
く
上
で
必
須
だ
ろ
う
。ま
た
、時
間
の
奪
い
合
い
が
と

て
も
激
し
い
こ
の
世
の
中
で
敢
え
て
本
を
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
、

書
物
の
中
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
彫
刻
化
し
て
中
空
に
浮
か
せ
た
り
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
映
像
を
使
っ
て
本
の
部
分
を
垣
間
見
せ
感
じ

て
も
ら
う
工
夫
な
ど
も
し
て
い
る
。

も
っ
と
い
う
な
ら
最
近
は
床
材
の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
の
だ
か

ら
何
屋
か
わ
か
ら
な
い
。新
刊
書
架
の
前
は
人
の
回
転
を
促
す
た
め

固
め
の
Ｐ
タ
イ
ル
を
選
び
、哲
学
や
心
理
学
な
ど
没
入
に
時
間
を
要

す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
書
架
下
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
毛
足
を
八
ミ
リ
長
く
す

る
。知
ら
な
い
本
を
偶
然
手
に
取
っ
て
も
ら
う
環
境
を
作
る
た
め
、椅

子
の
座
面
の
高
さ
や
マ
テ
リ
ア
ル
を
吟
味
し
、照
明
計
画
に
腐
心
す

る
。だ
が
、そ
れ
は
洒
落
た
読
書
空
間
を
作
る
た
め
で
は
な
く
、届
き

に
く
い
本
を
何
と
か
届
け
よ
う
と
す
る
も
が
き
で
あ
る
。

誰
か
の
絞
り
出
し
た
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
よ
う
と「
も
が
く
」仲
間
と

し
て
、「
な
い
じ
ぇ
る
共
創
ラ
ボ
」に
対
し
私
は
勝
手
に
シ
ン
パ
シ
ー
を

感
じ
て
い
る
の
だ
が
、き
っ
と
こ
れ
か
ら
は
未
来
向
き
に
進
み
出
し
た

古
典
籍
を
ど
う
差
し
出
す
の
か
も
含
め
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。私
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
作
る
時
は
、「
気
が
付
け
ば
読
ん
で
い
た
」

と
い
う
居
心
地
を
ど
う
整
え
る
か
を
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
だ
が
、

国
文
学
研
究
資
料
館
に
女
子
中
学
生
が
ふ
ら
り
や
っ
て
来
て
、気
が

つ
け
ば『
雨
月
物
語
』を
読
み「
ぴ
え
ん
ヶ
丘
ど
す
こ
い
之
助
」な
気
分

に
な
っ
て
い
る
未
来
を
一
緒
に
思
い
描
き
た
い
。そ
の
頃
ま
で
、「
ぴ
え

ん
～
」と
い
う
言
葉
を
彼
女
ら
が
使
っ
て
い
る
の
か
は
、わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
。

先
日
何
気
な
く
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、「
Ｊ
Ｃ
・
Ｊ
Ｋ
流
行
語
大

賞
」（
株
式
会
社
Ａ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
）の
三
位
に「
ぴ
え
ん
ヶ
丘
ど
す
こ
い
之

助
」な
る
言
葉
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
て
、私
に
は
全
く
意
味
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
。有
名TikToker

が
生
み
出
し
た
こ
ち
ら
の
言
葉
は
、軽

度
の
悲
し
み
や
落
胆
を
表
す「
ぴ
え
ん
」（
泣
い
て
い
る
様
の
擬
態
語
）

の
最
上
級
表
現
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、知
人
の
中
学
校
教
師
に
聞

く
と
校
内
で
は
よ
く
耳
に
す
る
そ
う
だ
。世
界
は
広
い
も
の
で
す
ね
。

そ
れ
と
、同
じ
よ
う
に
研
究
者
以
外
の
人
に
は
読
む
こ
と
す
ら
難
し
い

古
典
籍
の
言
葉
も
、正
直
に
い
う
と
私
に
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、そ
れ
ら
の
言
葉
は
確
か
に
あ

る
時
代
、あ
る
場
所
で
は
機
能
し
て
い
る（
い
た
）と
い
う
こ
と
だ
。誰

か
が
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
た
時
、人
は
最
も
有
効
だ
と
判
断
し
た

言
葉
と
そ
れ
が
ま
と
う
ア
ト
モ
ス
フ
ィ
ア
を
選
ん
で
使
う
。古
今
東

西
、人
が
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
時
、そ
の
感
情
や
ア
イ
デ
ア
の
橋

渡
し
を
す
る
道
具
と
し
て
言
葉
が
あ
り
続
け
、受
け
手
は
そ
れ
を
読

み
込
み
考
え
る
こ
と
で
自
身
を
駆
動
さ
せ
て
き
た
。

「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
」は
日
本
語
の
古
典
籍
を
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
、整
備
し
、国
内
外
へ
の
発
信
を
通
じ
て
そ
の
魅
力
を
伝
え

て
い
る
。何
度
か
展
示
を
拝
見
し
、メ
ン
バ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
最
大
の
強
み
は
古
典
籍
文
献
の
精
密
な
読
み
込
み
と
理
解
に
あ

ブックディレクターから見た
「ないじぇる芸術共創ラボ」

幅  允 孝

幅  允 孝  Haba Yoshitaka

ブックディレクター。人と本の距離を縮めるため、公共図書館や病院、動物園、学校など様々な場所でライブ
ラリーの制作をしている。最近の仕事として札幌市図書・情報館の立ち上げや、ロンドン、サンパウロ、ロサン
ゼルスのJAPAN HOUSEなど。安藤忠雄建築の「こども本の森 中之島」ではクリエイティブ・ディレクションを担
当。近年は本をリソースにした企画・編集の仕事も多く手がける。早稲田大学文化構想学部、愛知県立芸術大
学デザイン学部非常勤講師。

column 04

Prof i le

写真：藤田一浩
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兵庫県生まれ。2014年京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程絵画専攻日本画修了。「他者について想像すること」を
テーマに、人物画を主とした絵画を制作。主な展覧会に、個展「悪報をみる―日本霊異記を絵画化する―」KAHO GALLERY
／京都（2018）、個展「insider-out」第一生命ギャラリー／東京（2017）など。賞歴に「京都府文化賞奨励賞」（2020）、「京都
市芸術新人賞」（2017）、「VOCA展」佳作賞（2015）など。

AIR就任期間　2018年10月～

松平莉奈  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/matsudaira/utsushinonarai/index.html

松
平 

莉
奈画

家

M
a

tsu
d

a
ira

 R
in

a

「
ど
の
先
生
に

　
　
　
　

弟
子
入
り
す
る
？
」

模
写
を
す
る
こ
と
で
、先
人
た
ち
に
問
い

か
け
を
繰
り
返
し
た
。

黄
表
紙
を
解
体
し
、模
写
し
、装
丁
し
て
、

書
物
の
モ
ノ
と
し
て
の
特
徴
を
理
解
し
た

り
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
海
を
探
索

し
て
江
戸
時
代
～
明
治
の
絵
手
本
を
模
写

し
、い
に
し
え
の
絵
師
た
ち
の
筆
致
を
学

ん
だ
り
…
…
古
典
籍
を
ひ
ら
く
と
、い
つ

で
も
偉
大
な
る
先
生
た
ち
が
待
っ
て
い
た
。

過
去
と
の
対
話
を
と
お
し
て
つ
か
ん
だ
、

松
平
莉
奈
に
と
っ
て
の「
古
典
」と
は
。
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松平莉奈「作者の手の内夢の内」（2019年）
絵画作品（和紙、アクリル板、墨）

元
々
古
典
モ
チ
ー
フ
を
意
識

的
に
扱
っ
て
い
た
松
平
さ
ん
は
、

以
前
、黄
表
紙『
金
々
先
生
栄
花

夢
』（
96
頁
）を
題
材
に
し
た「
菌
菌

先
生
」（
二
〇
一
七
年
）を
発
表
し

て
い
ま
す
。

当
時
は『
金
々
先
生
栄
花
夢
』

の
吹
き
出
し
の
よ
う
な
表
現
に
関

心
が
あ
り
ま
し
た
が
、さ
ら
に
深

く
黄
表
紙
の
世
界
を
探
っ
て
ゆ
く

た
め
に
、黄
表
紙
の
製
本
と
模
写

に
取
り
組
み
、書
物
が
ど
の
よ
う

な
パ
ー
ツ
で
で
き
て
い
る
の
か
、ど

の
よ
う
な
工
程
を
経
て
冊
子
の
形

に
な
る
の
か
…
…
な
ど
を
、身
体

的
に
理
解
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

古
典
が
も
っ
と
自
由
に
な
る

松平 6松平 4

松平 11

戯
げ

作
さく

者
しゃ

が現代へタイムスリップし、作品の面白さで人気者になるが、次第に他者の期待が過剰になり……と
いう筋。黄

き

表
びょう

紙
し

の全盛期の短さに、現代のSNS文化の在り方を重ねる。「5丁1冊」「袋
ふくろ

綴
とじ

」などの構造に着目
し、黄表紙を製本する前のような形に仕立てた。なお戯作者の顔の穴は、黄表紙において〇で顔を表す手法

（62頁【長塚14】）と、戯作の手法「穴をうがつ（誰も気づかないことを鋭く指摘する）」に拠る。（有澤知世）

松平莉奈
「『金々先生栄花夢』
模写」（2019年）

松平莉奈「デジタルアーカイブ模写
をするときの準備物」（2020年）

模写作品（和紙、墨、染料、糸）
ワークショップで、当館蔵

『金々先生栄花夢』（96
頁）の複製本（参考展示）
を元にした模本（コピー用
紙製。『金々先生栄花夢』
の複製を一度解体し、ス
キャンしたデータをコピー
用紙に印刷した「製本キッ
ト」を製本したもの）を作
り、それをまた解体し、上
げ写しの手法で模写を行
い、製本した写本。

模型（パソコン、筆、絵皿、雑巾、墨液、スポイト：段
ボール・紙　筆洗：プラスチック、模写見本：和紙・墨）

2020年11月に開催した個展「松平莉奈展   
うつしのならひ  ー絵描きとデジタル・アーカ
イブー」（於ロームシアター京都）での展示に
耐えうるよう、段ボールや紙で、松平氏の机
上を表現した作品。なお、使用する道具やデ
ジタルアーカイブ模写の方法の詳細は、サイ
トで公開されている（95頁）。
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書
物
の
構
造
や
質
感
と
い
っ
た

物
質
性
へ
の
興
味
は
、「
作
者
の
手

の
内
夢
の
内
」（
二
〇
一
九
年
）で
見

事
に
表
現
さ
れ
ま
す
。本
作
は
ま

た
、黄
表
紙
の
流
行
の
短
さ
や
、ご

く
内
輪
の
読
者
へ
向
け
た
内
容
を

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
読
者
が
楽

し
む
と
い
う
鑑
賞
形
態
に
も
焦
点

を
当
て
、現
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
文
化
と

の
共
通
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

「
絵
描
き
」で
あ
る
松
平
さ
ん
は
、

古
典
籍
を
模
写
す
る
こ
と
で
、そ

の
向
こ
う
に
い
る
先
人
た
ち
と
の

対
話
を
行
い
ま
す
。江
戸
時
代
に

数
多
く
出
版
さ
れ
た
絵
の
教
科

書
・
絵
手
本
と
対
峙
す
る
時
、あ

ら
ゆ
る
時
代
の
絵
師
た
ち
か
ら

教
え
を
受
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
雰
囲
気
を
、筆
を
と
お
し
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

古
人
と
の「
対
話
」
を
、も
っ
と

気
軽
に
す
る
た
め
に
提
案
し
た
の

が「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
模
写
」。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
見
ら
れ
る
ア
ー
カ
イ

ブ
画
像
に
ア
ク
セ
ス
し
て
模
写
を

行
う
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？ 

と
い
う
実
験
で
す
。五
十
点
も
の

模
写
を
行
い
、い
に
し
え
の
先
生

た
ち
と
向
き
合
っ
た
松
平
さ
ん

は
、現
代
を
生
き
る
自
分
と
「
古

典
」
と
の
距
離
感
を
自
然
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。自
由
な
表
現
へ
と
立
ち
返
り

挑
む「
金
々
先
生
夢
のT

O
K

Y
O

 

R
EM

IX

」と
は
。

松平莉奈「デジタルアーカイブ模写『九
きゅう

老
ろう

画
が

譜
ふ

』」（2020年）・
　　　　「デジタルアーカイブ模写『福

ふく

善
ぜん

斎
さい

画
が

譜
ふ

』」（2020年）
松平莉奈「金々先生夢のTOKYO REMIX」シリーズ（2021年） 
　　　　（-KINBE-/-OMAZU-/-GENSHIRO-/-MANPACHI・GUICHI-）

模写作品（和紙・墨、ポスター表装）
絵手本（絵の教科書）のデジタルアーカイブ画像を模写し、さらに、手本とした絵手本についての
情報、松平氏による解説、実践した模写の方法などを記してポスター状に仕立てた。
松平氏が提唱する「デジタルアーカイブ模写」は、WEB上で公開されているアーカイブ画像を活用
することで、だれでも、いつでも、どこでも、いにしえの先生たちに弟子入りし、絵を学ぶことがで
きるという趣旨で考案された。

絹本着色（絹本、墨、染料、岩絵具）、455mm×530mm
作品はそれぞれ、黄表紙『金々先生栄花夢』（96頁）の登場人物名を冠する人物画ではあるが、黄
表紙の文学史的な情報や特徴的な描写方法をいったん排し、陶器のような肌の質感や柔らかい描
線、特徴的な表情といった松平作品らしさを全面に出す。背景には『金々先生栄花夢』中の名台詞
と、iPhoneの絵文字等を模様的に配した。ワークショップや模写をとおして習得した「古典」なるも
のが、自身の表現と自然に溶け合うことを目指した意欲作。

松平 10松平 15 松平 16

松平 17 松平 18 -MANPACHI・GUICHI-

-OMAZU-

-GENSHIRO-

-KINBE-
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黄
表
紙
の
製
本
や
模
写
を
と
お
し

て
、書
物
の
構
造
の
理
解
を
深
め
た
後
、

黄
表
紙
が
う
ま
れ
た
背
景
を
探
る
た

め
、洒し

ゃ

落れ

本ぼ
ん（

遊
里
を
舞
台
に
し
た
会

話
体
の
読
み
物
）な
ど
を
手
が
か
り
に
、

遊
里
で
は
ぐ
く
ま
れ
た「
通つ

う
」と
い
う
美

意
識
を
探
り
、「
作
者
の
手
の
内
夢
の

内
」の
創
作
に
至
っ
た
。

そ
の
時
の
体
験
か
ら
、模
写
を
通
じ

て
過
去
の
時
代
を
理
解
し
た
い
と
考
え
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
模
写
を
考
案
。

日
々
進
歩
す
る
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
や
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

研
究
者
と
行
っ
た
議
論
が
活
か
さ
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

デジタルアーカイブ模写の実践動画「どの先生に弟子入りする？」
https://www.youtube.com/watch?v=G-WhRzcjHbg&feature=youtu.be

古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#matsudaira

デジタルアーカイブ模写作品（92頁）の各絵手本についての情報
○紀

きの

梅
ばい

亭
てい

『九老画譜』（1797年刊）	 ○丹
に

羽
わ

嘉
よし

言
のぶ

『福善斎画譜』（1814年刊）
https://ehonlist.matsudairarina.com/posts/11449289	 https://ehonlist.matsudairarina.com/posts/11449673

松平莉奈「『金々先生栄花夢』模写」の全貌
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/matsudaira_handwriting_copy.pdf

松平莉奈の「近世近代絵手本デジタルアーカイブを絵手本として利用するサイト」
https://ehonlist.matsudairarina.com/
※デジタルアーカイブ模写の詳しい方法や、絵手本のデジタルアーカイブについての情報を紹介

❶『金々先生栄花夢』のレプリカを活用して黄表紙の製本を行う。 　❷「デジタルアーカイブ模写」による作品と、模写を行うための準備物の展示風景。
❸葛飾北斎『略画早指南』を手本にデジタルアーカイブ模写し、その様子を生配信した。 　❹ワークショップでさまざまな形の古典籍に触れた。
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『金
きん

々
きん

先
せん

生
せい

栄
えい

花
がの

夢
ゆめ

』『吉
よし

原
わら

青
せい

楼
ろう

年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

』 恋
こい

川
かわ

春
はる

町
まち

作・画　安永4年〈1775〉刊　中本　２巻２冊十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

作・喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

画　享和４年〈1804〉刊　半紙本　2冊

黄
き

表
びょう

紙
し

の祖。簡素な絵本である「草
くさ

双
ぞう

紙
し

」の形式に、花柳界の風俗を写実的に描き当時第一線
の文芸であった「洒

しゃ

落
れ

本
ぼん

」の性格を与えて、大人向けとした記念碑的作品。社会的地位のある
知識人が戯名を使って執筆し、仲間内で楽しむ文芸として成立し、30年間江戸で出版された。

「金々」は「最新流行」の意の流行語で、田舎の青年が江戸で富豪の養子となり、通
つう

人
じん

ぶって豪
遊する様子を滑稽に描く。（有澤知世）

吉原の慣例や行事、遊客の心得などについて、美麗な絵画と文章で綴った一書。上之巻には
「仲の町年礼之図」、「仁

に

和
わ

嘉
か

之図」等の十図、下之巻には「八
はっ

朔
さく

之図」「餅つきの図」などの九
図が彩色摺りで備わり、当時の吉原の風俗が生き生きと描かれる。下之巻「倡

しょう

舗
ほ

張付彩工図」
は、歌麿自身と思われる絵師が、妓楼の壁に鳳凰の絵を描く場面で、当時の画師が用いた画材
が知られる点でも興味深い。（有澤知世）

古 典 籍 解 説
松平 2松平 5



Kigoshi Shunsuke

99 98

画
譜
と
は
何
か
。小
林
宏
光『
中
国
版
画

史
論
』（
二
〇
一
七
）に
は
、「
ま
ず
絵
画
技
法

を
図
解
し
た
画
法
書
の
意
と
な
り
、基
本

的
に
挿
絵
版
画
が
不
可
欠
の
要
素
で
、こ
れ

に
画
論
や
絵
画
制
作
法
を
と
も
な
い
、時
に

画
史
、画
家
伝
を
そ
な
え
、絵
画
学
習
、実

制
作
に
役
立
つ
内
容
の
歴
史
的
な
書
物
を

指
す
」と
い
う
、簡
に
し
て
要
を
得
た
定
義

が
備
わ
る
。さ
ら
に「
加
え
て
、や
や
広
義
に

と
ら
え
、画
論
や
画
法
を
と
も
な
わ
な
く
と

も
、直
接
或
い
は
間
接
に
、絵
画
制
作
、鑑

画
譜
の
ゆ
く
え 

—
—

絵
手
本
に
つ
い
て—

—

小
論
文

木
越 

俊
介

国
文
学
研
究
資
料
館

准
教
授

K
ig

o
sh

i S
h
u
n
su

ke

『光
こう

琳
りん

画
が

譜
ふ

』

『唐詩選画本』

中村芳
ほう

中
ちゅう

画　
享和２年〈1802〉刊　
大本　２巻２冊

橘石峰、鈴木芙蓉他画　
天明８年〈1788〉～天保７年〈1836〉刊　
半紙本　７編35冊

尾形光琳に私淑した中村芳中が、光琳のモチーフ集としてまとめたもの。まるで筆で描いたかのよ
うな墨の描線やたらし込みの表現など、版元・金花堂（近江屋与兵衛）が当時の印刷技術を駆使
した、版本としての最高峰に位置しよう。全体として丸みを帯びたタッチにより、人物や神仙、動
植物などが淡い色合いで描かれ、背景を極力排し、余白をも絵の一部として読者の目を楽しませ
る。国文研蔵本は「六歌仙」図に押圧による空摺りが用いられる初印本と見られる。（木越俊介）

折からの画譜の流行に乗り、唐詩のアンソロジーである『唐詩選』を絵本化したもの。既に『唐
詩選』の国字訳の企画を成功させていた版元・嵩山房（小林新兵衛）は、その中の『唐詩選国字
解』を本書の詩解部分にふんだんに利用している。また、初編から六編までは全て異なる絵師が
手がけているが、初・二・四編の絵には中国の画譜『八種画譜』のうちの唐詩を材としたものから
の影響が強い。本書が立案された背景には、当時の『小倉百人一首』の絵入本の流行があった
ことが、初編の序跋などから窺える。（木越俊介）

松平 13
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賞
に
有
効
な
内
容
を
持
つ
も
の
も
含
む
」と
さ
れ
、そ
の
示
す

範
囲
は
思
い
の
ほ
か
広
い
。以
下
、手
短
に
日
本
に
お
け
る
画

譜
に
つ
い
て
記
す
が
、本
場
・
中
国
に
お
け
る
画
譜
の
展
開
に

つ
い
て
は
小
林
前
掲
書
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

さ
て
、画
譜
は
明
清
代
の
中
国
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
の

だ
が
、日
本
に
は
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。 

た
と
え
ば
、明
末
の
万
暦
三
十
五
年（
一
六
〇
七
）刊『
図
絵
宗そ

う

彝い

』は
同
じ
世
紀
内
に
は
日
本
に
輸
入
さ
れ
、元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
一
）に
至
る
と
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
る
。ま
た
、清
初

に
刊
行
さ
れ
た
王
概
等
撰『
芥か

い

子し

園え
ん

画が

伝で
ん

』（
初
集
・一六
七
九

年
刊
）は
一
七
〇
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
、三
集
と
と
も
に
や
は

り
輸
入
さ
れ
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
る
。同
時
に
、清
か
ら
日
本

へ
来
た
画
家
に
よ
る
影
響
も
大
き
く
、沈し

ん

南な
ん

頻ぴ
ん（

一
六
八
二

〜
？
）な
ど
は
日
本
に
お
け
る
南
画
の
広
ま
り
に
お
い
て
逸
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

し
、京
都
で
は
円ま

る

山や
ま

派
や
四
条
派
の
画
家
の
画
譜
が
多
く
刊

行
さ
れ
、十
九
世
紀
に
入
る
と
色
刷
の
美
し
さ
が
一
際
目
を

引
く
も
の
が
増
え
る
。中
で
も『
光こ

う

琳り
ん

画が

譜ふ

』は
、尾
形
光
琳

（
一
六
五
八
〜一
七
一
六
）の
筆
を
印
刷
に
よ
っ
て
再
現
し
よ
う

と
す
る
意
気
込
み
が
窺
え
る
と
と
も
に
、当
時
の
印
刷
技
術

の
粋
を
集
め
た
、絵
本
史
に
残
る
傑
作
で
あ
る
。こ
の
後
も
画

譜
は
さ
ら
に
多
様
に
展
開
す
る
の
だ
が
、お
お
ま
か
な
傾
向

と
し
て
は
、一
人
の
画
家
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
堪
能
で
き
る
画
集

の
よ
う
な
形
態
の
も
の
が
増
え
る
。江
戸
後
期
の
、浮
世
絵

以
外
の
絵
を
知
り
た
い
向
き
に
は
、あ
た
か
も
現
代
の
美
術

界
に
お
け
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
よ
う
な
役
割
を
も
果
た
し

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

画
譜
は
印
刷
さ
れ
た
複
製
物
で
あ
る
と
い
う
点
や
書
物
と

い
う
形
態
な
ど
、一
枚
絵
に
比
す
れ
ば
美
術
品
と
し
て
や
や

軽
く
扱
わ
れ
て
き
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
。し
か
し
、絵
本

（
絵
入
本
）と
い
う
様
式
自
体
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

こ
の
よ
う
に
当
初
は
受
容
を
専
ら
と
す
る
立
場
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
が
、や
が
て
日
本
独
自
の
画
譜
制
作
が
試
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、そ
こ
に
は
中
国
由
来
の
南
画
と
日
本
の
狩

野
派
な
ど
の
大
和
絵
と
が
併
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。そ
の

初
期
の
代
表
的
画
譜
が
、正
徳
二
年（
一
七
一
二
）刊
の
林
守も

り

篤あ
つ

画『
画が

筌せ
ん

』で
あ
り
、こ
の
時
期
以
降
、と
り
わ
け
大
坂
に
お
い

て
和
製
画
譜
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
。守
篤
と
同
様
、狩
野

派
に
学
ん
だ
橘
守
国（
一
六
七
九
〜一
七
四
八
）も『
絵
本
写し

ゃ
宝ほ

う

袋ぶ
く
ろ』（

享
保
五
年〈
一
七
二
〇
〉刊
）を
は
じ
め
、多
く
の
絵
手

本
を
手
が
け
て
い
る
。

ま
た
、花
鳥
画
譜
で
あ
る『
明み

ん

朝ち
ょ
う

紫し

硯け
ん

』（
延
享
三
年

〈
一
七
四
六
〉刊
）は
、『
芥
子
園
画
伝
』を
模
倣
し
た
書
で
あ

る
が
、和
製
画
譜
と
し
て
は
初
め
て
の
多
色
刷
り
で
あ
り
、画

譜
の
展
開
が
印
刷
技
術
の
発
達
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

十
八
世
紀
後
半
以
降
の
画
譜
は
百
花
繚
乱
の
様
相
を
呈

た
今
日
で
は
、そ
の
評
価
の
高
ま
り
と
と
も
に
研
究
も
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
、こ
う
し
た
画
譜
を
見

る
に
は
デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
が
格
好
の
道
案
内
役
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、実
物
を
手
に
取
る
こ
と

が
一
番
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、実
際
に
は
そ
れ

が
叶
わ
な
い
こ
と
が
多
い
し
、残
念
な
が
ら
、美
術
館
に
お
け

る
展
示
な
ど
で
は
、本
と
い
う
形
態
ゆ
え
に
一
冊
に
つ
き
見
開

き
一
丁（
二
頁
に
相
当
）と
い
う
制
約
が
つ
き
ま
と
う
。か
た
や

デ
ジ
タ
ル
上
の
本
は
、お
好
み
の
画
譜
を
探
し
、め
く
り
な
が

ら（
ク
リ
ッ
ク
、ス
ワ
イ
プ
し
な
が
ら
）画
家
の
筆
遣
い
を
堪
能

す
る
も
よ
し
、模
写
す
る
も
よ
し
、比
べ
る
も
よ
し
、自
由
に
開

か
れ
て
い
る
。

今
後
、画
譜
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
私
た
ち
の
身
近
な
も
の

と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
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松
平
莉
奈
展「
う
つ
し
の
な
ら
ひ 

―
絵
描
き
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
―
」で
特
別
展
示
さ
れ
て
い
た
。

「
う
つ
し
の
な
ら
ひ
」は
、国
文
研
の
古
典
籍
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
画
像
を
中
心
に
、江
戸
時
代
の
絵
手
本
数
十
種
を

選
び
、松
平
さ
ん
自
身
が
、そ
れ
を
模
写
し
た
絵
を
展
示
し
た
も
の

だ
。模
写
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、興
味
深
か
っ
た
の
は
、模
写

す
る
対
象
の
選
択
だ
っ
た
。現
代
画
家
で
あ
る
松
平
さ
ん
の
創
造
力

の
ア
ン
テ
ナ
が
と
ら
え
た
絵
が
そ
こ
に
は
並
ん
で
い
た
。そ
の
場
に
、

『
古
典
の
未
来
学
』の
表
紙
絵
は
、実
に
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
た
。

遡
っ
て
二
〇
一
八
年
の
七
月
の
こ
と
、古
典
イ
ン
タ
プ
リ
タ
の
有
澤

知
世
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
り
、十
八
世
紀
の
江
戸
文
芸
、と
く
に
雅

俗
概
念
に
つ
い
て
、松
平
さ
ん
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
が
あ
っ
た
。荒
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
知
り
合
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、松
平
さ
ん
が
指
名
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
、私
は

一
〇
〇
枚
以
上
の
ス
ラ
イ
ド
を
準
備
し
た
。と
こ
ろ
が
雅
俗
の
概
念

は
、図
式
的
に
説
明
す
る
と
一
見
簡
単
な
の
だ
が
、一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。普
段
の
授
業
で
は
さ
ら
っ
と
説
明
す
る
と
こ

ろ
を
、私
は
自
分
な
り
に
少
し
突
き
詰
め
て
考
え
た
た
め
に
、わ
か
り

に
く
い
説
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
の
場
だ
か

ら
こ
そ
、私
は
現
代
に
お
い
て
、十
八
世
紀
の
雅
俗
観
が
ど
う
い
う
意

味
を
持
つ
の
か
、あ
る
い
は
現
代
の
目
か
ら
十
八
世
紀
の
雅
俗
観
は

ど
う
見
え
る
の
か
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。そ
れ
が
私
を
混

乱
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、研
究
者
の
混
乱
と
は
、新
た
な
問
い
の
発
生

に
他
な
ら
な
い
。私
は
そ
こ
か
ら
新
た
な
雅
俗
論
の
手
が
か
り
を
得

た
気
が
す
る
。松
平
さ
ん
に
何
か
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

研
究
者
と
芸
術
家
の
共
創
を
、短
期
間
の
試
み
で
終
え
て
し
ま
っ

た
ら
、そ
の
可
能
性
も
小
さ
な
波
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。う
ま

く
い
か
な
い
時
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、共
創
を
持
続
的
に
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、広
く
、深
く
、多
様
な
試
み
が
可
能
と
な
り
、小
さ
な

波
が
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、研
究
に
も
芸
術

に
も
、新
た
な
地
平
が
拓
か
れ
る
は
ず
だ
。そ
の
た
め
に
は
、是
非
、

こ
の
事
業
の
国
文
研
全
館
挙
げ
て
の
、持
続
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
す
る
。

「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
」は
、普
段
私
た
ち
が
研
究
対
象
と

し
て
い
る
古
典
籍
を
、芸
術
家
の
創
造
の
材
料
あ
る
い
は
契
機
に
し

て
も
ら
う
た
め
、研
究
者
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
芸
術
を
共
創
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
理
解
し
て
い
る
。古
典
籍
を
活
か
し
、研

究
者
に
も
芸
術
家
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
の
が
理
想
。私
が
少
し
だ
け

関
わ
っ
た
限
り
で
は
、そ
れ
は
上
手
く
い
っ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
る
。

な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
投
企
す
る
古
典
性
」

（
私
な
り
の
解
釈
で
は
、古
典
を
未
来
志
向
で
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）と
い
う
、私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
日
文
研
の
荒
木
浩
教
授

企
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
一
九
年
度
）と
親
和

性
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。そ
の
親
和
性
の
象
徴
が
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
一
人

で
あ
る
松
平
莉
奈
さ
ん（
と
そ
の
絵
）で
あ
る
。松
平
さ
ん
自
身
、荒

木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、発
表
も
し
て
い
る
が
、「
投
企
す
る
古

典
性
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
と
し
て
世
に
問
わ
れ
た『
古
典
の
未
来
学
』

（
文
学
通
信
、二
〇
二
〇
年
）と
い
う
分
厚
い
本
の
表
紙
の
絵
を
描
い

て
話
題
に
な
っ
た
。そ
の
原
画
が
、二
〇
二
〇
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
、

「投企する古典性」としての
「ないじぇる芸術共創ラボ」

飯 倉  洋 一

飯 倉  洋 一  I i kura Yoichi　

大阪大学大学院文学研究科教授。九州大学大学院博士後期課程中退。同大学助手、山口大学助教授などを
経て現職。博士（文学）。主な編著書に『秋成考』（翰林書房、2005年）、『上田秋成　絆としての文芸』（大阪
大学出版会、2012年）、『前期読本怪談集』（国書刊行会、2017年）など。

column 05
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ピーター・Ｊ・マクミラン  紹介ページ
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/macmillan/index.html

Translator In Residence
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アイルランド生まれ。アイルランド国立大学卒業後、渡米し、博士号を取得。杏林大学教授などを歴任。日本在住歴30年。
2008年『One Hundred Poets, One Poem Each』（英訳・小倉百人一首）で日米友好基金日本文学翻訳賞、日本翻訳家協会日
本翻訳文化特別賞を受賞。2016年に伊勢物語の英訳『The Tales of Ise』を出版。2017年、『英語で読む百人一首』を文春文
庫より刊行。2019年に、英訳百人一首カルタ『Whack A Waka 百人イングリッシュ』をカワダより刊行。

TIR就任期間　2017年10月～2020年3月

ピ
ー
タ
ー・Ｊ
・マ
ク
ミ
ラ
ン

翻
訳
家

P
e
te

r・
J・

M
a

c
M

illa
n

言
語
を
と
お
し
て
、

和
歌
の
美
意
識
を
探
る
旅
へ

「
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の 

声
聞

く
と
き
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」
は
百
人一首
で

お
な
じ
み
の
和
歌
だ
が
、英
訳
し
よ
う
と
す

る
と
き
、〝
主
体
〟が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
く
。紅
葉
を
踏
み
分
け
て
い
る
の

は
、和
歌
の
詠
み
手
か
、そ
れ
と
も
鹿
か
。

二
つ
の
世
界
観
の
境
目
の
曖
昧
さ
が
魅
力

だ
と
考
え
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、敢
え
て
主

語
を
入
れ
ず
に
英
訳
し
た
。マ
ク
ミ
ラ
ン

の
翻
訳
の
軌
跡
は
、和
歌
が
背
負
う
美
意

識
を
探
る
旅
路
で
も
あ
っ
た
。

「Who is “making a path through the fallen leaves”? 　 　
  The stag? The poet?」
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かささぎの わたせる橋にをく霜の 白きをみれば 夜ぞふけにける

How the night deepens.

A ribbon of the whitest frost

is stretched across

the bridge of magpie wings

the lovers will cross.

天の川にかささぎが翼をつらねてかけている橋、

その橋に置いている白い霜を見ると、

ああ、夜が更けたのだなあ。

107 106

『扇の草紙』翻訳コンテンツ「Found in Translation」（2020年）

文
字
と
絵
が
融
合
す
る
文
芸

の
在
り
方
に
関
心
を
寄
せ
る
マ
ク

ミ
ラ
ン
さ
ん
が
翻
訳
に
挑
戦
し
た

の
は
、扇
型
の
画
面
に
描
か
れ
た

「
絵
画
」と
、そ
の
周
囲
に
書
か
れ

た
「
和
歌
」
を
一
緒
に
読
み
解
く

「
扇お

う
ぎ

の
草そ

う
紙し

」と
い
う
一
群
の
作
品

で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
存
在
す
る
「
扇
の
草
紙
」の
う

ち
、屏
風
「
扇
の
草
紙
」（
113
頁
）

と
巻
子
本『
阿お

不う

幾ぎ

集し
ゅ
う

』（
114
頁
）

に
出
会
っ
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
は
、

研
究
者
と
共
に
、丹
念
に
作
品
の

読
み
解
き
を
始
め
ま
し
た
。

和
歌
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
絵

は
、必
ず
し
も
そ
の
歌
を
直
接
ビ

難
し
さ
曖
昧
さ
こ
そ
魅
力

ピーター 2・3

ピーター 6

マクミラン氏が「扇の草紙」英訳の過程で感じた日本の自然美や日本文化の魅力を広く発信するた
めに、アニメーション技術や和歌の世界を表現したデジタルコンテンツ。
国文学研究資料館蔵の屏風『扇の草紙』と絵巻『阿不幾集』（114頁）の高精細画像と、書かれている
和歌の原文、現代語訳、マクミラン氏による英訳、エッセイ、研究者による解説が搭載されている。

制作：凸版印刷株式会社　監修：国文学研究資料館　翻訳・監修：ピーター・J・マクミラン
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©えくてびあん
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ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
も
の
で
は
な

く
、謎
解
き
を
楽
し
む
よ
う
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば「
か

さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
に
を
く
霜

の 

白
き
を
み
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に

け
る
」
と
い
う
歌
に
は
、傘
を
さ

し
た
二
羽
の
鷺さ

ぎ
が
橋
を
渡
っ
て
い

る
絵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、「
か

さ
さ
ぎ
」
と
い
う
言
葉
を
導
く
判

じ
絵
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可

能
な
歌
も
。「
か
さ
さ
ぎ
の
」の
歌

に
登
場
す
る
「
橋
」
に
は
二
つ
の

解
釈
が
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、

年
に
一
度
七
夕
の
日
に
だ
け
天
の

川
に
か
か
り
、織
姫
と
彦
星
の
束

の
間
の
逢
瀬
を
手
引
き
す
る「
鵲

か
さ
さ
ぎ

橋
」、も
う
ひ
と
つ
は
殿て

ん

上じ
ょ
う

人び
と

が

恋
人
と
の
密
会
の
た
め
に
渡
る

「
宮
中
の
橋
」。マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん

は
、ど
ち
ら
に
も
解
釈
で
き
る
よ

う
、

“
the lovers w

ill cross”

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
補
っ
て
英
訳

を
行
い
ま
し
た
。

翻
訳
す
る
上
で
苦
労
し
た
部

分
に
こ
そ
、日
本
文
化
の
特
質
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、と
考
え

た
マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
は
、翻
訳
の
過

程
で
浮
か
ん
だ「
問
い
」
を
手
が

か
り
に「
扇
の
草
紙
」
を
読
み
解

き
、日
本
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ「Found 

in T
ranslation

」
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
し
た（
制
作
：
凸
版

印
刷
株
式
会
社
）。

イベント「デジタル発和書の旅  ひるがえる和歌たち」
白拍子とともに和英
歌合せを行った。

ピーター・J・マクミラン
「WHACK A WAKA　
百人イングリッシュ」

（2019年）

百人一首大会
「100人ぐりっ首」
（2018年8月/2019年8月）

マクミラン氏による英訳
百人一首カルタ。取り札
と読み札に、その歌の世
界観を表現した絵を描
き、「絵合わせカルタ」の
ようにも遊ぶことができ
るようにしたことにより、
和歌の世界により親しみ
やすくなっている。

マクミラン氏のカルタを用いて開催
（於立川市柴崎学習館講堂）。立川

市の中学生が、英語を通じて和歌の
世界に親しんだ。

ピーター 5



Peter・J・MacMil lan ’s　project Peter・J・MacMil lan ’s　project

1

2

3 4

古典インタプリタ日誌（ワークショップ詳細）
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html#peter

マクミラン氏とキャンベル館長の対談動画
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_contents/macmillan/ogi2/index.html

「Found in Translation」を活用しながら、『扇の草紙』の魅力について語る

111 110

時
に
は
謎
解
き
が
求
め
ら
れ
る

「
扇
の
草
紙
」に
つ
い
て
、研
究
者
と

共
に
読
解
し
て
ゆ
く
過
程
で
、日
本

と
西
洋
の
文
化
的
背
景
の
違
い
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
た
り
、英
語
の
詩
と
し
て
表

現
す
る
際
に
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
す
べ
き
か
検

討
し
、推
敲
を
重
ね
た
。ま
た
、「
扇

の
草
紙
」の
魅
力
を
十
分
に
表
現
で

き
る
形
で
翻
訳
を
発
表
す
る
た
め
に
、

凸
版
印
刷
株
式
会
社
を
交
え
、議
論

を
繰
り
返
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

❶完成した「Found in Translation」を活用し、キャンベル館長と共に日本文化の魅力を語り合う。 　
❷「扇の草紙」のより良い翻訳の在り方を、研究者と共に追求した。  ❸❹「ひるがえる和歌たち」で『扇の草紙』について語る。



Commentary Commentary
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『鶴
つる

丸
まる

紋
もん

ちらし哥
うた

かるた』『扇
おうぎ

の草
そう

紙
し

』 江戸中期写　かるた   1箱（上下句札各100枚）江戸初期写　6曲1隻（屏風1曲：縦95.5㎝×横284.4㎝、料紙：縦31.8㎝×横24.0㎝）

歌
か

仙
せん

絵
え

入りの百人一首かるた。箱は二重で、漆塗内箱の鶴丸紋から一説に日野家旧蔵かとする。
読み札は上部に作者名と上句、下部に歌仙絵を描き、取り札は下句散らし書き、いずれも帙

ちつ

の内
側に舞楽の図を描く。江戸初期の図様では崇

す

徳
とく

院
いん

を臣下用の高
こう

麗
らい

縁
べり

畳に配するが、本作では天
皇用の繧

うん

繝
げん

縁
べり

畳に配する。また、ともに繧繝縁畳を配されることの多い祐
ゆう

子
し

内
ない

親
しん

王
のう

家
け

紀
き

伊
い

と待
たい

賢
けん

門
もん

院
いん

堀
ほり

河
かわ

のうち、後者のみ高麗縁畳とする点に特徴がある。（岡田貴憲）

扇絵とそれにちなむ和歌を描いた「扇の草紙」と総称される作品群のひとつ。「扇の草紙」は、実
際の扇絵を見せて画題の和歌を当てる遊びから生まれたとされ、室町後期から江戸前期にかけ
ては絵巻や奈良絵本にも仕立てられた。本作は奈良絵本の料紙を屏風に貼り付けたもので、扇
絵の背景に扇同様、風に縁のある柳の木を描く点に特徴がある。青々とした春の柳や雪の積も
る冬の柳なども見え、四季を描き込もうとする意識がうかがえる。（恋田知子）

古 典 籍 解 説
ピーター 4ピーター 9



Yasuhara Makoto Commentary
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古
典
文
学
の
中
に
は
、歴
史
に
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
に
は
、知
ら
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。『
扇

の
草
子
』も
そ
の
一
つ
だ
。戦
国
時
代
末
期

か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
人
た
ち
に
大
変
人

気
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
に
、今
と
な
っ
て
は
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
制
作
し
、ど
う
享
受
さ
れ

て
い
た
か
さ
え
よ
く
分
か
ら
な
い
。

で
も
、ど
う
や
ら
、古
典
文
学
と
聞
く
と

ち
ょ
っ
と
堅
苦
し
さ
が
あ
る
が
、『
扇
の
草

子
』は〈
読
む
〉よ
り
も〈
見
る
〉、且
つ〈
文

『
扇
の
草
子
』の
魅
力 

—
—

三
つ
の
扉
と
三
つ
の
世
界—

—

小
論
文

安
原 

眞
琴

　
　
　

立
教
大
学

兼
任
講
師

Y
a

su
h
a

ra
 M

a
ko

to

『阿
お

不
う

幾
ぎ

集
しゅう

』

『奈
な

良
ら

絵
え

豆
まめ

扇
おうぎ

図
ず

面
めん

』

室町末期写　巻子１軸　縦18.2㎝×全長380㎝

江戸前期写　画帖１帖　縦14.1㎝×横17.8㎝

通常の絵巻の半分ほどの大きさの「小
こ

絵
え

」と呼ばれる絵巻の「扇の草紙」。扇流しのように傾きをも
たせ、黒

くろ

骨
ほね

を付けた扇面が全30図描かれ、対応する和歌30首を添える。画風はおおらかで素朴なが
ら、背景の景物まで省略せずにしっかりと描き、物語絵の趣を感じさせる。上質の鳥

とり

の子
こ

紙の料紙に
金泥・銀泥・丹を豊富に使用した豪華絵巻。表紙や絵巻を収める内箱も制作当時のものと考えられ、
箱表に「阿不幾集」と墨書されることから、「あふき集」と称されていたことがわかる。（恋田知子）

もと冊子本か絵巻であった「扇の草紙」から、扇絵のみを扇骨の部分まで切り抜いて画帖に貼り
付けたもの。他に例を見ない形式の「扇の草紙」で、書名は本作を収める帙に貼られた後題簽に
基づく。和歌が付されていないため、画題の特定できない扇絵もある。杜若の咲き乱れる入り組
んだ水辺に佇む貴公子の扇絵は、『伊勢物語』第九段「東下り」、八橋での和歌「から衣きつつ
なれにしつましあればはるばるきぬる旅をしぞ思ふ」を描いたものであろう。（恋田知子）

ピーター 11

ピーター 10
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学
〉よ
り
も〈
遊
び
〉と
の
親
和
性
が
高
い
、簡
単
に
言
え
ば
、

見
る
だ
け
で
楽
し
め
る
作
品
群
の
よ
う
で
あ
る
。伝
本
に
は

原
型
を
留
め
る
も
の
は
少
な
く
、断
簡
と
呼
ば
れ
る
、冊
子
本

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
一
頁
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い

の
だ
が
、こ
れ
も
、一
頁
で
も
持
っ
て
い
た
い
、眺
め
て
い
た
い

と
い
う
人
が
、た
く
さ
ん
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

ま
た
、断
簡
も
含
め
た
伝
本
数
は
、毎
年
の
よ
う
に
巷
間

か
ら
発
見
さ
れ
る
な
ど
し
て
増
え
て
お
り
、管
見
の
限
り

二
〇
二
〇
年
現
在
五
五
本
に
の
ぼ
る
が
、ほ
と
ん
ど
が
十
七

世
紀
前
後
に
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、こ
の
時
期
の
需
要
が

高
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。な
お
、「
扇
の
草
子（
草
紙
）」と
は

全
伝
本
の
総
称
で
、実
は
伝
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
書
名
が
付

い
て
い
る
の
で
、便
宜
的
に
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、こ
こ
で
は〝
扉
と
世
界
〟

に
た
と
え
な
が
ら
三
つ
あ
げ
た
い
。『
扇
の
草
子
』は
、扇
面
の

枠
内
に
描
か
れ
た〈
絵
〉と
、そ
の
周
囲
に
散
ら
し
書
き
さ
れ
た

〈
和
歌
〉か
ら
成
る
が
、ま
ず〈
和
歌
〉と
い
う
扉
を
開
こ
う
。

し
た〈
遊
び
〉の
世
界
で
あ
る
。伝
本
に
は
、扇
絵
は
挿
絵
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
以
前
は
、本

物
の
扇
に
絵
が
描
か
れ
た
実
際
の
扇
絵
を
見
せ
て
、そ
れ
が

何
の
和
歌
を
描
い
た
も
の
か
を
当
て
る
、な
ぞ
な
ぞ
の
よ
う
な

〈
遊
び
〉が
行
わ
れ
て
お
り
、『
扇
の
草
子
』は
そ
れ
を
基
に
冊

子
本
や
絵
巻
と
い
っ
た
体
裁
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

な
の
で
あ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の『
月
次
風
俗
図
屏
風
』は
、そ
の

〈
遊
び
〉の
世
界
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
伝
え
て
く

れ
る
貴
重
な
絵
画
資
料
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、扇
絵
か
ら

和
歌
を
当
て
る
な
ぞ
な
ぞ
遊
び
は
、裕
福
そ
う
な
子
ど
も（
小

学
一
年
生
く
ら
い
の
男
の
子
）の
た
め
の
、野
外
の
お
花
見

パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。こ
の
遊
び
に
は
、楽
し
み
な
が
ら
和
歌
を
覚
え
る
、

教
育
的
な
側
面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

見
て
き
た
よ
う
に『
扇
の
草
子
』は
、三
つ
の
扉
と
三
つ
の

世
界
を
内
包
す
る
、豊
富
で
複
雑
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。

す
る
と
、四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
か
ら
、喜
怒
哀
楽
と

い
っ
た
繊
細
な
心
情
ま
で
、日
本
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
世
界

に
誘
わ
れ
る
。

次
に
見
え
て
く
る
の
は
、〈
和
歌
〉と〈
絵
〉が
融
合
し
た
扉

で
あ
る
。テ
キ
ス
ト
を〈
主
〉、そ
れ
を
説
明
す
る
絵
を〈
従
〉

と
す
る
絵
本
は
多
い
が
、『
扇
の
草
子
』の
場
合
、両
者
は
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
、扉
も
二
つ
で
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
扉
を
開
け
る
と
、和
歌
や
絵
を
単
体
で
見
て
い
た
と
き

に
は
気
付
か
な
か
っ
た
、新
た
な
世
界
に
出
会
う
こ
と
が
で 

き
る
。

例
え
ば
、算
数
の
九
九
を
詠
ん
だ〈
和
歌
〉と
、一
頭
の
猪
の

〈
絵
〉が
あ
る（
挿
図
参
照
）。も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
鑑

賞
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、和
歌
と
絵
で
一
如
の
扉
を
開
け
る

と
、動
物
の
猪（
し
し
）と
九
九
の
四
四（
し
し
）と
が
二
重
写

し
に
な
っ
た
、不
思
議
な
世
界
が
立
ち
現
れ
る
。

最
後
に
、〈
扇
〉と
い
う
扉
を
開
く
と
、さ
ら
に
意
外
な
世

界
に
逢
着
す
る
。そ
れ
は
、〈
文
学
〉と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
超
越

も
っ
と
も
魅
力
は
三

つ
に
留
ま
ら
な
い
。

む
し
ろ
、見
る
人
ご

と
に
異
な
る
扉
と
世

界
が
現
れ
る
、魅
力

の
尽
き
な
い
作
品

群
と
言
っ
た
方
が
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、扉
は
常
に
目

に
見
え
る
と
は
限
ら
な
い
。そ
れ
を
探
す
コ
ツ
は
、〈
和
歌
〉や

〈
絵
〉、〈
文
学
〉や〈
遊
び
〉と
い
っ
た
既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
に
拘

ら
ず
、心
と
頭
を
柔
軟
に
解
き
放
つ
こ
と
に
あ
り
そ
う
だ
。

安
原 

眞
琴
（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）

著
書
に『『
扇
の
草
子
』の
研
究
―
遊
び
の
芸
文
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
三
年
）、共
著
に『A

 Book of Fans

』（Karolinum
, 

チ
ェ

コ
、二
〇
一
六
年
）、映
画「Last G

eisha-M
adam

e M
inako

」

（m
akotooffice, 

二
〇
一
三
年
）撮
影
・
編
集
・
制
作
な
ど
が
あ
る
。

挿図  架蔵『扇の草紙』伝嵯峨本（複製）。
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を
主
要
言
語
と
し
て
い
る
者
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
二
カ
国
語
の

相
互
変
換
は
言
語
の
変
換
の
み
で
な
く
、異
文
化
の
境
目
を
縮
め
る

行
為
が
目
の
当
た
り
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、と
て
も
感
慨
深
く

拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
語
と
英
語
は
、言
語
と
し
て
の
文
法
は
も
と
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
術
や
、ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、文
化
の
象
徴
で
も
あ
る
言
葉
は
、書
か
れ
た
も
の
で
も
、口

頭
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
も
、生
き
て
い
る
証
と
し
て
歴
史
を
構
成

か
つ
記
録
す
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。そ
う
す
る
と
、日
本
を
日
本

た
る
も
の
に
定
義
つ
け
る
一
要
因
で
も
あ
る
日
本
語
と
そ
の
記
録
を

綴
っ
た
古
典
籍
を
、様
々
な
切
り
口
か
ら
再
考
察
す
る
こ
と
が
、な
い

じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
の
存
在
意
義
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果

と
し
て
形
に
な
る
も
の
は
、現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
時
空
を
超
え
て

の
古
典
籍
と
の
合
作
だ
っ
た
り
、か
る
た
の
よ
う
な
伝
統
的
な
遊
戯

が
新
し
い
形
に
蘇
っ
た
り
、な
ど
、多
種
多
様
で
す
が
、一
人
一
人
が
携

わ
っ
た
そ
の
過
程
こ
そ
に
、日
本
語
、そ
し
て
、日
本
文
化
の
奥
深
さ
、

奥
ゆ
か
し
さ
、華
や
か
さ
、哀
れ
な
ど
を
再
発
見
で
き
る
こ
と
が
素
晴

ら
し
い
、と
感
じ
ま
す
。

な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
は
、古
典
籍
と
い
う
紙
媒
体
を
扱
っ
て

い
る
研
究
所
に
も
関
わ
ら
ず
、ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
、海
外
に
い
る
自
分
と
し
て
は
、嬉
し
い
限
り

で
す
。も
ち
ろ
ん
、百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
な
の
で
す
が
、サ
イ
ト
で

の
動
画
配
信
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
擬
似
体
験
が
で
き
る
こ
と

は
、な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
の「
現
在
」を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、活
動
を
記
録
す
る
大
切
な
見
聞
録
に
も
な
る
こ
と
を
願
っ
て

止
み
ま
せ
ん
。

古
い
も
の
は
、解
読
し
づ
ら
い
と
感
じ
ら
れ
が
ち
な
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、情
報
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。な
い

じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
は
、違
う
分
野
の
専
門
家
と
一
緒
に
、文
化
・

時
空
・
媒
体
ま
で
を
越
境
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、そ
の

探
究
の
楽
し
さ
や
醍
醐
味
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
に
携
わ
っ
て
い
る
ロ
バ
ー 

ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
館
長
や
有
澤
知
世
先
生
、そ
し
て
国
文
学
研
究
資
料

館
の
神
作
研
一
先
生
な
ど
の
日
々
の
ご
尽
力
や
研
究
結
果
が
こ
れ
か

ら
も
、よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、ご
活
動
を
遠
い
空
の
下
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、二
〇
一
九
年
八
月
に
遡
る
真
夏
日
。立
川
柴
崎
学
習
館
の

講
堂
に
足
を
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
、張
り
詰
め
る
空
気
の
中
、中
学
生

の
皆
さ
ん
が
、対
面
し
正
座
し
て
、一
心
不
乱
に
集
中
し
て
い
る
光
景

が
目
に
入
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
没
頭
し
て
い
る
の
は
、小
倉
百
人
一

首
。そ
れ
も
、ピ
ー
タ
ー
・
Ｊ
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
先
生
の
英
訳
版
で
の
か
る

た
大
会
で
す
。

例
え
ば
、光
孝
天
皇
の
十
五
番
の
歌
は
、マ
ク
ミ
ラ
ン
先
生
の
英
訳

だ
と
こ
う
な
り
ま
す
。

For you, I cam
e out to the fields to pick the 

first spring greens.
A

ll the w
hile, on m

y sleeves a light snow
 

falling.

抑
揚
を
つ
け
た
詠
み
方
だ
と
、朗
唱
の
よ
う
に
も
呪
文
の
よ
う
に

も
聞
こ
え
る
の
で
す
が
、最
初
は
、耳
で
聞
き
慣
れ
た
日
本
語
の
美
し

い
言
葉
と
は
全
然
違
う
英
語
の
節
に
、若
干
、違
和
感
を
感
じ
た
こ

と
も
確
か
で
し
た
。し
か
し
、か
る
た
大
会
が
進
む
に
つ
れ
、マ
ク
ミ

ラ
ン
先
生
の
英
訳
が
、自
然
と
頭
の
中
で
日
本
語
に
変
換
さ
れ
る
不

思
議
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。北
ア
メ
リ
カ
で
育
ち
、大
人
に
な
っ
て

か
ら
日
本
社
会
に
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
つ
つ
も
、仕
事
上
は
、英
語

ないじぇるというプリズムで
日本文化を再考察する重要さ

塩野入 弥生

塩野入 弥生  Yayoi Shionoir i  　

クリス・バーデンのエステートとナンシー・ルービンズスタジオのエグゼクティブ・ディレクターとしてバーデンの遺作の管
理と、ルービンズのアーティスト活動の促進を行う。創造産業分野で活躍するクライアントを法律面で支援する東京のシ
ティライツ法律事務所の米国アライアンスパートナーでもある。アートと法律の分岐点についての記事を多数発表。アー
ティストのマネージメント、契約書の取り交わし、著作権に関する問題、そして展示に関わる法務全般に造詣が深い。米
日財団日米リーダーシッププログラムフェロー、そしてアジアソサエティAsia 21ヤングリーダーも務める。ハーバード大学
卒業。コーネルロースクール修了。コロンビア大学日本現代美術史修士課程修了。(www.yayoishionoiri.com)
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山
田 
卓
司

情
景
作
家

Y
a

m
a

d
a

 Ta
ku

ji

江
戸
時
代
の
風
景
が

　
　
　
　

 　

今
、蘇
る 

旅
の
要
所
で
あ
っ
た「
東
海
道
五 

十
三
次
」
の
風
景
を
、鉢
植
え
の

な
か
に
作
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う

江
戸
時
代
の
発
想
が
、令
和
の

今
、「
情
景
王
」の
手
で
現
実
に
。

東
海
道
五
十
三
次
の
中
に
入
り

込
み
、時
空
を
超
え
て
旅
す
る
よ

う
な
感
覚
に
陥
る
三
体
の
ジ
オ

ラ
マ
た
ち
。

さ
あ
、江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
よ
う
。

●主な受賞歴　　'80年 「第８回タミヤ人形改造コンテスト」金賞、'88年 「第１６回タミヤ人形改造コンテスト」金賞、'94年 テ
レビ東京「ＴＶチャンピオン」第１回全国プロモデラー王選手権 優勝、'95年 テレビ東京「ＴＶチャンピオン」第２回全国プロモデ
ラー王選手権 優勝、「ユーロ・ミリテール」（英国）情景部門 金賞、'98年 テレビ東京「ＴＶチャンピオン」第５回全国プロモデラー
王選手権 優勝、'99年 テレビ東京「ＴＶチャンピオン」第６回全国プロモデラー王選手権 優勝

●代表的な作品集　　情景王—山田卓司作品集 （ホビージャパン刊）、情景王 The diorama King! （エクシング刊 Windows, 
Mac Hybrid CD-ROM)、LABOR in Action TAKUJI YAMADA DIORAMA WORLD （バンダイ刊）

1959年（昭和34年）静岡県浜松市に生まれる。幼い頃より模型工作を趣味とし、中学時代には地
元のデパートで行われた模型コンテストで毎年入賞。高校時代には模型同好会を発足、社会人の
模型サークル「ダス・ライヒの会」設立にも参加する。78年に上京、日本工学院専門学校に入学。
在学中に模型雑誌『月刊ホビージャパン』に執筆を始める。卒業後は工業模型製作会社にて、原
子力プラントや工業模型の製作に従事。87年、浜松市に戻りフリーのプロモデラーとして活動開
始。模型雑誌で作品を発表する傍ら、商品原型、イベント用情景を製作。静岡、浜松、鳥取、沖縄
などでジオラマ作品展を開催、模型教室の講師、テレビ出演など多数。
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『東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

  鉢
はち

山
やま

図
ず

会
え

』
木村唐船作・歌川芳

よし

重
しげ

画 　
嘉永元年〈1848〉刊　
半紙本　2冊

歌川広重画の最も有名な保永堂
版浮世絵『東海道五拾三次』を基
に作成した鉢山を絵画化し、多

た

色
しよく

摺
すり

絵本にしたもの。鉢山とは、盆
に石や土を盛り、植物なども使っ
て立体化した盆栽に類似した作り
物をいう。一方、それより早くから
存在した中国風の同種のものは、

「占
せん

景
けい

盤
ばん

」と称され、中国風と日本
風は厳密に区別される。現在世界
的なブームとなっている、東洋の園
芸文化である自然の縮景〈盆栽〉の
一変型といえる。（山下則子）

作 品 紹 介
古 典 籍 解 説

蘇る「東海道五十三次」

山田 2

山田 3

山田卓司「鉢山図会 日本橋」（2020年） ジオラマ作品　35.5cm×36.5cm×29cm

『東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

  鉢
はち

山
やま

図
ず

会
え

』（日本橋）
木村唐船作・歌川芳

よし

重
しげ

画 　嘉永元年〈1848〉刊　
半紙本　2冊

素材となった歌川広重画、保永堂版浮世絵『東海道五拾三
次』の「日本橋」には、遠方に火の見櫓、手前に日本橋がある。
橋上に大名行列先頭の先

さき

箱
ばこ

と大
おお

鳥
とり

毛
げ

の長槍を高く立てた足
軽、その後ろに打

ぶつ

裂
さき

羽
ば

織
おり

の徒
か

士
ち

衆
しゆう

、画面左側に魚
うお

河
が

岸
し

から魚
を仕入れた棒

ぼ

手
て

振
ふ

りが描かれている。一方『鉢山図会』には、
浮世絵には存在しない富士山と江戸城を加えて、道中双六振
り出し図に相応しい伝統的図柄になっている。（山下則子）

山田 6
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山田 7

山田 4

『東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

  鉢
はち

山
やま

図
ず

会
え

』（池
ち

鯉
り

鮒
ふ

）
木村唐船作・歌川芳

よし

重
しげ

画 　嘉永元年〈1848〉刊　
半紙本　2冊

素材となった歌川広重画、保永堂版浮世絵『東海道五拾三次』
の「池鯉鮒」（現在は知立と表記） は、『東海道名所図会』巻之
三の挿絵に「池鯉鮒駅の馬市」として載る、初夏の馬市の情景
を基にして、浮世絵では緑の色調の地平線を設けた原野と改
め、談合松（馬の値段を決める場所）と群衆を奥の中央に据え
た図とした。一方『鉢山図会』では、起伏のある地形の中に、柳
が二本生え、馬三頭、馬方二人が描かれている。（山下則子）

山田卓司「鉢山図会 池鯉鮒」（2020年） ジオラマ作品　36.5cm×35cm×37cm

山田 8

山田 5

『東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

  鉢
はち

山
やま

図
ず

会
え

』（京三条大橋）
木村唐船作・歌川芳

よし

重
しげ

画 　嘉永元年〈1848〉刊　
半紙本　2冊

素材となった歌川広重画、保永堂版浮世絵『東海道五拾三
次』の「京師」には、画面中央に三条大橋を横たえ、その後ろ
に町並み、背景に東山の山並みとその背後に比叡山を思わせ
る茶色い高山が描かれる。『鉢山図会』は浮世絵に忠実に、手
前に三条大橋、その後ろに町並み、更に後方に高山が描かれ
ている。町並みに描かれる複数の横線は、遠方風景の距離感
を表す「すやり霞」という伝統的表現方法である。（山下則子）

山田卓司「鉢山図会 京三条」（2020年） ジオラマ作品　33cm×29cm×30cm
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古 典 籍 解 説
山田 9

山田 10

山田 11

山田 12

『役
やく

者
しや

見
み

立
たて

  東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

』  
（程ヶ谷駅  妼

こしもと
おかる） 

『役
やく

者
しや

見
み

立
たて

  東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

』  
（戸塚駅  早野勘平） 

三代目歌川豊国画　
嘉永五年〈1852〉三月改印　
大判錦絵（縦35.1㎝横25.0㎝）　1枚

三代目歌川豊国画　
嘉永五年〈1852〉三月改印　
大判錦絵（縦35.1㎝横24.9㎝）　1枚

天保四年（1833）三月上演歌舞伎『仮名手本
忠臣蔵』四段目裏初演の浄瑠璃道行『道行
旅路の花婿』は、塩

えん

冶
や

判
はん

官
がん

が高
こう

師
もろ

直
なお

に斬りつ
けた時に居合わせなかった、判官の近

きん

習
じゆ

早野
勘平を、恋人の腰元お軽が、実家のある京山
崎に連れて行く道中を舞踊化したもの。鎌倉
から戸塚の山中を越えて行く。背景は帷

かたびらがわ

子川
にかかる橋で『江戸名所図会』所載の挿絵に
類似する。お軽は歌舞伎役者、初代坂東しう
かの似顔で描かれている。（山下則子）

天保四年（1833）三月上演歌舞伎『仮名手本
忠臣蔵』四段目裏初演の浄瑠璃道行『道行
旅路の花婿』は、鎌倉から京山崎に落ち行く
途中の、戸塚の山中と設定されている。歌川
広重画『東海道五拾三次』「戸塚」には休処
が大きく描かれるが、本図では辺鄙な山野が
背景となる。役者は八代目市川團十郎。保土
ケ谷駅の初代坂東しうかとはよく同座した。
画題枠に鷺が描かれるのは、道行を邪魔しよ
うとする鷺

さぎ

坂
ざか

坂
ばん

内
ない

を仄めかすか。（山下則子）

『役
やく

者
しや

見
み

立
たて

  東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゆう

三
さん

駅
つぎ

』  
（京二  真柴久吉） 

『東海道名所図会』

三代目歌川豊国画　
嘉永五年〈1852〉八月改印　
大判錦絵（縦35.1㎝横25.0㎝）　1枚

秋里籬島作　竹原春泉斎他画　
寛政９年（1797）刊　
大本　６巻６冊

『役者見立  東海道五十三駅』目次の京は五
右衛門で、本作は其の二の久吉。安永七年

（1778）初演歌舞伎『金
きん

門
もん

五
ご

三
さんの

桐
きり

』に、京都
南禅寺の山門に登った大盗賊の石川五右衛
門が、桜満開の春景色を愛でていると、巡礼
姿の久吉が山門の柱に「石川や～」の歌を書
き付け、五右衛門が投げた手裏剣を柄

ひ

杓
しやく

で
受け止める場がある。背景は歌川広重画『東
海道五拾三次』を利用し、「すやり霞」も描か
れる。役者は三代目尾上菊五郎。（山下則子）

『都名所図会』（安永９年〈1780〉刊）以降、河内をのぞく畿内（山城、大和、和泉、摂津）の各名
所図会を次々と手がけていった籬島が、はじめて東国を対象とし、かつ国単位ではなく海道に
沿って執筆したもの。籬島は実地調査を行い、東海道に関する多くの先行書を博捜することによ
り、都を起点に東海道の名所をくまなく記した総合的な地誌として高い完成度を誇る。絵師は
竹原春泉斎を筆頭に約三十名の布陣となっており、なみなみならぬ力の入った企画であったこと
が窺われ、実際、他の名所図会同様、好評を博したようである。（木越俊介）
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『
役
者
見
立 

東
海
道
五ご

十じ
ゆ
う

三さ
ん

駅つ
ぎ

』は
、幕

末
の
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）に
出
た
見
立

浮
世
絵
の
揃
物
で
、東
海
道
を
舞
台
と
す

る
、或
い
は
東
海
道
の
地
名
を
踏
ま
え
た

役
柄
の
人
物
を
、歌
舞
伎
役
者
の
似
顔
絵

で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。背
景
に
は
広
重
の

『
東
海
道
五
拾
三
次
』が一部
引
用
さ
れ
る
。

『
役
者
見
立 

東
海
道
五ご

十じ
ゆ
う

三さ
ん

駅つ
ぎ

』の
全
貌

は
膨
大
で
、日
本
橋
か
ら
京
ま
で
が一
覧
で

き
る
目
次
に
記
さ
れ
る
正
式
の（
？
）作
品
、

「
其
の
二
」な
ど
と
記
さ
れ
る
関
連
す
る

「
東
海
道
」の
芸
能
と
文
学 
—
—

江
戸
時
代
の
旅
と
浮
世
絵—

—

小
論
文

山
下 

則
子

国
文
学
研
究
資
料
館

教
授

Y
a

m
a

sh
ita

 N
o

riko

今
回
の
展
示
の
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
加
わ
っ
た
山
田
卓
司
さ

ん
は
、ド
ラ
マ
を
感
じ
さ
せ
る
小
さ
な
世
界
を
創
り
上
げ
る「
情

景
王
」で
す
。

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た『
鉢は

ち
山や

ま
図ず

会え

』（
122
〜
125
頁
）の
美
し

い
絵
画
を
、３
Ｄ
で
表
現
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？ 

と

い
う
問
い
の
前
に
出
現
し
た
、見
事
な
ジ
オ
ラ
マ
の
中
に
は
、日
本

橋
、池
鯉
附
、京
三
条
と
い
う
全
く
異
な
る
環
境
、風
俗
、

人
々
の
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。ジ
オ
ラ
マ
を
隅
々

ま
で
眺
め
る
と
、そ
の
情
景
の
中
に
い
る
人
々
と
同

じ
ペ
ー
ス
で
歩
き
、風
を
感
じ
、か
つ
て
の
日
本

の
土
地
土
地
を
旅
す
る
よ
う
な
感
覚
に
浸

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
田
さ
ん
と
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
と
の
橋
渡
し
や
、共

創
の
サ
ポ
ー
ト
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ

た
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
地
元
・
立
川
に
あ
る
老
舗
玩
具

メ
ー
カ
ー
「
壽
屋
」に
よ
る
も
の
で
す
。一
点
の
古
典
籍
が
き
っ
か

け
で
、素
晴
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
地
元
の
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

目
の
前
に
蘇
る
東
海
道
五
十
三
次　
夢
の
コ
ラ
ボ
の
実
現
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役
柄
の
人
物
が
描
か
れ
る
作
品
、特
に
何
も
記
さ
れ
ず
目
次

と
は
異
な
る
役
柄
の
人
物
が
描
か
れ
る
作
品
、「
品
川
川
崎

間
」の
よ
う
な
間あ

い
の
宿し

ゆ
くシ

リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
、正
確
に
は
つ

か
み
き
れ
な
い
。し
か
も
そ
れ
が
ほ
ぼ
同
年
に
改
印
を
受
け
て

お
り
、画
工
は
も
と
よ
り
彫
師
や
摺
師
も
さ
ぞ
目
ま
ぐ
る
し

く
働
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、高
野
山
や
河
内
の

四
天
王
寺
な
ど
の
信
仰
の
中
心
地
に
繋
が
る
街
道
を
舞
台
と

し
た
語
り
物
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
、阪
口
弘
之
氏

の
ご
研
究（『
古
浄
瑠
璃・説
経
研
究  
近
世
初
期
芸
能
事
情 

街
道
の
語
り
物
』二
〇
二
〇
年
刊
）な
ど
で
詳
細
に
明
ら
か
に

な
っ
た
。例
え
ば
高
野
山
は「
苅か

る

萱か
や

道ど
う

心し
ん

」「
滝
口
横
笛
」「
を

ぐ
り
」な
ど
、四
天
王
寺
は「
し
ん
と
く
丸
」「
さ
ん
せ
う
太

夫
」な
ど
で
あ
る
。こ
れ
は
語
り
物
を
語
り
つ
い
だ
声し

よ
う

聞も
ん

師じ

や
芸
能
民
が
、聖
地
と
街
道
要
衝
を
結
ぶ
よ
う
に
し
て
活
動

し
、信
仰
の
支
持
基
盤
を
庶
民
層
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と

流
の
六
郷
渡
し
で
、権
八
が
立
腹
を
切
る（
立
っ
て
切
腹
す

る
）演
出
も
生
ま
れ
、間
の
宿
シ
リ
ー
ズ
で
は
そ
れ
が
描
か 

れ
る
。

大
磯
宿
は『
曽
我
物
語
』に
登
場
す
る
大
磯
の
虎（
七
代

目
岩
井
半
四
郎
）、も
う
一
つ
は
虎
の
恋
人
で
あ
る
十
郎
祐
成

（
十
二
代
目
市
村
羽
左
衛
門
）で
あ
る
。中
世
の『
曽
我
物

語
』は
、唱
導
家
や
虎
な
ど
と
名
乗
っ
た
比び

く

に
丘
尼
達
に
よ
る
語

り
物
か
ら
成
立
し
た
か
と
さ
れ
る
。こ
の
図
の
虎
は
、格
式
の

高
い
傾
城
の
髪
型
で
あ
る
伊だ

達て

兵ひ
よ
う

庫ご

に
、豪
華
な
鼈べ

つ

甲こ
う

の
笄

こ
う
が
い

や
挿
し
櫛
を
し
て
い
る
。十
郎
は
、千
鳥
模
様
の
肩
当
て
を
し

た
橘

た
ち
ば
な

模
様
の
小
袖
、赤
の
下
着
が
見
え
る
遊ゆ

う

冶や

郎ろ
う

で
あ
る
。

苦
心
の
末
に
父
の
敵
討
ち
を
し
た
曽
我
兄
弟
の
話
は
、御ご

霊り
よ
う

信し
ん

仰こ
う

と
結
び
つ
き
様
々
な
歌
舞
伎
に
創
作
さ
れ
た
。荒
事
と

し
て
豪
放
に
演
じ
ら
れ
た
五
郎
と
は
反
対
に
十
郎
は
和
事
で

演
じ
ら
れ
た
。そ
れ
が
反
映
し
た
描
か
れ
方
と
言
え
よ
う
。

小
田
原
宿
は
飯
沼
勝
五
郎（
十
一
代
目
森
田
勘
弥
）、箱
根

を
表
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
近
世
後
期
の『
役
者
見
立 

東
海
道
五ご

十じ
ゆ
う

三さ
ん

駅つ
ぎ

』

の
爆
発
的
流
行
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
。こ
れ
は
江
戸
を

起
点
と
す
る
都
市
の
庶
民
達
が
、信
仰
と
観
光
を
兼
ね
て
東

海
道
を
頻
繁
に
行
き
来
し
、日
頃
熱
中
し
て
い
る
歌
舞
伎
世

界
を
、実
際
の
東
海
道
に
敷
衍
し
て
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ 

ろ
う
。

例
え
ば
品
川
宿
は
幡ば

ん

随ず
う

院い
ん

長
兵
衛（
五
代
目
松
本
幸
四

郎
）、川
崎
宿
は
白
井
権
八（
五
代
目
岩
井
半
四
郎
）で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
安
永
八
年（
一
七
七
九
）森し

ん

羅ら

万ま
ん

象ぞ
う（

森
島
中
良
）

ら
合
作
の
浄
瑠
璃
で
、後
に
歌
舞
伎
化
さ
れ
た『
驪め

ぐ
ろ
の
ひ

山
比
翼よ

く

塚づ
か

』の
人
物
で
あ
る
。両
宿
の
中
間
に
あ
る
鈴
ヶ
森
で
、追
い

剥
ぎ
達
に
囲
ま
れ
て
見
事
に
斬
り
捨
て
た
美
し
い
若
衆
の
権

八
と
、江
戸
の
侠
客
長
兵
衛
が
出
会
っ
て
義
兄
弟
に
な
る
場

を
踏
ま
え
て
い
る
。目
黒
に
あ
る
権
八
小
紫
の
比
翼
塚
に
ち

な
ん
だ
話
で
も
あ
る
。後
世
に
は
川
崎
宿
手
前
の
多
摩
川
下

宿
は
初
花（
六
代
目
岩
井
半
四
郎
）、箱
根
宿
其
の
二
は
下
部

筆
助（
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門
）で
あ
る
。こ
れ
ら
は
す
べ
て

『
箱は

こ
　
ね
　
れ
い
　
げ
ん
　
い
ざ
り
の
　
あ
だ
　
う
ち

根
霊
験
躄
仇
討
』の
世
界
の
人
物
で
、十
一
段
目
の
塔
ノ

沢
の
滝
に
打
た
れ
て
、夫
の
脚
を
治
そ
う
と
祈
願
す
る
初
花

亡
霊
の
け
な
げ
さ
が
、ケ
レ
ン
的
演
出
で
表
現
さ
れ
る
部
分

が
見
せ
場
で
あ
っ
た
。

『
役
者
見
立 

東
海
道
五ご

十じ
ゆ
う

三さ
ん

駅つ
ぎ

』は
、「
東
海
道
」が
現
代

で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
多
く
の
歌
舞
伎
・
浄

瑠
璃
や
文
学
の
舞
台
で
あ
り
、幕
末
の
庶
民
を
熱
狂
さ
せ
た

世
界
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く

れ
る
。歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
文
学
に
よ
る「
東
海
道
」の
文
化
遺

産
化
作
品
と
も
言
え
よ
う
。
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（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

　
鍬
形
蕙
斎『
略
画
式
』高
精
細
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
使
用

③
二
〇
一
八
年
十
二
月
九
日「
ひ
る
が
え
る
和
歌
た
ち 

―
扇
と
翻
訳

で
古
都
に
遊
ぶ
―
」（
有
斐
斎
弘
道
館
）

　
『
扇
の
草
紙
』高
精
細
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
使
用

④
二
〇
一
九
年
十
月
五
日「
古
典
籍
×
〇
〇
ラ
ボ 

―
で
あ
う
・
う
み

だ
す
・
み
と
お
す
―
」（FabC

afe Kyoto

）

　
和
書
形
態
の
時
代
別
表
示
コ
ン
テ
ン
ツ『
和
書
ロ
ー
ド
』を
使
用

⑤【
番
外
】二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
五
日「
扇
の
草
紙
」翻
訳
コ
ン
テ
ン

ツ『Found in Translation

』 

完
成
披
露
会

　
「
扇
の
草
紙
」翻
訳
コ
ン
テ
ン
ツ『Found in Translation

』を

制
作

※
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
、コ
ン
テ
ン
ツ
の
概
要
を
紹
介
す

る
動
画
を
配
信

イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
あ
た
り
、私
が

常
に
心
が
け
た
こ
と
は
、関
連
す
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
目
的
で

は
な
く
、デ
ジ
タ
ル
は
あ
く
ま
で
表
現
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
る
、と

い
う
点
で
あ
る
。今
、「
旅
路
」を
振
り
返
る
と
、最
も
手
法
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、ま
た
評
価
を
得
た
の
は
、④
で
お
披

露
目
し
た『
和
書
ロ
ー
ド
』で
あ
っ
た
ろ
う
。和
書
の（
巻
子
本
や
冊

子
本
な
ど
の
）形
態
、と
そ
の
時
代
に
よ
る
変
遷
を
同
時
に
視
覚
的

に
表
現
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。実
物
の
展
示
で
は
、物
理
的
に
形

態
と
年
代
を
同
時
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、デ
ジ
タ
ル
で
は
、

そ
の
二
つ
を
縦
軸
・
横
軸
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、表
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
旅
」に
は
、楽
し
さ
が
必
要
だ
。五
回
の「
旅
」を
通
じ
て
、弊
社
が

担
う
べ
き
こ
と
は
、「
旅
」の
参
加
者
に
対
し
て
、研
究
成
果
と
世
間
、

過
去
と
現
在
な
ど
を
橋
渡
し
す
る「
旅
」の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、楽
し
さ
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
、と
い
う
点
を
改
め
て
、実
感

し
た
。共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
と
し
て
、「
な
い
じ
ぇ
る
」の
関

係
者
と
こ
う
し
た
旅
の
企
画
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、大
変

光
栄
で
、得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
。

「
な
い
じ
ぇ
る
」を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た「
デ
ジ
タ
ル
発
」の
こ
の
旅

も
、with

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
デ
ジ
タ
ル

が
寄
与
す
る
部
分
が
大
き
く
な
る
は
ず
で
あ
り
、例
え
ば
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
々
に
、和
書
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。そ
し
て
私
自
身
、こ
れ
か
ら
の「
デ
ジ

タ
ル
発
和
書
の
旅
」を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
十
月
、国
文
学
研
究
資
料
館（
以
下
、国
文
研
）と
弊
社

に
よ
る
芸
術
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
記
者
発
表
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
日
本
文
化
の
多
様
性
や
魅
力
を
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
で
再
創
造
し
発
信
す
る
」も
の
で
、国
文
研
は
所
蔵
の
和

書
を
中
心
と
し
た
資
料
及
び
研
究
成
果
を
、弊
社
は
デ
ジ
タ
ル
化
・

コ
ン
テ
ン
ツ
化
の
知
見
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、共
創
を
行
う
も
の
で

あ
る
。こ
の
時
、具
体
的
活
動
の一つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ「
デ
ジ
タ
ル
発 

和

書
の
旅
」の
開
催
で
あ
っ
た
。お
も
に「
な
い
じ
ぇ
る
」の
成
果
を
そ
の

対
象
と
し
、シ
リ
ー
ズ
名
は
、和
書
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、時
代
と
空
間
を
旅
す
る
、と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
、

名
付
け
ら
れ
た
。

発
足
前
の
ト
ラ
イ
ア
ル
も
含
め
て
、私
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

関
わ
っ
た「
旅
」は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
二
〇
一
八
年
三
月
九
日「
湯
と
ア
ー
ト
が
鳴
子
で
出
会
う
」（
鳴
子

温
泉
早
稲
田
桟
敷
湯
）

　
『
扇
の
草
紙
』・
鍬
形
蕙
斎『
略
画
式
』高
精
細
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー

タ
を
使
用

②
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
三
日「
山
村
浩
二
、蕙
斎
に
逢
い
に
ゆ
く
」

デジタル発和書の旅路

高 羽  将 人

高 羽  将 人  Takaba Masato　

凸版印刷株式会社文化事業推進本部所属。凸版印刷に入社後、一貫して文化事業推進本部において、文化
財をテーマとしたコンテンツ制作および活用の企画などにプロデューサーとして関わる。2018年からは、国文
学研究資料館との共創プロジェクトを担当。
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ビジュアルデザインスタジオ

東京、仙台、ロンドン、サンフランシスコに拠点を置くビジュアルデザ
インスタジオ。
CMやコンセプト映像など、広告における多様な映像表現から、さまざ
まな空間におけるインスタレーション映像演出、メーカーと共同で開
発するユーザーインターフェイスデザインまで、既存のメディアやカテ
ゴリーにとらわれない、幅広いデザインワークをおこなっている。

個
性
的
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
構
築
す

る
多
様
な
世
界
観
と
、そ
の
作
品
世
界
の

礎
と
な
っ
た
古
典
籍
と
を
ゆ
る
や
か
に
繋

げ
、展
示
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
映
像
作

品
を
、ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
が
制
作
。

「
伊
勢
物
語
」
初
段
の
「
初
冠
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
本
作
は
、悲
恋
の
物
語

「
芥
川
」、関
東
へ
の
道
行「
東
下
り
」を

経
て
、舞
台
を
十
八
世
紀
頃
の
繁
華
な

江
戸
へ
と
移
し
、そ
し
て
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
薫
り
漂
う
異
国
の
文
様
が
、さ
ら
に

広
い
世
界
へ
と
視
線
を
誘
う
　
　
。

「
時
の
束
」＝
古
典
籍
を
披
き
、時
空
を

超
え
た
旅
を
表
現
す
る
、壮
大
な
作
品
。

そ
れ
は
、知
に
触
れ
て
ゆ
く
一
人
旅
。

Guest creator

ひ
ら う

い
こ
う
ぶ
り

WOW’s　project WOW’s　project
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WOW’s　project WOW’s　project

「知の旅」（2021年） 『伊勢物語』、『江都名所図会』、『装剣奇賞』の三作品（すべて国文学研究資料館蔵）を映像で立体化。
作品の中の世界やモチーフの中を一人称視点で通り抜けていくことで、各作品に散りばめられている知に
触れてゆく一人旅をテーマにした映像作品。（WOW）
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Let 's enjoy Kotenseki ! Let 's enjoy Kotenseki !

古典籍との（基本的な）ふれあい方について国文学研究資料館「古典に親しむ」  https://www.nijl.ac.jp/koten/

古典籍は、清潔な素手で扱います。
手を綺麗に洗い、腕時計や指輪などの貴金属をはずして、紙を傷めたり、
汚したりしないようにします。本に落ちかかると危険なので、長い髪はまとめ、
長いネックレスなどもはずします。

清潔な机の上でひらくと安心です。当館では薄様紙（薄い和紙）の上でひらいています。
古典籍は、水やボールペンのインクなどが苦手です。
それらは本をひらく机の上に乗せないでください。

古典籍に触れる前に

古典籍をひらく環境

文字や絵の書いてあるところを触ったりこすったりすると、痛んでしまいます。
冊子本は紙の下端をつまんでめくりましょう。昔の人たちもその場所を持ってめくって
いたらしく、手擦れの跡があるので観察してみましょう。
鉛筆だけでメモをとりましょう。ゴミが交じらないように、消しゴムは使いません。

古典籍をひらくときは

　
国
文
学
研
究
資
料
館
を
は
じ
め
、全
国
各
地
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
館
・
文
庫
な
ど
、古
典
籍
を
所
蔵
す
る
機
関
は

数
多
く
、必
要
な
手
続
き
を
行
え
ば
、研
究
者
で
な
く
と
も

利
用
で
き
る
施
設
や
資
料
は
案
外
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。東

京
の
神
保
町
や
京
都
の
寺
町
な
ど
の
古
書
店
街
に
も
古
典

籍
を
扱
う
専
門
店
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
店
も
参
加
す
る

各
地
の
古
本
ま
つ
り
な
ど
は
、最
も
気
軽
に
古
典
籍
を
手
に

取
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
古
典
籍
は
和
紙
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、実
は
と
て
も
丈

夫
で
す
。そ
し
て
、分
か
ら
な
い
こ
と
は
、聞
け
ば
教
え
て
も

ら
え
ま
す
！
　

　
汚
さ
な
い
、傷
つ
け
な
い
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、江
戸
時

代
、も
し
か
す
る
と
、も
っ
と
前
の
時
代
の
人
が
読
ん
で
い
た

本
を
手
に
取
り
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
観
察
し
た
り
、そ

の
本
の
辿
っ
て
き
た
時
間
を
想
像
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

うすよう  し



New DB New DB

「新日本古典籍総合データベース」の使い方新日本古典籍総合データベース https://kotenseki.nijl.ac.jp/

複数の機関が所蔵する古典籍の情報や、
その高精細画像を一度に検索できるポータルサイト（無料）です。

国文学研究資料館が、
さまざまな機関の協力のもとで構築しています。

データベース活用の一例

新日本古典籍総合データベース（https://kotenseki.nijl.ac.jp/）を開く

WEB環境さえあれば、国内外のあらゆる機関に所蔵されている古典籍画像に、どこからでもアクセス可能。
そのため、たとえば別の場所（日本とイタリアなど）に所蔵されている資料を、同じ画面上に表示して、
比較することや、貴重な資料を模写することなどができます。
公開されている画像のうち、「CC BY-SA 4.0」の表記があるものは、クレジット表示をするだけで、
複製や改変を含め、自由にご利用いただけます。

例）絵本／画譜／源氏物語
……　書名や作者名、ジャ
ンル名などで検索可能。

このページ上部のQRコード
からご覧頂けます。

→今回は「画譜」で検索。
1,003件ヒット！ 好きなコマを選択すると、画

像の拡大をして観察したり、
デジタルアーカイブ摸写をし
たりすることができる。

「CC BY-SA 4.0」表記がある資料
は、ダウンロードのうえ複製制
作、加工も可能。
（所蔵先により利用規定が異なる）

なにができるの？

（「CC BY-SA 4.0」表記がないものについては、資料毎に利用条件をご確認ください）
クレジット標記の方法について→https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/about.html

1
3

4
2 検索画面に好きなキーワードを入れてみる

表示する資料を選ぶ

画像を表示し、ダウンロードする

データベースのトップページ

ヒット数

国文研蔵の『蘭斎画譜』の
画像ページ
https://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/200014780/viewer/32

所蔵先が表示される

国文研にある『蘭斎画譜』という意味

今回は画像アイコンがある
国文研の本を選択。

ダウンロードボタン

タイトルごとに、
さまざまなバージョン
・所蔵先の資料が表示 さらに絞り込みをかけることができる 「CC BY-SA 4.0」表記。国文研の資料には全てついている。

資料の詳細な情報を記載。

「タグ」検索で、似た資料が検索できる。

さまざまな所蔵先に点在する
『蘭州画譜』が表示される。
それぞれ状態などが異なる。検索画面

→長崎で医学と絵を学んだ
森蘭斎筆の『蘭斎画譜』に注目。
22件がヒット。
画像データがある資料には画
像アイコンがある。

もりらんさい らんさい  が  ふ

新日本古典籍総合データベースとは…
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出品リスト
川
上
弘
美

川
上
11

川
上
12
・
13

川
上
2

川
上
3

川
上
4

川
上
5

川
上
6

川
上
7

川
上
8

川
上
9

川
上
10

山
村
浩
二

山
村
2

山
村
3

山
村
5

山
村
6

山
村
7

山
村
8

山
村
9

山
村
10

山
村
11

単
行
本『
三
度
目
の
恋
』

『
三
度
目
の
恋
』校
正
原
稿（
初
校
・
二
校
）

『
伊
勢
物
語
絵
巻
』

『
龍
田
川
業
平
之
図
』

『
伊
勢
物
語 

芥
川
之
圖
』

『
伊
勢
物
語
図 

遊
女
讃
』

『
業
平
図
』

『
伊
勢
物
語
』（
古
写
本
）

『
伊
勢
物
語
』（
絵
入
版
本
）

『
伊
勢
物
語
』（
嵯
峨
本
）

『
伊
勢
物
語
図
屏
風
』

短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン「
ゆ
め
み
の
え 

」（
日
・
英
版
）

「
ゆ
め
み
の
え 

」ポ
ス
タ
ー

「
ゆ
め
み
の
え
」絵
コ
ン
テ

「
ゆ
め
み
の
え
」ス
ケ
ッ
チ

「
ゆ
め
み
の
え
」ス
チ
ー
ル

『
ゆ
め
み
の
え
』絵
本

『
雨
月
物
語
』

『
江
都
名
所
図
会
』

『
鳥
獣
略
画
式
』

二
〇
二
〇
年

江
戸
写

江
戸
中
期
写

江
戸
後
期
写

延
宝
六
年〈
一
六
七
八
〉写

江
戸
中
後
期
写

鎌
倉
中
期
写

元
禄
十
七
年〈
一
七
〇
四
〉刊

慶
長
十
三
年〈
一
六
〇
八
〉刊

江
戸
前
期
写

二
〇
一
九
年

二
〇
一
九
年

安
永
五
年〈
一
七
七
六
〉刊

天
明
五
年〈
一
七
八
五
〉刊

寛
政
九
年〈
一
七
九
七
〉刊

一
幅

一
幅

一
幅

一
幅

一
幅

一
冊

一
冊

一
冊六

曲
一
双

五
巻
五
冊

一
巻

一
冊

国
文
研

中
央
公
論
新
社

98-242

98-1077

98-1081

98-1083

98-1066

98-1

98-476-1

〜2

98-406-1

〜2

98-1085-1

〜2

国
文
研

山
村
氏

山
村
氏

山
村
氏

国
文
研

99-125-1

〜2

99-173

ヤ8-127

山
村
12

山
村
13

山
村
14
・
15

山
村
16

山
村
17
-19

長
塚
圭
史

長
塚
３

長
塚
5

長
塚
11

長
塚
12

長
塚
13

長
塚
14

長
塚
18

長
塚
19

長
塚
20

長
塚
21

長
塚
25

長
塚
26

長
塚
27

長
塚
28

『
魚
貝
譜
』

『
魚
貝
譜
』板
木

『
人
物
略
画
式
』板
木

『
人
物
略
画
式
』

『
魚
貝
譜
』板
木

「KYO
D
EN
’S W
O
M
A
N

」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

「KYO
D
EN
’S W
O
M
A
N

」ポ
ス
タ
ー
　

「KYO
D
EN
’S W
O
M
A
N

」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
薄
遊
漫
載
』

『
手
拭
合
』

『
金
々
先
生
造
化
夢
』

『
悪
魂
後
編  

人
間
一
生
胸
算
用
』

『
天
道
大
福
帳
』

『
稲
妻
表
紙
後
編 

本
朝
酔
菩
提
全
伝
』

『
近
世
奇
跡
考
』

『
骨
董
集
』

『
小
紋
雅
話
』

『
奇
妙
図
彙
』

『
新
編
金
瓶
梅
』板
木（
八
丁
表
・
裏
）

『
新
編
金
瓶
梅
』

享
和
二
年〈
一
八
〇
二
〉以
降
刊

寛
政
十
一
年〈
一
七
九
九
〉刊

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

文
化
十
一
年〈
一
八
一
四
〉刊

天
明
四
年〈
一
七
八
四
〉刊

寛
政
六
年〈
一
七
九
四
〉刊

寛
政
三
年〈
一
七
九
一
〉刊

天
明
六
年〈
一
七
八
六
〉刊

文
化
六
年〈
一
八
〇
九
〉刊

文
化
元
年〈
一
八
〇
四
〉刊

寛
政
二
年〈
一
七
九
〇
〉刊

享
和
三
年〈
一
八
〇
三
〉刊

一
冊二

枚
二
枚

一
冊三

枚
二
冊

一
冊三

巻
一
冊

一
冊三

巻
三
冊

六
巻
六
冊

五
巻
五
冊

三
巻
四
冊

一
冊

一
冊

一
枚十

冊
八
十
巻

ヤ8-180

ヲ9-9

実
践
女
子
大
学
蔵

ヤ8-123

実
践
女
子
大
学
蔵

国
文
研

国
文
研

ナ8-342-1

〜2

99-99

ナ4-966

ナ4-83

ナ4-327-1

〜3

ナ4-635-1

〜6

96-1072-1

〜3

96-1079-1

〜4

ナ4-637

ナ4-910

ヲ9-11-1

〜2

ナ4-885-1

〜10

梁 

亜
旋

梁
2

梁
3

梁
4
-6

梁
7

梁
8

梁
9

梁
10

松
平
莉
奈

松
平
4

松
平
6

松
平
10

松
平
11

松
平
2

松
平
5

松
平
13

松
平
14

「G
hostly

」

「A
 M
ountain

」

「FUNNY FACES

」 series

「NO.1

」「NO.2

」「NO.8

」

『
百
鬼
夜
行
図
』

『
浦
し
ま
』

『
ふ
ん
し
や
う
』

『
長
恨
哥
の
抄
』

「『
金
々
先
生
栄
花
夢
』模
写
」

「
作
者
の
手
の
内
夢
の
内
」

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
模
写『
九
老
画
譜
』」

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
模
写『
福
善
斎
画
譜
』」

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
模
写
を
す
る
と
き
の
準
備
物
」

「
金
々
先
生
夢
のTO

KYO
 REM

IX

」シ
リ
ー
ズ

（-KINBE-/-OM
AZU-/-GENSHIRO-/-M

ANPACHI

・GUICHI-

）

『
金
々
先
生
栄
花
夢
』

『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』

『
光
琳
画
譜
』

『
唐
詩
選
画
本
』

二
〇
一
九
年

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
一
年

江
戸
後
期
写

江
戸
中
期
頃
写

江
戸
前
期
頃
写

江
戸
前
期
頃
写

二
〇
一
九
年

二
〇
一
九
年

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

安
永
四
年〈
一
七
七
五
〉刊

享
和
四
年〈
一
八
〇
四
〉刊

享
和
二
年〈
一
八
〇
二
〉刊

一
軸

一
軸三

軸
三
軸

二
巻
二
冊

二
冊

二
巻
二
冊

七
編
三
十
五
冊

梁
氏

梁
氏

梁
氏

ヨ3-25

99-185

99-192-1

〜3

99-158-1

〜3

松
平
氏

松
平
氏

松
平
氏

松
平
氏

松
平
氏

99-132-1

〜2

ヤ7-57-1

〜2

ヤ8-175-1

〜2

ナ8-428-1

〜35

ピ
ー
タ
ー
・Ｊ・マ
ク
ミ
ラ
ン

ピ
ー
タ
ー
5

ピ
ー
タ
ー
4

ピ
ー
タ
ー
9

ピ
ー
タ
ー
10

ピ
ー
タ
ー
11

山
田
卓
司

山
田
6

山
田
7

山
田
8

山
田
２

山
田
9

山
田
10

山
田
11

山
田
12

W
O
W

W
O
W
1

『
扇
の
草
紙
』翻
訳
コ
ン
テ
ン
ツ

「Found in Translation

」

「W
HACK  A  W

AKA

　
百
人
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

『
鶴
丸
紋
ち
ら
し
哥
か
る
た
』

『
扇
の
草
紙
』

『
奈
良
絵
豆
扇
図
面 

』

『
阿
不
幾
集
』

ジ
オ
ラ
マ
作
品「
鉢
山
図
会  

日
本
橋
」

ジ
オ
ラ
マ
作
品「
鉢
山
図
会  

池
鯉
鮒
」

ジ
オ
ラ
マ
作
品「
鉢
山
図
会  

京
三
条
」

『
東
海
道
五
十
三
駅 

鉢
山
図
会 

』

『
役
者
見
立 

東
海
道
五
十
三
駅
』 （
程
ヶ
谷
駅  

妼
お
か
る
）

『
役
者
見
立 

東
海
道
五
十
三
駅
』（
戸
塚
駅 

早
野
勘
平
）  

『
役
者
見
立 

東
海
道
五
十
三
駅
』（
京
二 

真
柴
久
吉
）

『
東
海
道
名
所
図
会
』

「
知
の
旅
」

二
〇
一
九
年

江
戸
中
期
写

江
戸
初
期
写

江
戸
前
期
写

室
町
末
期
写

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

嘉
永
元
年〈
一
八
四
八
〉刊

嘉
永
五
年〈
一
八
五
二
〉三
月
改
印

嘉
永
五
年〈
一
八
五
二
〉三
月
改
印

嘉
永
五
年〈
一
八
五
二
〉八
月
改
印

寛
政
九
年〈
一
七
九
七
〉刊

二
〇
二
一
年

六
曲
一
隻

一
帖

一
軸二

冊
一
枚

一
枚

一
枚六

巻
六
冊

国
文
研

ヤ8-331

99-151

ヤ8-179

99-73

国
文
研

国
文
研

国
文
研

8-264-1

〜2

ユ3-70-1

ユ3-58-3

ユ3-65-7

MY-1303-6

国
文
研

上
・
中
巻 

文
化
十
一
年〈
一
八
一
四
〉刊
、

下
巻
同
十
三
年
刊

天
明
八
年〈
一
七
八
八
〉〜

天
保
七
年〈
一
八
三
六
〉刊

天
保
二
年〈
一
八
三
一
〉〜

弘
化
四
年〈
一
八
四
七
〉刊

凸
版
印
刷
株
式

会
社
・
国
文
研

展
示
品
名

時
代（
写
・
刊
）

員
数

所
蔵
先・請
求
記
号

（
国
文
研
所
蔵
は
請
求
記
号
）

N
o
.

一
箱（
上
下
句
札

各
百
枚
）

※
国
文
研
＝
国
文
学
研
究
資
料
館

※
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
参
考
と
し
て
図
録
に
掲
載
し
た
資
料
は
除
く

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
一
年

松
平
氏

長
塚
2

松
平
15
-18

ピ
ー
タ
ー

2
・
3

143 142
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